




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次







警備員はふらちにつき




　あとがき




ギャラリー

















口絵・イラスト／カワイチハル


















　なにをどう言えばいいかわからないが、とにかく退たい屈くつだ。

　大学生活の最後の夏、そろそろ夏休みに入ろうとしていて、就職活動もとうの昔に終わっている。暇ひまさえあればバカ騒さわぎばかりしていた同級生たちが、来春にはそろって社会人だ。

　そんななか、唯ゆい一いつ、行く先が決まっていないのは自分ぐらいじゃないだろうか。

　夏休みまであと数日という七月前半、大おお河内こうち尋ひろは大学の中庭で大あくびをしながらアルバイト雑誌をぱらぱらとめくっていた。百七十七センチの引き締しまった身体からだと、切れ長で黒目がちの目は男のくせして驚おどろくほど睫まつ毛げが長いと、よく女友だちにふてくさられたものだ。

　ちいさめの顔に、ふっくらしたくちびるが妙みような色いろ香かを添そえている自分の顔というのを一言で表現するなら、甘めに整ったアイドル顔だ。

　もちろん、女には異常にもてるし、一部の男をも惹ひきつけるなにかがあるらしい。

　都内の私立大学として三本の指に入る有名校の文学部に在ざい籍せきし、つねに平均以上の点数をキープする頭もある。実家は代々続く歯医者で、十歳年上の兄と八歳年上の姉も歯医者として独立していた。

　だから、退屈なのだ。

　顔もいい、頭もそこそこいい、家いえ柄がらもよくて将来の心配はなし。

　年の離はなれた兄と姉が歯医者になっているのだから、次男坊ぼうの自分まで同じ道を歩まなくてもいいと思っている。

　ついでに言えば、「とりあえず」という気分でどこかの会社に勤めるのは気が進まなかったので、とくに就職活動はしていない。家族ものんびりしたもので、『まあ、そのうち尋ちゃんに似合う仕事が見つかるんじゃない？』と言った具合だ。

「あー……、スゲー暇……」

　ベンチに寝ねそべり、サングラスを少しはずせば真っ青な夏空が頭上いっぱいに広がっている。気温三十度の今日は本格的な真夏日だが、湿しつ気けがないぶん、過ごしやすい。

　すべてにおいて恵めぐまれている立場に、誰だれもが羨うらやむ。

　けれど、尋の感じている退屈は本物だった。幼い頃ころから不自由なく育てられ、欲しいものがあっても、『欲しい』という前に誰かが与あたえてくれた。

　──たぶん、この先も俺の人生は波は瀾らん万ばん丈じようなく、つつがなく過ぎていくんだろうな。

　弱じやつ冠かん二十二歳にして、達観しすぎているだろうか。

　しかし、黙だまってても女は寄ってくるし、金にも困ってない。本気で悩なやみがあるとしたら、今日一日のみならず、この先、どうやって時間を潰つぶそうかということだ。

「あっ、尋ちゃん、捜さがしたよ。こんなトコいたのー？　日ひ灼やけするよ」

　同じ授業によく出ている女友だちが苦く笑しようしながら駆かけ寄ってきて、冷たい缶かんコーヒーをぴたりと額にあててくれる。

「さっき、自じ動どう販はん売ばい機きで買ったらオマケで当たっちゃった。あげる」

「サンキュ」

　起き上がってプルトップを引き抜ぬきながら、「なんか用？」と訊たずねた。

「尋ちゃん、夏休みのバイト探してるって言ってたでしょ。イイとこあったから、教えようと思って」

　女友だちがこぞって、「尋ちゃん」呼ばわりすることに、尋自身、すっかり慣れていた。なんといっても、二十二年前から祖父母に両親、兄に姉に数えきれない従い兄と弟こたちから「尋ちゃん」と呼ばれて育ってきたのだ。男友だちがからかうように、「尋ちゃーん」と寄ってくるときは、たいてい、尋の潤じゆん沢たくな懐ふところにすがって、「なにか奢おごれ」と暗に言ってくるときだ。

　そういうことにも、尋は怒おこらず、「なに食いたいの」と言うだけだ。友だちといるのはそれなりに楽しいし、なんと言っても暇ひま潰つぶしになる。

　みんなが就活に鬼おにのような形相をしているときも、尋は誰かとランチや夕食をともにし、「どこそこの企き業ぎように蹴けられた」だの、「あそこの会社はイイ女揃ぞろいだ」だの、「人事部のハゲ親おや父じが気にくわねえ」だのと、くだらない話で盛り上がった。

　──いま、一いつ瞬しゆんが楽しければそれでいい。

　集約すると、尋の心境はこれに尽つきる。そんな尋の唯一の趣しゆ味みというのが、アルバイトだ。

　ある一定期間だけ、職に就つく。

　興味を持てればなんでも手を出したので、書店のバイトに道路工事のバイト、行政機関の書類整理にファーストフードの店員と、職種は雑多だ。

『そんなことしなくたって、おまえ、金に困ってないじゃんよ』

　口々に友だちは言うのはもっともで、尋自身、金が欲しくて働いているのではない。いろんな場所で短期間働き、いろんな面をちょこっとずつつまみ食いしたいというのが本音だ。

　もし、こんなことを軽々しく口にしようものなら、さすがに真ま面じ目めに就活している友だちが本気で怒るだろうから、内ない緒しよにしておくにかぎるが、さまざまな仕事を渡わたり歩いて時間を潰し、好こう奇き心を満たす──これぞ金持ちの道楽というものだ。

「どんなバイト？」

「ビルの警備員のバイトだって。わたしが入ってるテニス部の友だちがやっぱり同じバイトやってるんだけど、別口のバイトに就くらしくて。それにそこ、夜勤が足りないらしいんだ」

「夜勤の警備員かー……」

　あれこれと思いめぐらせてみたが、夜勤警備のバイトはやったことがない。

　一度か二度、コンサート会場の警備員ならやったことがある。

　尋たちの年代に人気のロックバンドのライブで、東京ドームと横よこ浜はまスタジアムという大規模な会場での警備は、それこそ圧あつ倒とう的な人数を必要とし、ファンが熱ねつ狂きようするあまり暴れたり柵さくを乗り越こえたりしないよう、見張るのがメインの体力労働だ。

　はやりの曲を背後に聴きき、ファンの動向をくまなくチェックし、小型の無線機で大勢の警備員同士とやり取りする仕事は、そこそこおもしろかった。

　そのロックバンドがとくに好きでもなかったから、アンコールでは感かん極きわまって泣き出すファンを見ているほうがずっと楽しかった。

　──たかが音楽ぐらいで、簡単に泣けるんだ。

　ファンが聞いたら怒いかり心頭に発するような考えだが、やっぱりこれも、『欲しい』とねだる前から多くのものが与えられてきた弊へい害がいなんじゃないかと、ときどき思う。それなりに好きな音楽や本、映画はあるけれど、心しん酔すいしたことは一度もない。

　生まれてこのかた二十二年、なにかに夢中になった覚えがないのだ。

「わたしもちょっとだけ聞いたけど、ほら、老舗しにせ料りよう亭ていの『吉よし葉は』のビルの警備だって。尋ちゃんぐらいお金持ちなら、何度か食べたことあるでしょ」

「あるよ。でも、ごく普ふ通つうの味だったと思うけど」

「さっすが、お金持ちの言うことは違ちがうね。あそこ、めちゃめちゃ高級クラスじゃん。いちばん高いコースだと、五万超こえるんでしょ？」

「メニューには出てないだけで、それ以上のコースもあるよ。でも、ホント、それほどの味じゃないって。ウチの学食のカレーのほうがウマイ」

「あのねー、一応、日本で最高級って言われてる『吉葉』と、ウチの学食を比ひ較かくしないでよ。『吉葉』は歴代の総理大臣や有名な芸能人も通ってるトコだよ」

「だから、たいした味じゃなくていいんだって」

　尋が笑うと、女友だちは頰ほおをふくらませ、「なんでよ」と言う。

「お偉えらいさんが通うからってウマイわけじゃないよ。ああいうひとってのは、内緒にしなきゃいけない話がたくさんあるだろ。『吉葉』は、そういう密談に最適な店なんだよ。完全予約制だし、部屋のひとつひとつがめっちゃ離れてて、入り口もひとつだけじゃない」

「それって、マスコミの目から逃のがれるため？」

「そう。お忍しのび用にうってつけの店なんだよ。だけど、味はごくフツー。その代わり、誰がいつ訪ねたか、誰と会っているか、絶対に外に漏もれない」

「ふぅん……、聞けば聞くほど、一いつ般ぱん人には縁えんのない世界」

　女友だちはつまらなそうな顔で、空になった缶を、離れたゴミ箱に器用に放り投げる。

　カツンと響ひびく音に、彼女が少し機き嫌げんを損そこねたことを敏びん感かんに察し、尋はとっておきの笑え顔がおを向けた。

　人ひと懐なつこい感じのする目元にやわらかな笑みを浮うかべると、たいていの人間はそれだけで警けい戒かい心を解いてしまう。

「俺だって、好きで行ったんじゃないって。ウチ、歯医者やってんじゃん。医者同士のつき合いに引っ張り出されたりして、いろいろあるからさぁ……。結構、退屈だぜ。懐かい石せきって、次の料理が出てくるまでスゲー時間かかるし、たいていちゃんとした格好しろとか言われてスーツとか着なきゃいけなくて、おまけにずっと正座させられっぱなしだし」

「そっか。ま、お金持ちにはお金持ちの苦労ってのがあるってことね」

「そういうこと。で、そのバイトって未経験者でもＯＫなの？　一応、コンサート会場の警備員なら経験あるけど」

「大だい丈じよう夫ぶみたい。警備はふたり一組でやるんだって。もうひとりのほうが経験者だから、尋ちゃんでも大丈夫だよ。時給もいいらしいから、お給料もらったらなんか奢おごってね」

「わかったよ」

　苦笑して、尋はかたわらに置いていた携けい帯たい電でん話わを振ふり回した。

「その友だちに、俺の携帯番号教えていいから。こっちはいつからでも入れるって、よろしく伝えて」

「ん、わかった。じゃあね」

　夏のまぶしい陽ひ射ざしに押されて、軽い足取りで駆け出す女友だちの背中を見送った。ビルの夜勤警備という新しいバイトの詳くわしい雇こ用よう条件は聞かなかったけれど、少しでも楽しめればいいと思う。

　ギャラが高かろうが安かろうが、関係ない。数時間、勤めるあいだにさまざまな職場を野次馬根こん性じようでのぞき見し、わずかな好奇心を満たせればそれでいい。

「こんなこと言ったら、みんなにぶっ飛ばされるよな」

　怠たい惰だな考えに、尋は自じ嘲ちよう気味に笑った。

　でも、ほんとうのことだから仕方がない。

　よくよく考えてみれば、なにひとつ不満のない生活というのは、案外、不幸なのだ。










　女友だちの友だちの取り計らいにより、それから三日後、老舗料亭『吉葉』グループのビルの夜勤バイト面接が赤坂の本社ビルで行われることになった。

　人手不足というのはほんとうらしい。

　創業百年を軽く超える『吉葉』は歴史ある懐石料理をメインに、全国の主要都市に店てん舗ぽを置いている。そのほかにも事業を手がけているため、つい最近、赤坂に小規模ながら自社ビルを構えたようだ。

　クリーニングからあがってきたばかりのオフホワイトのコットンシャツに、焦こげ茶のパンツという小こ綺ぎ麗れいな格好で、履り歴れき書を持った尋はビルの最上階である五階にいた。

　一階は、高級食材を使った持ち帰り用の店が入っており、店員は皆みな、清潔な紺こんのスーツに白のシャツを身につけ、完かん璧ぺきな微笑を浮かべていた。

　──ちょっと古くさい感じだけど、そのへんが老舗たるゆえんかな。

　面接といえば、普通は人事部が対応してくれるものだが、『吉葉』は違うらしい。

　静かな部屋でひとり待っているあいだ、バイトを紹しよう介かいしてくれた友だちの友だちの言葉をぼんやり思い出していた。

『あそこの警備って、バリバリの３Ｋだぜ』

『３Ｋって、汚きたない、きつい、臭くさいってヤツ？　だったら、俺は道路工事とかで慣れてるし』

『違ちがう違う』

　バイトのプロとも言える尋に、友だちの友だちは笑って手を振った。

『夜勤警備だから、暗い、怖こわい。あと、キンチョー』

『は？　緊きん張ちよう？　なんで』

　暗い、怖い、というのはなんとなくわかるが、なぜ緊張するのだろう。ビルの夜回りをするのに緊張するということだろうか。だったら、怖いのと大差ないではないか。

『面接のときにわかるって。頑がん張ばれよ』

　別口のバイトに就くと言う友だちの友だちはバンバンと尋の背中を叩たたき、大事なところをぼかしたまま行ってしまった。

　とはいえ、それぐらいのことで怖おじける性格ではない。すでに二十近くのバイトをこなしてきた尋は、現場の空気を瞬しゆん時じに読むコツと、そこにいる人間に気に入られる術すべを自然と知っているのだ。生まれた瞬間から、大勢の人間に愛されてきたせいだろうか。

　そのためか、新しい職場になるだろう『吉葉』でも、まったく緊張していなかった。

　──緊張するなんてありえねえだろ。あいつ、フカシやがって。

　シンプルな部屋は、打ち合わせのときに使うものなのかもしれない。

　大きく採った窓の外には、午後二時の陽射しを弾はじいて輝かがやく大型オフィスビルが見えた。『吉葉』ビルは五階建てで、正面のビルにはさすがに負けるが、けっして狭せまいわけではないし、内装も相当金がかかっている。

　赤坂という一等地を買い上げ、古きよき流れを窺うかがわせるような堅けん牢ろうな石造りのビルを新たに建てただけでも、『吉葉』の底力がわかろうというものだ。

　部屋に通されてすぐに冷えた麦茶が運ばれたが、礼れい儀ぎを守って口をつけなかった。

　壁へき面めんにかかった穏おだやかな睡すい蓮れんの絵を見つめていると、扉とびらが二度鳴るのと同時に、明るいグレイのスーツ姿の男が顔をのぞかせた。

「お待たせして申し訳ない。吉よし葉ば弓ゆみ彦ひこと申します」

「お忙いそがしいところお邪じや魔まします。バイト志望の大河内尋と申します」

　すぐさま立ち上がって名めい刺しを受け取ると、弓彦と名乗る男の肩かた書がきには「副社長」と書かれていた。

　吉葉の姓せいを名乗るぐらいだから、経営の中ちゆう核かくにいるのは間ま違ちがいない。見たところ、三十四、五歳といったところだが、裕ゆう福ふくな暮らしに慣れた者だけが身につけられる優ゆう雅がな雰ふん囲い気きがある。物もの腰ごしもやわらかで、穏やかな微笑みが洗練された顔立ちによく似合う。

　一言で言えば、品のあるいい男だ。

　──このひとが面接係なんだろうか。

　だとすれば、『吉葉』もなかなか手て強ごわい。

　これだけの規模の会社なのだから、人事部は絶対にあるだろうが、社内が無人となる夜勤警備の短期バイトは上層部がじかに面接して判断するのかもしれない。

「そう硬かたくならなくていいよ。麦茶、入れ直そうか？」

「あ、いえ、大丈夫です」

　さくさくと面接をこなしてきたこれまでとは違うやり方に、少しばかり気が引き締しまる。

　友だちの友だちが言っていた、３Ｋの最後の『緊張』とはこれか、と思った矢先だった。

「あの……」

　履歴書が入った封ふう筒とうを手て渡わたそうとしたとき、出し抜ぬけに扉が開き、大おお柄がらの男がずかずかと入り込んできた。

　がっしりとした肩かたをさらに強きよう靭じんに思わせる紺のスーツを着た男は無言でメタルフレームの眼鏡めがね越ごしにじろりと尋を見たあと、弓彦に向かって顎あごをしゃくった。

「面接は俺がやると言っただろう」

　低く、独特のなめらかさがある声に、弓彦だけではなく、尋も目を瞠みはった。

　命令に慣れている声。指示を迷わない声だ。

「ですが、社長……」

　弓彦が整った眉まゆをひそめても、精せい悍かんな面おも差ざしの男は意に介かいさず、「席をはずしてくれ」と言うだけだ。

　百八十五センチを軽く超こえる身長と逞たくましい体たい軀くを持つ男の隣となりでは、いい男に見えた弓彦の影かげも薄うすくなってしまう。

　圧あつ倒とう的な存在感を目まの当たりにし、尋も声が出なかった。

　どこをどう触さわっても強く弾はじけそうな雰囲気を持つ男は、初めて目にした。

「……失礼します」

　どうにか不満を押し隠かくした弓彦が部屋を出ていき、尋は目の前にどかりと腰こしを下ろした骨っぽい男のどこを見ていいか困り、視線を落とす。

　──なに見てんだよ。

　じろじろと眺ながめ回されるのを感じた。強い視線は、尋の甘く整った顔から身体からだの隅すみ々ずみまで検分し、シャツを透すかして素す肌はだにまで突つき刺ささる。

　遠えん慮りよない視線に犯おかされるみたいで、だんだんと落ち着かなくなってきたのを素す早ばやく見み抜ぬいたのだろう。

　ようやく男が名刺をすべらせてきた。

「吉葉貴たか志しだ。吉葉グループをまとめている」

　単刀直入な言葉どおり、名刺の肩書きには「代表取とり締しまり役やく社長」とある。弓彦のほうが少しだけ年上に見えたのだが、貴志はいったいいくつなのだろう。

　尋の胸の裡うちを敏びん感かんに読んだのか、貴志は口の端はしをわずかにつり上げる。

　それが彼流の笑い方らしい。不敵で男臭く、骨っぽい。

　ぱっと見ただけでは、弓彦と同じ吉葉姓を持っているとは思えないほど、似たところがないふたりだ。

「社長にしては若造に見えるか。三十四だ。さっきの弓彦は俺よりふたつ上の三十六だ」

「はあ……」

　老舗の名店にしては、トップが驚おどろくほど若い。

「二年前、社長だった父が心臓をやられて倒たおれた。幸い、いまは持ち直したが、会長として現場からは手を引いたんだ。そこで、俺と弓彦が『吉葉』を継つぐことになった」

「そう、なんですか」

　淡たん々たんと告げられ、尋もとりあえず頷うなずくしかない。いまはまだ、顔を合わせたばかりだ。

「煙草たばこを吸ってもいいか」

「はい」

　ここで、「いいえ」と言える奴やつがいたらお目にかかりたい。返事する前から、貴志は煙草とライターを取り出していたのだ。

　しかし、夜勤警備の面接に社長みずから出てくるとは思わなかった。

　確かに、緊張する。

　手のひらにうっすらとした汗あせをかくのが、貴志の鋭するどいまなざしにさらされているせいだとわかって、よけいに頰ほおが引きつりそうだ。

　──なんなんだよ、この男は。早いところ履り歴れき書に目をとおして、雇やとうか雇わないか決めればいいだろうが。

　ふぅっと煙けむりをゆっくり吐はき出す貴志が、再び値ね踏ぶみするような目つきを向けてくる。

　その視線の強さは、さしもの尋も、──どこか俺におかしいところでもあるのか、と疑いたくなるようなものだ。　>>>♥

　シャツの襟えりが曲がっているのだろうか。ボタンを掛かけ違えただろうか。それとも、髪かみの毛のどこかが変に撥はねているのだろうか。

　悠ゆう々ゆうとした態度で貴志が煙草を吸い終える約三分、尋は微び動どうだにしなかった。できなかった。

　他人の厳しい視線に息することもためらうなど、あり得ない。

　それもむりはない、と心中、おのれを慰なぐさめた。誰だれもが知る老舗しにせ料りよう亭ていのトップがわざわざ短期アルバイトの面接に立ち会うなんて、聞いていない。

　まだ、柔にゆう和わな笑え顔がおを持つ弓彦のほうが話しやすそうだった。

　貴志のほうは必要最低限のことしか言わず、そのあいだずっと、こちらの動向をじっと見つめている。

　軽く撫なでつけた黒い髪よりもさらに一段深みを帯びた色合いの目は、どこか獣けものっぽい。上等の生き地じで仕立てたスーツを着ていても威い圧あつ感かんが滲にじみ出し、これまで多くのバイトで出会った誰よりも難しそうな相手だ。

　無意識のうちに、はぁ、とため息をこぼしたのが可お笑かしかったらしい。それまで無表情だった貴志が突とつ然ぜんふっと笑ったことに、ついつい見入ってしまった。

　ちょっと前の皮肉っぽい笑い方とは全然違ちがい、ひどく魅み力りよく的だ。

　いかつい顔をしているのに、笑っただけで思わず胸がどきりとするような大人らしい色気を放つ男もそうそういない。

　──って、べつに俺、男は好きじゃねえし。

　同性に一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまったおのれを戒いましめながらも、貴志の「履歴書を見せろ」と言う言葉に従った。

　ふとした笑顔は一瞬で終わり、真顔に戻もどった貴志は膨ぼう大だいなバイト歴を記した履歴書に目をとおしている。

「ずいぶんといろんな仕事に手を出してるんだな。趣しゆ味みはバイトか？」

「……そうです」

　噓うそではないので正直に答えると、貴志は「なるほどな」と言って頷く。

　どうも、読めない男だ。仏ぶつ頂ちよう面づらのせいか、なにを考えているのかわかりにくいし、世間話をするでもなし。見知らぬ他人とすぐに打ち解けられるのが得意なほうだと自負しているが、こうも鉄面皮の相手だと、食い込む隙すきがなかなか見つけられない。

　過去のバイト歴について深く突っ込んでくるわけでもない男はしばし顎をさすり、真っ向から尋の目をのぞき込んできた。

「志望動機は、暇ひま潰つぶしか。見たところ、いい育ちをしているようだな。大学四年のこの時期にバイトに興じてるなんて、よほど時間を持て余していると見える。最近の若者はほんとうに気楽だな」

「そういうわけじゃありません」

　実際そうなのだが、あまりに断定的な口調に一瞬カッときて、尋も声を荒あららげてしまった。

　腐くさるほど時間があり余っているのは事実だ。とはいえ、家に引きこもってダラダラとゲームで遊んだり、女を取っ替かえ引っ替えして遊びまくっているよりは、バイトに汗を流しているほうがよほど真っ当ではないか。

　瞬時のうちに敵意を抱いだいたのも、尋にとっては初めてのことだ。

「俺としては、友人の友人からここの警備員のバイトが足りないと聞いたので、応おう募ぼしてみただけです。俺のどこかがお気に障さわるなら、雇っていただかなくても結構です」

　こっちから喧けん嘩かを売るような真ま似ねをするなんて、どうかしていたとあとあとになって思ったが、このときばかりは、貴志の横おう柄へいな口ぶりをおとなしく聞いている気分じゃなかった。

　──ほかにバイト先はいくらでもあるんだし、ここにガッツリ食いつく理由もねえ。最初から、ああだこうだと難なん癖くせをつけるぐらいなら、さっさと断れよ。

　日ひ頃ごろはにこにこしていることが多いが、ここぞとなると強ごう情じようになるのが自分の悪い癖だと頭ではわかっている。

　だが、理由なくして強情になるのではない。

　貴志のように、ほとんどなにも知らないうちから、頭ごなしであれこれと命じてくる人間が大だい嫌きらいなのだ。

　ぎらっと目め尻じりをつり上げて睨にらみ据すえると、意外にも相手はおもしろそうな顔をしている。

「度胸はそこそこあるようだな。あちこちバイトを渡わたり歩いてきただけはあるか。──ところで話は変わるが、うちの料理は食べたことがあるか」

「……あります」

　不承不承、答えた。

「両親に連れられて、過去何度か」

「旨うまかったか、まずかったか？」

　貴志の追い詰つめるような語調に、なんとか怒いかりを堪こらえて、「……おいしかったです」と呟つぶやいた。

　女友だちの前では、「たいした味じゃないって」と軽く流してしまったが、じつのところ、『吉葉』が提供する懐かい石せきは、幼い頃ころから散々旨いものを食べさせられて舌の肥えている尋にとっても、びっくりするほど丁てい寧ねい、繊せん細さいな味で、素材の旨味を存分に引き出した最高級のものだった。仲居たちも細かいところまで気を配ってくれ、それでいてけっして押しつけがましくない、日本が誇ほこる料理店のなかでも文句なしの一、二を争うハイレベルだ。

　だが、素す直なおにそう答えてやるのは、はっきり言って悔くやしい。

　さっき少しだけ言葉を交かわした穏おん和わな雰ふん囲い気きの弓彦ならともかく、上の立場からものを言うことに慣れ、突つきつけてくる選せん択たく肢しは「イエス」か「ノー」のふたつしかないような貴志に媚こびたところで、いまの自分にはなんの得もない。

　へつらう、おべっかを使うということが自分の中には、まったくない。とはいっても、ここで椅い子すを蹴けって部屋を出ていくのはあまりに子どもっぽいやり方だ。

　ちらりと上うわ目め遣づかいに様子を窺うかがったが、貴志は厳しい目つきながらも、辛しん抱ぼう強く答えを待っている。

　この調子じゃ変なごますりは通用しないと諦あきらめ、尋はむくむくと湧わき上がる反発心をどうにか押し殺して、背を正した。

「実際に社会に出る前に、いろんな現場を見てみたいだけです」

「頭の回転もまあまあか」

　眼鏡めがねを押し上げながら軽く受け流した貴志は、履歴書を折り畳たたんでジャケットの内側にしまう。それから立ち上がり、「今日から働け」と言った。

「は？」

「今日から働けと言ったんだ。聞こえなかったか」

「いえ、あの──」

　いくらなんでも、いきなりすぎる。

　言葉に窮きゆうしたのを、貴志は勘かん違ちがいしたようだ。

「日給は二万円でいいか。足りないというなら、話しだいでは上乗せするが」

　とんでもない言葉に、ますます耳を疑った。

　夜勤警備のバイトは高額報ほう酬しゆうであることが多いが、たいていは一万円前後で、『吉葉』は桁けた外はずれだ。

　面接に受かったと喜びに浸ひたるよりも、金で横っ面つらをはたくような横暴な態度に頭に血が上り、「むりです」と言いかけたが、どう睨んでも動じない男としばし斜はすな視線を交わした。

　結局、ここでも折れたのは尋のほうだ。

　──しょうがねえ。雇われる立場なんだし。友だちと飲みに行く約束をしていたけど、ここはしょうがない、断るしかない。

　もともと金に困ってないから、異例の報酬にもこころが動かされるわけではないが、ここまで来てしまったら、へたに引き下がることもできない。

　鋭するどい目で射い抜ぬかれ、無言の圧力に尋はこっそりため息をついた。

「わかりました」

　渋しぶ々しぶ頷うなずいた尋に介かいさず、貴志は警備員室への行き方を手短に教えてくれた。

「制服もそこにある。日勤の奴やつがいるだろうから、詳くわしいことはそいつに聞け。バイトだからといって甘い仕事だと思うなよ。仕事は夜八時から明朝五時まで、試用期間は二か月。たまに様子を見に行く。サボってたら即そつ刻こくクビにしてやる」

「……わかりました……」

　言うだけ言って、貴志はさっさと部屋を出ていく。

　これまでも、荒っぽい現場に足を踏ふみ入れたことは何度もあった。自分でも慣れていたつもりだった。

　だが、貴志のようにひとをまるっきりモノ扱あつかいする奴は初めてだ。

　部屋を圧する男の気配がなくなったとたん、怒りが爆ばく発はつした。

「──ちくしょう、なんなんだよ、あの言い方は！」

　ひとり残された尋にできることといえば、せいぜい、そばにあった椅子をガンッと蹴りつけるぐらいだ。










　バイトの面接に受かったら、友だちと一いつ杯ぱいやるはずだったのに、雇こ用よう主が「今日から働け」というのではしょうがない。

「わりぃ、バイトで今日の飲み、ダメになった。また今度な」

　携けい帯たい電でん話わで友だちに連れん絡らくすると、相手は尋の懐ふところをあてにしていたのだろう。

　ブーブーと文句を言い続け、『遅おそくなっても待ってるから、来いよ』と誘さそってきたが、「朝五時まで仕事しなきゃいけないんだよ」と言って、乱暴に電話を切った。

　相手に非はない。むしろ、くだらない話題で盛り上がれる楽しい友だちのひとりだが、結局はそれだけだ。

　尋が奢おごるぶん、相手はあれやこれやと中身がまるでない楽しい話を繰くり広げてくれるというだけの関係で、真ま面じ目めな話は一度もしたことがない。

「くっそ、どいつもこいつも」

　めったなことでは怒らないほうだと自じ認にんしているが、貴志のような輩やからだけは苦手だ。

　幼い頃からちやほやされて育ってきたせいか、頭ごなしの命令には慣れていない。

　これまでに経験してきたバイトでいちばんきつかった道路工事でも、現場はにぎやかで、多少言葉が乱暴でも、ちょっとしたミスで大事故を引き起こすこともありうるために、互たがいを気遣うのが当たり前だった。

　──このバイト、引き受けるんじゃなかった。

　舌打ちしながら、エレベーターでビルの地下二階に降りた。地下一階は倉庫で、地下二階に警備員室があると貴志は言っていた。

「……失礼、しまーす」

　警備員室、とそのまんまが書かれたプレートのついた部屋の扉とびらをノックすると、「はい？」とだみ声が聞こえてくる。

　鉄製の扉を開けてくれたのは、小こ柄がらでもがっちりした身体からだつきの六十過ぎの男だ。

「今日から、夜勤警備のバイトに入ることになりました、大河内です」

「あー、よかった、やっと新しいのが入ったかぁ。ん、ん、ま、とにかく中、入んな。いまお茶淹いれてやっから」

「お邪じや魔まします」

　日勤の警備員は、とりあえずいいひとらしい。ほっとひと息ついたところで、六畳じようほどの部屋に靴くつを脱ぬいであがった。

　畳たたみ敷じきの部屋にあるのは小型の冷蔵庫にテレビ、簡単なつくりの台所と、ひとり暮らし用のアパートとたいして変わらない。

　左手に襖ふすまがある。どうやら、向こうが仮か眠みんのために使う部屋のようだ。

「はいよ、麦茶」

「ありがとうございます。いただきます」

　おおぶりのグラスにつがれた麦茶を一気に飲み干したことで、とても喉のどが渇かわいていたことにあらためて気づいた。

　面接のときにも麦茶を出されていたが、最初は礼れい儀ぎを守って口をつけず、貴志が部屋に入ってきてからはどんどんと彼のペースで話が進んでしまい、お茶を飲む余よ裕ゆうなどなかったのだ。

「っあー……、ウマイ」

「外、暑いもんな。ご苦労さん。もう一杯飲みな」

　気さくに麦茶をついでくれる初老の男は、「小こ杉すぎ」というＩＤカードを胸につけている。

「見たとこ、学生さんか。警備の仕事は初めてか？」

「大学四年です。ビルの警備は初めてですけど、コンサート会場やイベント会場での警備ならやったことがあります」

「ん、ならまあ、おおよそのところはわかるかな。夜勤をやってくれる奴がなかなかいなくて、困ってたとこなんだよ。大河内くんだっけか。あんたが来てくれて助かったよ。あとで、あんたのサイズに合う制服出してやっから」

　矢や継つぎ早ばやに話しながら煙草たばこに火を点つける小杉が、「吸うかい」と勧すすめてくれたので、ありがたくもらうことにした。

　年季が入った男が差し出してくれたショートホープは、いつも尋が好んで吸っているメンソールの煙草よりも格段にきつい味だ。

　一口吸っただけで頭がくらくらするが、強こわ張ばっていた神経がいい具合に痺しびれてくれる。

「ここの警備って大変なんですか？　夜勤だと、日勤より時給がいいのに」

「んー、警備自体は楽なほうだな。なんたって、建物が五階までしかねえし。一時間おきに一部屋ずつチェックするのと、警備システムが正常に動作してるか確かめりゃいいんだ。……でもさ、ここ、出るって噂なんだよ」

「なにがですか」

　てんで動じない尋に、渋じゆう面めんの小杉が声をひそめながら、両手をぶらぶらと泳がせた。

「オバケが出るんだよ～」

　おどろおどろしい声と大げさな身み振ぶりに目を丸くしたあと、思いきり吹ふき出してしまった。

「マジですか？」

「噂だ、噂。でも、その手の噂を嫌きらう奴も結構いるからさぁ……、なかなか夜勤警備ってのも大変なんだ」

「でも、どうしてオバケが出るなんて噂が出たんですか。……昔、誰だれか、ここで亡なくなられたとか？」

「いやー、そういう話は聞いてねえな。ただ、このビルができる前、以前の土地の持ち主が強欲な金貸しで客とよく揉もめてたって話は耳に挟はさんだことがある。それと、『吉葉』のおふたりさんのおっかさんが早々にぽっくり逝いっちまって、いまでも息子むすこのことが心配で化けて出るとかー……あ、いやいや、これはよけいな話だったな」

　顔を合わせてまだ十分も経たっていないのに、小杉はかなりの喋しやべり好きらしい。流れに任せて尋も頷うなずいていたが、いまどき、幽ゆう霊れいが出るという子ども騙だましな話を本気で信じるはずがない。そんなものをいちいち信じていたら、なにかと物ぶつ騒そうなこの時代、夜道をひとりで歩くこともできやしない。

「俺、平気ですよ。そういうの、全然信じないほうだし」

「そっかー、なら安心できるわ。いやぁ、ホント助かったよ。日勤ならともかく、夜勤はなかなかいついてくれなくてさ。大河内くん、ひととおり段取りを教えてやっから、あとはひとりでやってくれな」

「ひとりって……えー？　俺、ひとりで夜勤するんですか？」

　今度は尋のほうが渋しぶい顔になってしまった。日勤の警備もそうだが、夜勤は複数の人員で交こう替たい制で行うのが当たり前だ。

　万が一、強盗にでも入られたら、とてもじゃないがひとりでは対応しきれない。それに、夜の八時から朝の五時まで、ひとりで一時間おきに見回りしろというのはあまりに無む謀ぼうだ。

「ひとりじゃ、ろくに休きゆう憩けいも取れないじゃないですか」

「だーかーらー、さっきも言っただろ。なかなか夜勤がいつかないって。大だい丈じよう夫ぶ、そのうち、もうひとりかふたり来るからさ、それまで辛しん抱ぼうしてくれよ。大河内くんが来るまでは、俺ともうひとりが交こう替たいでなんとか回してたんだけどよ、年かなー。むり、きかなくなってきてよ」

　そこで深いため息をつかれ、これみよがしに肩かたをとんとんと叩たたかれたら、「むりですって」という反論もうやむやになってしまう。

　口をへの字に曲げて黙だまり込んだ隙すきに、小杉はロッカーから制服をいくつか取り出してあてがってくる。

「ん、これで合うかな。上着はこっちで、あっ、シャツ、シャツも必要か、あとえーとベルトにズボンと社章と」

　このままじゃ、小杉の波に飲み込まれてしまう。

　なにか言わなければ──そんなことを考えている間に、警備員セットがそろってしまった。

「あっちの部屋で着き替がえてみ？　似合うからさ、絶対」

　まるで子ども相手にしているような小杉に、尋はわざとらしいため息をついて立ち上がった。

　こうなったら、しょうがない。今日のところはなんとかやってみて、だめそうだったらすぐに辞やめればいい。

　そう考えて、襖を開き、薄うす暗ぐらい和室でもそもそと着替え始めた。部屋の隅すみには布ふ団とんが敷しかれている。ここで、仮眠を取るのだろう。

　──俺ひとりじゃ寝ねる暇ひまもねえだろうけど。

　小杉が渡わたしてくれた警備員の制服は紺こん地じのしっかりしたつくりで、サイズもちょうどいい。帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって壁かべにかかった鏡をのぞき込むと、なかなかのものだ。

「ふぅん……結構、格好いいじゃん」

　たかが制服一着でころっと機き嫌げんを直すほどバカではないと思いたいが、シンプルなデザインの制服に、『吉葉』のちいさな金色の社章がよく似合っている。

　コンサート会場の警備をしたときは、自前のＴシャツとジーンズにスタッフパスをつけるというだけの簡単な格好だったから、本格的な制服でぴしりと決めるのもそう悪くない気分だ。

「どうっすかね」

　襖をからりと開けると、テレビに見入っていた小杉がぱっと振ふり向き、すかさずぱちぱちと両手を叩く。

「おっ、似合う似合う！　まるであつらえたみたいじゃねえか。最近の若者はいいねえ、足が長くてなんでも似合う」

　自分も自分なら、調子よくのってくる小杉も小杉だ。

　憎にくめないオヤジだよな、と尋は苦笑いし、もう一度自分の服に着替えた。いまはまだ三時を過ぎたところで、勤務は夜の八時からだ。

「メシとかどうすればいいんですか」

「メシは出前を取るか、前もってなんか準備しておいたほうがいいやな。一応、簡単な調理ができる器具はあるから。警備をひとりでやる以上、すまねえけど外食は控ひかえてくれ」

「……はあ」

「風ふ呂ろも完備、と言いたいところだが、シャワーだけなんだよ。ま、でも、泊とまり込みの仕事じゃねえから、帰るときに一ひと汗あせ流していければいいだろ？　布団も、週に一度はクリーニング業者が取り替かえてくれるし。俺が言うのもなんだけど、警備っつー仕事で、ここまでちゃんとした設備が整ってんのは、『吉葉』が初めてよ。あんた、ラッキーだよ。万が一を考えて、監かん視しカメラはそこかしこに仕し掛かけられてるし、ＩＤカードも厳重だしな。大手の警備会社と二十四時間繫つながってるし。ひとりでも十分やれるって」

「でも、社長がめっちゃ無ぶ愛あい想そうじゃないですか。俺、面接でいきなり社長に会うなんて初めてですよ」

「ああ、ありゃ驚おどろくよなー。俺も最初に貴志社長にお会いしたときは、緊きん張ちようで顔が強張っちまった」

　小杉も、貴志と面識があるらしい。思い出し笑いをしている。

「普ふ通つう、バイト面接って人事部のひとが出てくるもんじゃないですか。なのに、いきなり副社長の……弓彦さん、でしたっけ。彼が出てきて、そのあとすぐに貴志社長が出てきたんで、なにごとかと思いましたよ」

「ああやってひとりひとりの面接に立ち会うのは、貴志社長のお考えだそうだ。『吉葉』で働くことを希望する者は、部署、立場関係なく自分の目で確かめたい、ってさ。俺の面接のときに言ってたよ。偉えらいねえ。まだまだお若いってのに、しっかりなさってる」

「……つーか、スゲエ面めん倒どう」

　しみじみしている小杉に、ぼそりと呟つぶやいたが、テレビのニュースにうまくまぎれ込んで届かなかったらしい。

　尋が想像する社長というのは、会社の方向を見定めるため、誰よりも高い場所にいてさまざまなものを目にし、大きな事こと柄がらにジャッジを下すというものだ。

　だが、ここの社長は違ちがうようだ。徹てつ底ていした現場主義、とでも言えばいいのだろうか。副社長である弓彦を押しのけて、いちいち警備員の面接にまで顔を出すところは、逆に、現場を信用していないという可能性もある。

　──でもま、短期バイトの俺にはあんまり関係ねえし。

　無人となる夜間、ビルを警備するだけの仕事に、今後、社長がどうこうと関かかわってくることはまずないはずだ。

　畳たたんだ警備服を部屋の隅に置き、尋は膝ひざを払はらって立ち上がる。

「とりあえず俺、いったん家に戻もどって着替えてきますから。あと、いちお、テキトーにメシも食ってきますよ」

「リョーカイ。八時十分前に来てくれれば問題ナシ。あ、そうそう。ここのテレビ、ＤＶＤも観みられるようになってるから、休憩時間に映画でも観たらどうよ？」

　警備員らしくないのんきな言葉に、今度こそ尋は声をあげて笑ってしまった。たくさんのバイトを経験してきて、たくさんのひとと出会っても、仕事が終わればそれまでだった。

　小杉とは親子ほど年が離はなれていて、深夜勤務という重労働を堂々と押しつけてくるあたり、なかなかあなどれないが、けっして嫌きらいになれないタイプだ。










「これぐらいあれば足りるかな……」

　サンドイッチやおにぎり、飲みものを詰つめ込んだコンビニの袋ふくろをのぞき込みながら、その晩、尋は再度、赤坂の『吉葉』本社を訪ねた。

　とうに、一階店てん舗ぽのシャッターは下りている。前もって小杉に渡された鍵かぎを使い、ビルの正面玄げん関かんではなく、横手にある社員口の扉とびらを開けた。

　七時四十五分、二階から上のオフィスにはまだひとがいるらしく、灯あかりが点ついている。

　とりあえず荷物を置いて着替えるために、地下二階に下りた。

「おっ、お疲つかれさん。待ってたよ」

　昼間と同じく小杉が出で迎むかえてくれた。尋が制服に着替えるあいだに、彼のほうは私服に着替え、六畳じようのテーブルに置いた尋のコンビニ袋ぶくろを興味深そうにのぞいている。

「コンビニ弁当は楽だけどよ、そのうち飽あきるぞ。栄養も偏かたよるし。あー、炭酸ジュースはよくないな。歯がとける」

　年寄りらしい言葉にちいさく吹ふき出し、尋は脱ぬいだＴシャツとジーンズを簡単に畳んで部屋の隅に置く。

「出前を取るのだって同じようなもんじゃないですか。小杉さん、いつもどーしてんですか」

「俺？　俺は毎日、愛妻弁当で乗り切ってるよ～」

　聞かなきゃよかったと臍ほぞを嚙かんでも、もう遅おそい。小杉が使い古した鞄かばんの中から青のギンガムチェックのバンダナで包んだ弁当箱を取り出し、「これがさ、ウマイわけよ」と相好を崩くずす。

「うちの母ちゃん、顔は二番、身体からだは三番なんだけどよ。どういうわけか、料理がめちゃめちゃ上手なんだ。よかったら、今度、大河内くんにもおにぎりぐらいつくらせるよ」

「いいですよ、そんな。わざわざ手間かけるの、悪いし」

　丁てい寧ねいに辞退したにもかかわらず、「いいってことよ」と鷹おう揚ような態度で煙草たばこをふかす小杉はまったくひとの話を聞いていない。

「そんじゃ早さつ速そく、俺と社内一周するか」

「はい」

　貴志にずけずけと言われた屈くつ辱じよくはいまもって忘れられないが、初めての職場、初めての仕事に立ち向かうときは、いつも新しん鮮せんな楽しさを感じる。

　どんな仕事にもルールというものがあり、それをひとつひとつ学んでいくことが尋はけっして嫌いじゃなかった。

　短期バイトだから、という気楽さもあるが、さまざまな現場で、さまざまな仕事に取り組むひとたちと言葉を交かわすだけで、ほんの少し、自分の世界が広がるような気がするのだ。

　警棒と大型の懐かい中ちゆう電灯をうしろ手に歩き出す小杉を追って、尋もエレベーターへと向かった。

「まずは、フロントのチェック。店舗での売上金は終業後、すぐに五階の金庫にしまって、翌朝、銀行が取りに来るから、まとまった現金はここにはないが、やっぱり玄関はしっかりチェックしとかないとな」

　一階の店舗はガラス戸と頑がん丈じようなシャッターで守られており、外側にも、二十四時間態勢の監視カメラが取り付けられている。

　昼間は大勢の客でにぎわうフロアもすでに人ひと気けがなく、静まり返っている。シャッターがしっかり閉まっていることを外からと内からと両方確かく認にんし、内部にもひとがいないことを隅すみ々ずみまでチェックしてから、「異状ありません」と小杉に告げ、二階へと向かった。

「ここから上のひとたちが全部いなくなるのは、だいたい九時、十時ぐらいかな」

「結構早くないですか？　ほかの会社はもっと遅くまで残業してますよ」

「貴志社長が遅くまでの残業をダメって決めたんだ。『だらだら仕事するだけでは能率が上がらない』ってね」

「へー、……それでみんな、ちゃんと仕事を片付けられてるんですかね」

「らしいよ。残業手当はつくことはつくけど、それより、早朝勤務手当ってのが、ここはいいらしくてね。遅い時間まで残って延々仕事するぐらいなら、ちょっとばかり朝早く来て仕事したほうがいいってことだろ。朝の八時から始業なんだが、七時ぐらいに来てちゃかちゃかやってるひとも結構いるよ」

　おもしろ可お笑かしく言う小杉がフロアをチェックしているあいだにも、「お疲れさま」と頭を下げて社員たちが次々に帰っていく。

「お疲れさまです。気をつけて」

　年長の警備員の言葉に微笑ほほえみ、手を振ふる社員たちに、尋も形ばかりにお辞じ儀ぎをする。

　尋と目が合うと、たいていの社員は、「あ、新しい警備員さん？　頑がん張ばってね」と気さくに声をかけてくれた。

　これには、正直ちょっと驚いた。

　──歴史ある会社だし、社長もあんなんだから、社員のほうもガチガチに堅いひとばっかだと思ってたのに。

　どんな現場でも面倒な手合いはいるし、親切な者もいる。

　自分の場合、短期バイトでしかないから、トラブルを起こしそうな人物は素す早ばやく見み抜ぬいてそれとなく距きよ離りを置き、任された仕事を全まつとうするだけだ。

　そう思っていたが、小杉をはじめ、『吉葉』はいい意味で昔気質の会社のせいか、のんきなひとが多いのかもしれない。

　とりあえず、ひとづき合いの点で苦労することはなさそうだという考えが尋を気楽にさせた。

　──社長や副社長に会うのも、面接のときだけだろうし。

　二階、三階、四階と警備した最後は、社長室や大会議室のある五階だ。

「あー、貴志社長はまた遅くまで仕事かぁ。月に半分ぐらいは、午前様でお帰りになることが多いんだよ」

　五階の奥まった場所にあるのが、どうやら社長室のようだ。扉には目線の高さに横長の窓があり、室内の灯りが廊ろう下かにこぼれている。

「居残りすんなって社員に言っといて、社長みずから残業なんですか？」

「そりゃま、偉い方にはいろいろあるんだろうよ。あの若さで老舗しにせ料りよう亭ていの社長におなりになったんだから、仕事はやってもやっても終わらないんだろ」

　ひとのよすぎる小杉に、尋は「ふーん」と斜はすな感じで首を傾かしげた。

　昼間に見た厳しい顔を思い出し、いまさっき感じたばかりの気楽さが目減りした。

　四角四面な男が遅くまで残っているとなると、変に手て抜ぬきもできない。

　夜勤警備をひとりでやらなければいけないのだから、重要なところだけパッと見てサッと終わらせ、あとは警備員室で休きゆう憩けい、と思っていたのだが、うまくいくかどうか。

　夜間、誰だれもいないビルにひとりいるのもつまらないから、慣れてきた頃ころには女友だちのひとりやふたり引っ張り込み、適当にいちゃつこうという不ふ埒らちな考えも、このぶんではうまくいかない気がする。

　小杉が社長室の扉を叩たたく。一応、貴志に挨あい拶さつしておこうというのだろう。

「遅くまでお疲れさまです。今日も深夜までお仕事ですか」

「ああ、たぶん」

　ぶっきらぼうな声だ。小杉の肩かた越ごしに室内をのぞき込むと、正面のデスクでシャツの袖そでをまくり、書類をめくっている貴志としっかり目線が合ってしまった。仕事中のせいか、最初に顔を合わせたときよりも強こわ面もてになっている気がする。

「新人バイト、ぼんやりしてないでちゃんと働けよ」

　名前ではなく、新人バイト、と呼び捨てる声に尊大なものを感じて、あからさまに顔をしかめてしまう。昼間の怒いかりが再びぶり返してくる気がした。

「それ、俺のことですか」

「おまえ以外に誰がいるんだ。小杉はベテランだ」

「いやぁ、貴志社長にそう言われると照れますねぇ。でも、大河内くんも頑張ってくれると言ってますから」

「だといいがな。最近の若い奴やつは、口ではなんとでも言う。おまえが、そのタイプじゃないことを祈いのりたいもんだ」

　横暴にもほどがある。さすがに黙だまっていられず、尋は一歩踏ふみ出した。

「他ほかの奴らがどうか知りませんが、一いつ緒しよくたにしないでください。それと、俺の名前は『新人バイト』じゃなくて、お・お・こ・う・ち・ひ・ろ、です。履り歴れき書にもちゃんと書きました」

　貴志が、書類をめくる手をぴたりと止めた。それから、真っ向から弾はじくような視線を向けてくる。　>>>♥

「おっ、おいおいおいおい、大河内くん待て待て待て」

　慌あわてて小杉が袖を引っ張ってくるが、嫌いやなことは嫌だとはっきり言うのが尋の主義だ。

　雇こ用よう主にむかつく態度を取られても、ぺこぺこ頭を下げると思ったら大おお間ま違ちがいだ。

　尋も険のある視線をはずさなかった。あいだに挟はさまれたような格好の小杉は、視線をさまよわせ、どうなることかと息を吞のんでいる。

　だが、ここでは貴志のほうが一枚上手だったようだ。ふっと息を吐はきながら書類に目を戻もどし、さらりと言い放つ。

「おまえの言い分はわかった。とりあえず働け」

「かしこまりました。ほら、大河内くん、行くぞ、仕事仕事。それでは社長、お忙いそがしいところ大変お邪じや魔まいたしました。失礼いたします」

　小杉に急せき立てられ、仕方なく背中を向けた。とたんに鋭するどい視線が突つき刺ささってくるのを感じて、振り返りたい衝しよう動どうに駆かられるが、その前に小杉が、「よせって、もう」と袖を強く摑つかんで引っ張ってくる。

　──なんだって言うんだ。あんたが雇やとったんだろうが。

　暇ひま潰つぶしのバイトに早くも嫌気が差してきたが、せめて一週間ぐらい働き、ここでしか得られない楽しみを見み出いださないと、ほんとうに損をするだけだ。

「いやまったく、貴志社長に怖こわいこと言うなよ。俺、おしっこちびるかと思ったよ」

　小杉はまだ額に浮うき出ている汗あせを拭ぬぐっている。のんびりしたことを言っていたわりには、案外気がちいさい。

「あっちが悪いんじゃないですか。バイトをなんだと思ってんですか。金を入れりゃ動くロボットじゃねえっつうの」

「大河内くんも可愛かわいい顔に似合わず、短気だなー。ま、貴志社長がいけずなのはわかるけど、お偉えらい方なんだからよ。ちょっとぐらいヤなこと言われたからって、そうふてくされんなって」

　なにが、いけずだ。冗じよう談だんじゃない。

　ああいうタイプこそ、言っておくべきときにガツンと言っておかないと、あとあとまで引きずって厄やつ介かいになるのだ。

「……あーもー、幽ゆう霊れいが出るって話がホントだったら楽しいのに」

「なに言ってんだよ、怖いこと言うなよ」

「小杉さんが最初に言ったんじゃないですか」

「そうだけどさー、罰ばち当あたりなこと言うなよ。ホンモノが出たら、俺は真っ先に逃にげるからな」

　不ぶ躾しつけな言葉に小杉はぎょっとしているが、尋としては本音だ。

　金よりも、退たい屈くつしのぎがしたい。いまの自分にとって金と時間は腐くさるほどあって、退屈だけが頑がんと日常に座り込んでいるのだ。

　どうしようもないやりきれなさを消してくれるなら、幽霊でも宇宙人でもなんでも大だい歓かん迎げいだ。

　──ただし、あのクソうるさい社長は絶対に抜ぬきだ。あんな失礼な奴、初めてだ。

　眉み間けんに深い皺しわを刻む尋は警棒を振り回しながら、冷や汗を拭う小杉の小言を右から左へと流し、暗い廊下を足早に歩いていった。










　一時間おきの見回りも、三日続けてやったら、完全に慣れた。

　一時間おきに各フロアを巡じゆん回かいし、扉とびらや窓がちゃんと閉まっているか、電気の消し忘れはないかどうか確かく認にんする作業は単純すぎて、あくびが出る始末だ。

　紺こんの制服にも、コンビニ弁当にもさっさと飽あきた。

　となると、あとはもうどうやって時間を潰すかということだけが問題で、見回りを終えたあとはテレビをだらだら見たり、持ち込んだ漫まん画がに読みふけったりした。

　しかし、結局、どれにも飽きてしまった。

　よくよく考えてみれば、ひとりで過ごすというのにあまり慣れていない。いつも誰かがそばにいて、どうでもいいことを喋しやべって盛り上がるのが当たり前だったのだ。

　仕事とはいえ、午後八時から翌朝の午前五時までの九時間、ひとりっきりというのはどうにも気き詰づまりだ。

　日給にして二万円という破格の報ほう酬しゆうだとわかれば、すぐに交替要員が見つかると思ったが、そっちも思ったとおりにいかない。

　小杉の話だと、『日勤はわりとバイトも集まるんだけどさ。夜勤は大の男でも及および腰ごしになる奴が多いんだよ。ほら、最近、押し入り強ごう盗とうとか多いだろ』ということで、さしもの尋も怖おじけそうになったが、貴志社長と、とりあえず二か月は働くと約束してしまった。

　日給二万円も、即そく日じつ払ばらいというのではなく、一週間ごとの支し払はらいになっている。

　金にはまったく困っちゃいないが、あれだけ腹の立つことを言われてタダ働きさせられるのも、しゃくだ。

　なんとか、最低でも一か月は保もたせたいのだが、休憩時間となるとぼうっと深夜番組を見ているだけというのもアホすぎるし、うっかり寝ねこけてしまいそうだ。

　四日目は小杉が代わりに夜勤をしてくれるというので休み、大学の講義もそこそこにいつもつるんでいる数人の友だちと六本木から麻あざ布ぶのクラブをはしごして飲んだくれた。

　夜中の三時、最後に辿たどり着いたのは会員制のクラブだ。飲み代はもちろん尋が持つことになっているから、みんな遠えん慮りよなしにここぞとばかりバンバンと高い酒を頼たのみ、とびきりはやりの会員制クラブのシックな内装に感かん嘆たんしていた。

　一いつ介かいの学生じゃ、とても入れる場所ではない。客は若い者が多いが、たいてい、どこかのグラビアを飾かざる著名モデルだったり、芸能人だったり、若くして成功した実業家ばかりだ。

　そんななかで、ジーンズにシャツ姿の尋たち一行は少し浮いた存在だったが、尋のこなれた仕草と整った顔立ちに誰だれもが一いつ瞬しゆん目を留めた。

　ここは、以前バイトしていたモデル事務所のモデルから教えてもらった店だ。

　足あし下もとさえ見えない薄うす暗ぐらい空間に、天てん井じようからつり下がる薄うすい紗しやのかかった個室が設けられている。都心の一等地を贅ぜい沢たくに使ったレイアウトと、お忍しのび用の店として口コミで人気が広がっているらしい。

　尋自身、スカウトされたことは数知れず、事務所の受け付けをしていたときもよくモデルたちにからかわれたものだ。

『どうしてきみみたいな子が受け付けなんかやってるの？　モデルになれば間ま違ちがいなくイイ線いけるのに』

　だが、尋は笑うだけで、けっして『やってみたいです』とは言わなかった。いろんなバイトを渡わたり歩くのが趣しゆ味みでも、人目を気にしなければいけない仕事は面めん倒どうで嫌だ。

　自分の顔や身体からだが人目を引くのだとわかっていても、芸能界方面での仕事は他業種よりも人間関係が複雑で、とかく気を遣つかう。だったら、体力勝負のバイトに勤いそしんでいたほうがずっとましだ。

「尋、おまえ、ひとりで夜勤のバイトやってんだって？　怖くねえの？」

「べつに。慣れちゃえばなんでもない。幽霊が出るかもとか最初に脅おどされたけど、そんなことあるわけねえし」

「えー、でも、『吉葉』って昔っからの老舗しにせじゃん？　ああいうとこって、礼れい儀ぎにもうるさそうだしさ。上司の小言を気にして自殺した奴が結構いそうだけどなー」

「幽霊のひとりやふたりは軽く出てもおかしくねえだろ」

　仲間がよってたかって好き勝手なことを言っているのは、毎度のことだ。

「結構、お堅かたそうなイメージあるよな。社員とか、どんな感じだよ」

「思ったより普ふ通つう。俺もバイトに入るまでは頭ガチガチの奴やつばっかじゃねえかと思ったけど、わりとみんな、普通に接してくれる」

「なんだ。じゃあ、今回もスゲエうまいバイトにありつけたってわけかぁ。ウラヤマシー話。楽して儲もうけられて万々歳じゃん」

　友だちの声にそれとない妬ねたみを聞き取り、つい、「そうでもねえよ」とカクテルグラスをガンとテーブルに叩たたきつけた。

「社長がいちいちうるせえんだよ。いつも遅おそくまで仕事してるんだ。午前二時、三時まで居残ってるのもザラなんだぜ。いちばん腹が立つのは、俺を、『新人バイト』呼ばわりすることなんだよ」

「は？　それ、どーゆーこと」

「俺の名前をわざと呼ばねえってこと。俺を呼ぶとき、たいていのひとは『大河内くん』なんだけどさ、社長だけ、俺のこと『おい、そこの新人バイト』って言うんだぜ。俺はなんだっていうんだよ、モノ扱あつかいかよ」

　普ふ段だん、笑え顔がおの多い尋の尖とがった声に、仲間も困ったふうに顔を見合わせている。

「あそこの社長って、確かまだかなり若いよな。三十代前半だろ？　老舗料りよう亭ていの社長に三十代の奴が立つって、ちょっとした騒さわぎになったのを覚えてる」

「老舗って言っても、俺たちには縁えんのない世界だよなー。一食五万も六万も払はらえるかっつうの」

「それでも、この不ふ況きよう下で頑がん張ばって生き残ってる会社なんだから、社長に才覚があるんだろ」

　友人たちがそれぞれに取りなしてくれるが、おもしろくない気分は胸でくすぶったままだ。

　貴志に対する悪印象はなかなか拭ぬぐえず、それどころか日々、レベルアップしている気がする。

　最初にひとりで巡回したときのことを、いまでもよく覚えている。

　夜の十二時過ぎ、五階の社長室はまだ灯あかりが点ついていたので、ノックをして扉を開き、『巡回中です。お疲つかれさまです』と言ったところ、相手はノートパソコンからちらりと視線をあげ、しかめ面つらで眼鏡めがねをはずすなり言った。

『仕事をしていて疲れるのは当たり前だろうが』

　なんとも大人げない言葉に絶句し、怒おこるのも忘れたほどだ。

　翌日もまた、やっぱり貴志ひとりが遅くまで残っていた。

　前日の嫌いやみを忘れていない尋は、社長室からこぼれる灯りに『ちくしょう』と呟つぶやき、すうっと深呼吸して、扉を叩いた。

『巡回中です。異状はありませんか』

　お疲れさまです、などと誰が言ってやるものか。こいつは好きで居残り、仕事しているのだ。そんな奴に情けをかける必要はまったくない。

　すると貴志は手にしていた書類から目を離はなし、じつにつまらなそうな顔で呟いた。

『異状があったら、俺がここでこうして仕事していると思うか？　バカか、おまえは。見てわかることをいちいち聞くな。時間のムダだ』

　一を言えば百以上の嫌みを言う男に尋は耳まで真っ赤にし、バンッと扉を閉めていた。

　吉葉貴志というのは、社長としての才能があるのかもしれないが、人間としては完全に不出来だ。

　──よくまあ、あんな失礼な奴が歴史ある料亭を継つげたよな。

　このバイトを紹しよう介かいしてくれた女友だちに、『たいした味じゃないって』と言ったことも忘れて、尋は怒り狂くるっていた。

　同じ悔くやしさを分かち合うバイト仲間がいないというのも、またつらい。

　日勤の小杉やほかの警備員への貴志の態度は、「やや慇いん懃ぎん無礼ってぐらいかな」という程度で、とくに問題ないらしい。

　──俺に嫌みを言うことでストレス解消でもしてるっていうのかよ。

　冗じよう談だんのひとつも、お義理程度の挨あい拶さつも通じない貴志は、一週間も経たたないうちに不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵になっていた。

　辞やめようと思えば、いつでも辞められる。それこそ、明日にでも。だが、ここまで相あい性しようの合わない男というのも初めてで、尋も意地になっていた。

　ここでケツをまくって逃にげたら、男がすたる。自分にも、多種多様なバイトをこなしてきただけのプライドというものがあるのだ。

　──なにがなんでも二か月の試用期間を無事終えて、あのむかつく男から給料をぶんどってやる。

　そのためには、自分に課せられた仕事を淡たん々たんとこなすしかない。

　今日のストレスは明日に持ち越こさない、というのが尋の信条なので、この晩も徹てつ底ていして騒ぎ、空が白々と明け始めた頃ころ、「じゃーな」「またな」と眠ねむそうな友だちと別れて自宅のマンションに戻もどった。

　大学に入ったのを機に実家を離れ、自じ由ゆうが丘おかの広々としたマンションにひとり暮らししている。家賃は毎月、親が払い込んでくれている。

　生活費や遊ぶ金はバイトで十分まかなえたので、必要以上に金をねだることはなかった。

　シャワーで簡単に汗あせを流し、ひとりで使うには大きすぎるワイドダブルのベッドに寝ね転ころんだとき、──ああ、そういえば誰か女を連れてくればよかったか、と思い出した。

　尋自身、セックスはたいして好きではないけれど、いい暇ひま潰つぶしになるし、それなりに気持ちいい。ここしばらく、バイトのことばかり頭を占しめていたので、セックスで憂うさ晴ばらしすることが思い浮うかばなかった。

　たいていの場合、女に上に乗っかってもらい、いろいろと愛あい撫ぶしてもらうことが多く、自分ではなにもせず、ただ自動的に快感を得て射精しておしまい。

　自分でもわりと淡たん泊ぱくなほうだと認めるし、サービスもしないよなと思うが、寝たいという女が後を絶たないのはどうしてなのだろう。

　前にそんなことを男友だちにぽそりと漏もらしたら、即そく座ざに頭をはたかれたので、二度と口にしていない。

　昨日のクラブには、目の覚めるようないい女がゴロゴロいた。

　あの中からひとり釣つり上げて、持ち帰ってくればよかった。だが、やわらかい感かん触しよくや生なま温ぬるい体温を思うと、なんだか面倒だ、とおなじみの気分がつきまとう。

　一方的に奉ほう仕しされ、『気持ちいい？』と問われて、『うん』と答えなきゃいけないのが、いつも面倒くさかった。

　だったら、自分ひとりでやったほうがいい。だけど、浴びるほど酒を飲んだいまはもう、眠すぎてどうしようもない。

　起きたら、また『吉葉』での夜勤警備のバイトが待っている。

　──あそこに女を連れ込むのは難しいだろうけど、前に友だちにもらった無修正のポルノＤＶＤを持ち込んで、休きゆう憩けい時間に愉たのしむのってどうなんだろう。

　真ま面じ目めな顔で仕事に取り組む貴志が居残る会社の地下で、不ふ埒らちなことをするのかと考えたら、やけに興奮してきた。

　──地下二階でなにやってようと、五階にいる社長にはどうせわかんねえだろうし。ばれっこねえ。これ、結構いい案じゃん。いつもより燃えるかも。

　不ふ謹きん慎しん極きわまりない考えにほくそ笑み、大の字になった尋は、冷れい房ぼうがよく効いた室内で瞼まぶたを閉じた。










「んじゃ、今夜もひとりで大変だろうけど、頑張ってな」

「お疲れさまです。気をつけて」

　午後八時過ぎ、日勤を終えて、腰こしを叩きながら帰っていく小杉を見送ったあとは、いつもどおり、ひとりぼっちだ。

　一時間おきに巡じゆん回かいし、午前二時から三時半までの一時間半は完全な休憩時間となる。

　この時間、ビル外に出なければ仮か眠みんを取ってもいいし、食事をしてもいい。

　もしもの際は、非常ボタンをひとつ押せば二十四時間のセキュリティを保障する警備会社にすぐに連れん絡らくがいき、三分もしないうちに駆かけつけてくれる、と小杉が言っていた。

　監かん視しカメラが正確に作動し、扉とびらという扉に最新型の施せ錠じようを使っていてもなお、警備員をおくのはコストのむだでしかないという気がするが、最終的な確かく認にんを機械任せにせず、人間に頼たよるところが老舗しにせの会社たるゆえんかもしれない。

　午後九時からひととおり見回りし、どこもちゃんと施錠されていることを確認した尋は、五階の社長室にまだ灯りが点いていることに顔をしかめ、地下二階へと戻った。

　貴志には、午後九時の時点で一度挨拶している。

　そのとき、念のため、『お疲れさまです』と杓しやく子し定じよう規ぎな挨拶をしたところ、『ああ、ほんとうに疲れた』とむすっとした声が返ってきただけだ。

　彼の愛あい想そのなさはいまに始まったことじゃないが、一度ぐらいねぎらいの言葉をかけてくれたっていいじゃないかと思う。

「……お疲れさまって言われたら、『ああ、お疲れさま』って笑顔で返すのが日本人の常識だろうが！」

　この先もこういう扱あつかいを受けるのは間ま違ちがいない。だから、早いところ自分でも諦あきらめをつけ、「あいつはああいう奴やつだ」と思えばいいのだが、それがどうにもうまくいかないのは、やはり自分自身の経験値が足りないせいか。

　──それもそうだろうけど、毎回毎回、違う言葉で嫌みを言ってくるあいつのほうがもっと大人げない。

「くっそー」

　舌打ちを繰くり返しながら、警備員室へと入った。

　あんな嫌み剝むき出しな男のことなどさっさと忘れよう、そう思いながらコンビニで買ってきた弁当をかっ食くらったが、苛いら々いらした気分は収まらない。

　人類みな兄弟、と言えるほどおめでたい頭ではないが、貴志には笑え顔がおもお世辞も、なにひとつ通用しない。あんな性格で、よく社員と一ひと悶もん着ちやく起こさないものだ。ワンマン社長に逆らった者は即そつ刻こくクビにでもしているのだろうか。

　ふと気づくと、貴志のことばかり考えているのも嫌いやだ。

　次に会ったらなにを言われるのか、どんな難なん癖くせをつけられるのか、どこまで不ふ機き嫌げんそうなツラにつき合わなければいけないのか。いい加減、どこかで慣れろよとおのれにしょっちゅう言い聞かせているのだが、敵はこっちの予想よりも遥はるか斜ななめ方向から鋭するどい言葉を発してくるのだ。どう構えていても、防ぎようがない。

「……あー、俺もたいがいウゼー」

　貴志自身に文句を言えないのだったら、べつの方法で憂さ晴らしをするしかない。

　くさくさした気分を晴らすように頭かぶりを強く振ふり、デイパックの中から透とう明めいのＤＶＤ─ＲＯＭケースを取り出した。

　金色のディスクにはなにも書いていない。

　だが、中身がどんなものかばれれば、一発で警察に捕つかまるという「保証付き」の無修正ポルノだ。

　これをくれた友だちと数分だけ一いつ緒しよに見たが、野外プレイあり、激しい３Ｐプレイあり、乱交プレイもありという内容で、画質はもちろん、アングルもしっかりした超ちよう一級品で、この手の代しろ物ものは見慣れているはずの尋でさえも、思わず息を吞のんだほどだ。

『よくこんなスゲエの、手に入ったよな』

『裏ルートってのがあるんだよ、裏ルートってのが。尋にはいつもゴチになってるから、プレゼントするよ』

『ありがと』

　それでいま、その違い法ほうＤＶＤを、尋は期待に胸躍おどらせ、警備員室にあるＤＶＤプレーヤーにセットしているというわけだった。

　薄うす型がた液えき晶しようの画面がふっとブラックアウトしたかと思ったら、すぐに目にも鮮あざやかな肌はだ色いろが映った。

「うっわ、……やっぱスゲエ……」

　いまやインターネットを通じて、違法画像は星の数ほど見ることができるが、たいてい女優がぶさいくだったり、身体からだつきが崩くずれていたり、画質そのものが悪かったりで、いまいち乗り切れなかった。

　だが、これは違ちがう。

　どこかの酔すい狂きようがふんだんに金をかけて、凝こりに凝って撮とったものなのだろう。映画やＰＶのようにメニュー画面がこれにもあって、好みのタイトルを選べるようになっている。

　数本のショートストーリーが入っているらしく、上からずらりと並ぶタイトルを順番にチェックしているうちに、貴志への不満もなんとなく曖あい昧まいになっていく。

　タイトル横で目め隠かくしされた女優がモザイクなしでねちっこくフェラチオをしているのを見ると、しだいに気分も昂たかぶってくる。

　野外プレイあり、調教ものありとどれもおもしろそうだが、いちばんハードそうな三本目の『アソコでもお尻しりでも感じちゃう』というタイトルを選んでプレイボタンを押した。

　どこかの会社で隠かくし撮どりしたのか、結構綺き麗れいどころの女優が新人社員として残業で居残り、一緒に残業していたふたりの男にいろいろと仕事を教えてもらっているうちに、「気持ちいいことも教えてあげようか？」というストーリーになっているらしい。

　たいていのポルノビデオはいきなり脱ぬいで挿そう入にゆう、射精、終しゆう了りようというパターンだが、これはリアルなドラマのようにさまざまな会話の果てに、一枚一枚、女優から服が剝はがされていくというねっとりしたつくりだ。

　女優や男優も感情移入しているのか、上気した顔はかぎりなく本物っぽい。

　深夜のオフィスで淫みだらに女優の服を脱がす男優の巧たくみな手つきに、尋はこくっと息を吞んで、そろそろと制服のスラックスのジッパーの上から撫なで回してみた。痛いぐらいに張り詰つめた性器は、ジッパーを下ろしただけでぶるっと上向きに撥はね出る。

「……ッ……」

　そのうち、画面の中でもいやらしい挿入が始まった。ふたりの男のうちひとりはやさしい顔立ち、もうひとりは対極的に精せい悍かんな面おも差ざしで、眼鏡めがねをかけている。

　その男の横顔に、快感も忘れてぎくりと顔を強こわ張ばらせた。

　──なんか、コイツ、あの社長に似てる……。

　とっさにストップボタンを押し、静止画像を食い入るように見つめた。

　よくよく見れば、ＤＶＤの中の男と貴志の共通点は、体格がよくて眼鏡をかけているという点だけで、当たり前だが別人だ。

「そりゃそうだよな、あの堅かた物ぶつがこんなＤＶＤに出てるワケねーよな」

　ほっとため息を漏もらしてプレイボタンをもう一度押すと、貴志とどこか似ている男が蹂じゆう躙りんを再開する。

　ネクタイを乱れさせ、声を殺す男は慣れた手つきで女の尻を撫で回し、怒ど張ちようしたものでゆっくりとうしろから犯おかしていく。

『ここが気持ちいいんだろう？』

　抑よく制せいされた男の声に、ぐちゅっ、ちゅぷゅっ、と出し挿いれする音が高まっていく。

　自分と同じ男のモノを見てどうというわけではないが、アナルセックスを間近で見るとやはり衝しよう撃げき的だ。

　野性味を帯びた男の腰こし遣づかいは巧みで、大きな男根をぬくぬくと出し挿れしていた。

　ずちゅっ、と熟うれた肉を穿うがつ濡ぬれた音と荒あらい息遣いが混ざり合い、尋はいつの間にか夢中になっていた。

　オナニーしやすいようにスラックスをもう少しずり下げ、横ばいになった状態で濡れたしずくを垂らすペニスに指を絡からみ付けた。

　斜めに反り返る自分のそれを根元からゆっくりと扱しごくと、全身がざっと粟あわ立だつような快感がほとばしった。

「……は……っ」

　ここしばらく、女と寝ねてなかったせいもあって、すぐに達してしまいそうだ。

　そばにティッシュの箱を用意し、真っ赤に充じゆう血けつしたペニスの先せん端たんをねとねとと弄いじり、陰いん囊のうにも指を這はわせてみた。

　画面の中の男が逞たくましい喉のどをそらし、一層激しい腰遣いで女を責めている。

　もう一方の男がたわわな乳ち房ぶさを揉もみしだいていたが、尋の視線は、額に汗あせをうっすら滲にじませて、太い肉棒で最さい奥おうを犯す男に張りついていた。

　──やっぱ、どっかあいつと似てる……。

　快感の最さ中なかに思い出すのにはまこと不適切な相手で、自分としてもべつの方向へと考えをめぐらせたいのだが、身体が反応してしまっている。

　──今日だって、俺に嫌みを言ったばかりじゃねえか。

『ああ、ほんとうに疲つかれた』

　ぶっきらぼうな声が何度も頭に響ひびき渡わたる。大人げない言葉を吐はく男の声を憎にくらしく思うならともかく、画面の中の男があまりに卑ひ猥わいな腰こしつきで責め立てるものだから、意識が混こん濁だくしてしまう。

　──あいつみたいな仕事バカって、案外、セックスのときはめちゃくちゃエロい顔すんのかも。ああいう真ま面じ目めな奴やつほど、スゲエことするんだよな。

　その妄もう想そうで快感に弾はずみがついてしまった。

　いつ会ってもむっつりした顔で仕事に没ぼつ頭とうし、ろくすっぽ声をかけてくれない貴志のような男でも、セックスのときには日ひ頃ごろの無表情を脱ぎ捨て、こんなふうになにもかも食らい尽つくすような顔を見せるのだろうか。

「……あ……っ」

　だんだんと昇のぼりつめていく感覚のなか、画面の中の男と貴志が妙みようにシンクロしてしまい、興奮を煽あおる。

「あ、……、ぁ……っ」

　知らずと声が出てしまい、自分のそこを扱くスピードも速くなる。

　もうそろそろ、達してしまう。画面の中の男優になりきった気分で快感を得るのではなく、女優の喘あえぎと同じタイミングで喘いでいる自分に少し驚おどろいたが、たまにはこういうのもいいかもしれない。

　男優と貴志が快感で蕩とろける頭の中でごっちゃになってしまい、止めようにも止められない。

　同性にむりやり犯されたらどうなるんだろう、嫌いやだと必死に暴れても最後にはあんなふうに太く大きなものをうしろから挿れられたらどうなるんだろうと思い浮うかべたとき、頭の中を突つき抜ぬけるような強い快感が押し寄せてきた、と、思ったら、いきなりガシャリと扉とびらのノブが回る音が聞こえ、「──なにをやってるんだ？」という低い声が響き、一いつ瞬しゆんのうちにすべての回路が凍こおり付いたみたいだった。

　すぐそこまできていた絶頂感も忘れ、おそるおそる振ふり返ると、スーツ姿の貴志が傲ごう然ぜんとした態度で立っている。

「──な……」

　息を吞むしかなかった。

　仕立てのいいスラックスのポケットに片手を突っ込み、テレビ画面と間ま抜ぬけな格好をさらしている尋を交こう互ごに見て、貴志がため息をつく。

「休きゆう憩けい時間に自じ慰いしてたのか」

「……は……？」

　さらりと言われた言葉が理解できず、酸欠状態の尋は口をぱくぱくさせるだけだった。

　どうして、ここに貴志がいるのだろう。

　午前二時半過ぎ、彼がわざわざ地下二階の警備員室を訪ねてきたのは、今夜が初めてだ。

　──まだ仕事してるか、もうとっくに帰ったかと思ったのに。

　採用時に、『たまに様子を見に行く』と言っていたが、なぜ、こんなにも最悪のタイミングで踏ふみ込んでくるのか。

「自慰してたのか、と言ったんだ。最悪だな、おまえは」

「……な、……っなんで急に入ってくんだよ！　そっちこそ最悪だよバカ！　見んなよ！」

　制服のスラックスを急いでずり上げたが、まだ勃ぼつ起きが収まらないペニスがぎちぎちして痛い。それでも必死にＤＶＤを消そうとしたが、貴志のほうが早かった。

　さっとリモコンを取り上げ、メニュー画面に戻もどし、扇せん情じよう的なタイトルに、「ふん」と鼻を鳴らす。

「休憩時間になにをしていても構わないが、自慰していいとは言っていないが」

「……あんた、さっきから何度も何度も恥はずかしいこと言うなよ！」

　思わぬ場面に踏み込まれた恥ずかしさで頭に血が上り、相手が社長だということも忘れて怒ど鳴なり散らした。

　品のあるスーツを隆りゆうと着こなし、眼光鋭するどい男の口から「自慰」というはしたない言葉がためらいなく出てくることに、喉がからからに干ひ上あがっていく。

「こういうのが趣しゆ味みか？」

「……な、なにが……」

　格好悪いところをなんとか隠かくし、熱くなるばかりの顔をそむけた。

「『アソコでもお尻しりでも感じちゃう』というのが、おまえの好きな内容か」

「変なことばっか言うな！」

「ここに書いてあることを正直に言ったまでだろうが」

　メタルフレームの眼鏡がしっくりはまる冷然とした顔で、いやらしい言葉を堂々と言う男の気き迫はくに負けそうだが、断じて怯ひるむものか。

　だが、頭の片かた隅すみでは、ついさっきまでの、画面の中の男優と貴志を重ね合わせ、──強ごう引いんに抱だかれたらどうなるんだろうという淫みだらな妄想の切れ端はしがひらひら泳いでいる。

　行き場を見失った快感がじわり、じわりと理性を苛さいなんでいく。貴志が無言で見下ろしているせいだ。

「……用、ないなら出てけよ。俺は休憩中なんだよ」

　すると貴志は左眉まゆをつりあげ、皮肉っぽく笑う。

「俺が出ていったら、自慰の続きでもするのか？」

「しねえよ！」

「じゃ、どうするんだ」

「どうするって……」

　そこで初めて、貴志が靴くつを脱ぬいで畳たたみに上がり、間近に迫せまっていたことに気づいた。

　黒い影かげがかぶさり、自分ともあろう者が、怯おびえとも、とまどいともつかない感情に振り回され、指一本動かせない。

「見せろ」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、貴志のはっきりした声に、「……え？」と目を丸くした。

　貴志がにやりと笑う。

「俺の前で自慰をしてみせろ。途と中ちゆうだったんだろう？　邪じや魔まして悪かった。いますぐ続きをやってくれ」

「な……、なに、言って……」

　できるわけがない、と言おうとしたが、ＤＶＤが再生され、またもせつなげな喘ぎや荒あら々あらしい吐と息いきが漏もれ出す。

「できるわけ、……ねえ、だろ！」

　やっとのことで言い返したが、貴志は余よ裕ゆうたっぷりに笑い、「──それじゃ」と素す早ばやく背後に回り込んで尋の両手、両足を押さえ込む。

「俺が手伝ってやったら、やれるか？」

「んなわけねえだろ！　バカなことばっか言ってんじゃ……っ、ぁ、……っ！」

　語ご尾びが高く掠かすれたのは、昂たかぶりが鎮しずまらないジッパーの縫ぬい目を貴志がなぞってきたせいだ。

　その指先にぎょっとして肩かた越ごしに振り返ったが、大人の男は不敵に笑っているだけで、鍛きたえ抜いた身体からだで尋の抵てい抗こうを易やす々やすと封ふうじ込めてしまう。

「……あっ……」

「なるほどな、そういう声を出すのか。ああ、下着に染しみができてる。我が慢まんしてたのか」

　慌あわてて着直した警備服や下着をむりやり脱がされ、半はん端ぱな形で性器だけ露ろ出しゆつさせられて、いたぶられた。

　貴志の長い指が自分のそこに絡からみ付くのを見ただけで、背中がたわむほどの鋭い快感が走り抜ける。自分でしていたときとは、まったく比べものにならない。

「いやだ、やめろって……！」

　先走りでぬるぬるするペニスを撫なで回す指が、悪い夢のようだ。

「……あんた……っ、こういうの、慣れて、んのかよ……っ」

　むりやり感じさせられていることを認めたくなくて貴志を睨にらんだが、「いや、べつに」と意外な答えが返ってきた。

「男はおまえが初めてだ。そういうおまえはどうなんだ。アナルセックスのＤＶＤが好みということは、男が好きなのか」

「ちがう……っ、これは、……単に、興味、あった、だけで……」

「興味があっただけで、ここをこんなに硬かたくするのか？」

「変態かよ、あんた……！」

「変態？　それはまたずいぶんな言いようだな。いやらしい汁しるをこぼしてよがりまくってるおまえのほうがよほど変だと思うが」

　凄すご味みのある囁ささやき声に脳のう髄ずいまで犯おかされそうで、狂くるったように暴れたが、そうすればするほどがっしりと背中から摑つかみかかられてしまい、ついでに制服の上着のボタンをふたつ、みっつとはずされた。

「あ……っ！」

　ワイシャツの上から軽く引っかかれただけなのに、胸の尖とがりがずくんと疼うずく。

「こんなところも感じるのか。おまえ自身、ＤＶＤに出られる素質があるんじゃないのか？」

　くくっと笑う声が憎にくくてたまらない。せめて唾つばでも引っかけてやろうと振り向くやいなや、顎あごを捕とらえられて、威い力りよくのあるまなざしに撃うち抜かれる。

　ＤＶＤの男よりもっと凶きよう暴ぼうな視線に、──ヤバイ、ほんとうにこの男はヤバすぎると怯えたところで、すでに遅おそい。

　そのあいだも、ペニスをねっとりと扱しごかれ、陰いん囊のうもやわやわと揉もみ込まれた。

「……ッん……く……っ」

　どう歯を食いしばっても声が抑おさえられないことに、涙なみだが滲にじみそうだ。

「……案外、いい顔をする」

　冷ややかに笑うくちびるがぶつかり、目を瞠みはった隙すきにぬるりとした肉厚の舌がもぐり込んできた。

「んっ……ん、っぅ……」

　ぬるぬるした舌から逃のがれようとしてもむりで、たっぷりとした唾だ液えきを交かわし、きつく吸われると、身体中の力が抜ぬけていく。

　口を開けば棘とげのあることしか言わない男にあろうことか愛あい撫ぶされ、しかもキスまでしているという驚きよう愕がくの事実が尋の理性を踏みしだき、快感ばかりが研とぎ澄すまされていく。

　こんな強引なキスは知らない。いままでに、一度もしたことがない。

　尋にも応こたえるようにと、貴志は無言で急せき立ててくる。口内をいいように這はい回る舌に惑まどわされ、無意識におずおずと舌を搦からめると、いきなり荒あらっぽく擦こすり合わせられ、あふれるほどの唾液が伝わってきた。ペニスをいたぶる手つきも、しだいに悪あく辣らつになっていく。　>>>♥

　スーツの生き地じが擦すれる音がする。

　逞たくましい胸に抱きかかえられ、貴志の愛撫で急激に追い詰つめられていった。

　自分ばかり感じてしまうのがどうしようもなく悔くやしい。相手はこの状じよう況きようを愉たのしみ、尋の悶もだえる顔に冷たく笑っているだけだ。

「ん──……っ！」

　先せん端たんのくぼみから次々にあふれるしずくをせき止めるように指先がくりくりと食い込み、痛みにも近い引きつれに尋が身体をよじると、今度は信じられないほどやさしく擦りあげてくる。

　もう、達することしか頭にない。潤うるむ視界に、笑う男が映る。

「まさか、俺がこんなことをするとは思っていなかったって顔だな。俺だってそうだ。おまえがここまで感じやすい身体だとは思わなかった」

「……ッちがう、って……、ッも、……やめろよ……！」

　頭を振ふって懸けん命めいに否定したが、露ろ骨こつな指ゆび遣づかいに腰こしが揺ゆれてしまう。

　相手は男なのに。まだ、一度もまともに名前を呼んでくれない男にむりやり愛撫されて、舌を吸われて感じるわけがないと思いたいのに、身体は尋のこころを見事に裏切り、従順な反応を示してしまう。

　──あんたのせいだ。あんたが踏ふみ込んでこなかったら、俺ひとりでこっそりイけたのに。

　尋の痴ち態たいを執しつ拗ように追う視線に、一歩間ま違ちがうとどうしようもなく乱れてしまいそうだ。

　だが、最後の最後まで絶対に屈くつしてやるものか。

　言葉にならない意地を胸に刻んだが、舌を淫いん猥わいにくねらせ、搦め合い、暴発しそうな快感を抱かかえている状態ではどうにもならない。

「……ん……っ、あぁ……っイ、く……っ！」

　身体をふたつ折りにして、尋は声を振り絞しぼった。それと一いつ緒しよに、性器の根元を握にぎる強さが増し、びゅるっと精液がひと息にあふれ出す。

　慌てて先端を自分の手でふさぐことで、勢い、貴志の手も摑んでしまい、ほんとうに自じ慰いを手伝ってもらった気になってくる。

　力の入らない身体を横たえ、ひくん、としなる亀き頭とうから熱い精液がとろとろこぼれ続けて畳を汚よごす前に、貴志がティッシュを何枚か抜き取って摑ませてきた。

　それからふいに、ジャケットの内ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出し、カシャリとちいさな音を響ひびかせる。

「おまえの乱れた顔を撮とった」

　達したばかりの意識ではまともな反論も浮うかばず、眼鏡めがねをかけ直す男を睨み据すえるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「なにか文句を言いたそうだな」

「あんた……」

　どういうつもりでこんなことをしたのかと問いたかったが、それを遮さえぎって貴志はジャケットの襟えりを正し、なんでもなかった顔で背を向け、靴を履はいて出ていこうとする。

「待てよ！」

　まだまともに整わない制服の襟元を右手で押さえ、思わず引き留めた。

「そんな写真撮ってどうすんだよ！　いますぐ消せよ！」

　やっとのことで怒ど鳴なると、貴志はちらっと笑い、肩かたをすくめる。

「これは、今後おまえを自由に操あやつるいい材料になる。だから、消さない。俺の言うことを聞かなければ、即そく座ざにこの写真をばらまく。大学にも送ってやる。おまえの実家にも送ってやる。どうだ？」

「……ッな……！」

　横顔で冷たく笑う男に、絶句してしまった。暗に──いいや、はっきりと脅おどされていると知り、頭の中まで熱くなってくる。

　これが、由ゆい緒しよ正ただしい『吉葉』を背負って立つ男の本ほん性しようかと思うと、頭がくらくらしてきた。

　──勤務中にやらしいＤＶＤを観みてた罰ばつとして、いっそ俺をクビにすりゃいいのに。なんで、たかがバイトの俺を脅すんだ？

　携帯電話を軽く揺らし、貴志が薄うす笑わらいを浮かべる。

「俺は仕事で忙いそがしい。まあ、言うなれば、これはお楽しみのひとつだ。おまえみたいなバカを弄いじるのも気分転てん換かんのひとつぐらいにはなるだろう」

　真っ向から「バカ」とはっきり言われて真っ青になるしかない尋に、貴志は独特の艶つやのある声できっぱりと言い切った。

「休きゆう憩けい時間に淫みだらな行こう為いをしていた罰として、今日の日給はナシだ。今後はちゃんと働け。またこんなことをしたら、即そつ刻こくさっきの写真をばらまくぞ」

　それだけ言って、貴志はさっさと出ていってしまった。

　あり得ない。まったくもってあり得ない。

　世にも最悪の展開だ。

「……くそったれ！」

　バタンと閉じた扉とびらに、耳の先まで真っ赤になった尋は空っぽのＤＶＤケースを思いきりぶん投げた。










　最低最悪の気分で夜勤を終え、交こう替たいでやってきた小杉に、「どうしたんだよー」とむくれ顔を指し摘てきされた。

「大河内くん、なんだよ、めちゃくちゃ怖こわい顔してるよー。オバケにでも遭あったのか？」

「そっちのほうがまだマシッスよ」

　ぶっきらぼうに言い、夜間ずっと預かっていた鍵かぎを小杉に渡わたして、尋は「お疲つかれさま」と足早にビルを出た。

　七月の朝はまぶしく、気温も上がっている。朝六時、ぞろぞろと出勤するひとたちの流れに逆らい、尋は黙もく々もくと地面を蹴けりつけるようにして歩いた。

　とにかく、一刻も早くマンションに帰りたい。

　そして、あの男の痕こん跡せきを綺き麗れいさっぱり洗い流し、強いウォッカを立て続けに三杯ばい飲み干してベッドにもぐれば、すべて忘れられるはずだ。

「……ちくしょう……」

　地下鉄に乗っているあいだ、暗い窓ガラスに映る自分の顔にまだどこか快感の名残なごりがあるようで、ゴツンと頭ごとぶつけたくなってくる。

　よもや、貴志にあんなことをされるとは思っていなかった。

　それまでずっと、『新人バイト』呼ばわりされてきたせいか、自分のことなど目の端はしにも入れていないのだろうと思っていたのだ。

　大勢いるうちの、たったひとり。

　そういう存在としてどうでもいい扱あつかいを受け、むきになって怒おこっていたが、ほんとうに怒らなければいけない場面で、こともあろうによがりまくり、しまいには写真まで撮られて、脅される始末だ。

　──なんで、あんなことになったんだよ……。いっそ、クビにしてくれりゃいいのに。

　年上の男にいかされた屈くつ辱じよくは、そう簡単に消えない。

　今後、どうすればいいのか。

「こっちから辞やめるって言っても……」

　たぶん、貴志は間違いなくあの写真をばらまくと言うだろう。

　勤務先で淫らな行為をしていたら、当然の罰を負うべきだ。

　だが、辞めたくとも辞められないのは、いかがわしい時間に『吉葉』のトップである貴志本人が関かかわっているという事実があるせいだ。しかも、それを裏付ける写真には、自分しか写っていないというのも、また腹が立つ。

　これから先がどうなるにせよ、しばらくは『吉葉』での夜勤勤務を続けなければいけないのかもしれない。

　ため息をつきながら力ない足取りでマンションに戻もどり、熱いシャワーを浴びて腰が抜ぬけるほど飲みまくるかと考えたが、結局おとなしく寝ねることにした。

　こういうときにやけ酒をすると、よけいに痛手を負う気がする。

　缶かんビールを一本だけ飲み、次に目を覚ましたのは午後三時過ぎだ。今日は、青山で大学の友だちに会うことになっている。

　数時間寝ただけでも体力が回復するのは若さのたまものだと胸を張りたいが、起き抜けのシャワーを浴びていると、どうしても気がそぞろになってしまう。

　昨日の今日だ。まだ、身体からだのあちこちに貴志の指の感かん触しよくが残っている気がして、躍やつ起きになってタオルでごしごしと擦こすった。

　手早く身み支じ度たくを調え、マンションの外に一歩出るとうだるような暑さが広がっている。

　いちいち最も寄よりの駅まで歩く気力が消え失うせ、ちょうど通りかかったタクシーに手を挙げ、友だちが待っている青山の喫きつ茶さ店てん前まで走ってもらった。

　こういう贅ぜい沢たくも、尋にとっては日常茶さ飯はん事じだ。

　暑くても寒くても、すぐさまタクシーに手を挙げる尋の頭を、以前、女友だちが、『尋ちゃん、ゼータクすぎ』と不ふ機き嫌げんそうにはたいてきたことがある。

　そう言われてもしょうがない、というのが尋の本音だ。

　恵めぐまれた家庭に生まれ育ち、金で他人のツラをひっぱたく真ま似ねまではしないが、金で片付くことなら進んで金を払はらう、という考えだ。

「よう、尋。どした、不機嫌そうな顔してんなぁ」

　待ち合わせ場所のオープンカフェで、大学の友だちである岸きし田だが笑いながら手を振ふっている。

　ざっくばらんとした性格の岸田は両親が貿易会社を経営しているおかげで、幼い頃ころからアメリカ、イギリス、フランスなど世界各国を渡り歩いてきた裕ゆう福ふくな帰国子女だ。

　爽さわやかな緑のシャツを身につけた岸田の隣となりに乱暴に腰こしを下ろし、駆かけつけたウエイターに「アイスティ、ストレートで」と言い捨てた。

　大通りから一本はずれたカフェは見つけにくい場所にあるせいか、落ち着いた雰ふん囲い気きで、客の年ねん齢れい層もわりと高めだ。

　最近オープンしたばかりだが、味のよさ、接客のよさが口コミで広がり、少しずつ人気を集めているとなにかの雑誌で読んだことがある。

　陽ひ射ざしを遮さえぎるキャンバス地の青いパラソルと木目のテーブルは都心のちいさなオアシスのようで、オープンテーブルなら煙草たばこが自由に吸える点もいい。

「なんだよ、超ちようご機嫌ナナメじゃん。あのＤＶＤ、よくなかったか？」

　違い法ほうモノのＤＶＤをくれた岸田を斜はすに睨にらみ、「サイッテーのサイアク」とぼそりと答えながら煙草に火を点つけた。

「えー、ここ最近じゃいちばんの自じ慢まんのブツだぜ。どのへんが最悪だったんだよ。今後のためにもちゃんと聞かせろ」

　親から受け継ついだ輸入魂だましいをおかしなほうに向けている岸田に、むっとした顔を見せた。

　ドラッグのような本気で危ないものに手を出すわけではないけれど、世界中を移り住んできた岸田は、日本では御ご法はつ度ともののポルノＤＶＤを極ごく秘ひに入手できるルートを持っているらしい。

「全部、最悪」

「全部って、……まったく参考にならん意見だな。どの内容にもそそられなかったか？」

　ひとのよい顔で頭をかいている岸田をよそに、濁にごりのないアイスティをズーと音を立ててすすり込み、──参考にされてたまるか、とひとり胸の裡うちでごちる。

　薫かおり高いアールグレイのアイスティは、ガムシロを入れなくてもほのかな甘みがある。

　そんじょそこらの喫茶店ではまずお目にかかれないほどのおいしさだが、いま、尋の頭を占しめているのはべつのことだ。

　アイスティと一いつ緒しよに出された抹まつ茶ちやのちいさなロールケーキを、しかめ面つらで頰ほお張ばった。

　確かに、そそられた一いつ瞬しゆんはあった。

　あったが、結果はとても口には出せない恐おそろしいものになってしまった。

「……くそ！」

　今日の浅い眠ねむりにも、何度もあの冷ややかな笑えみが浮うかんでは消えた。

　抜き打ち検査をするなら、いままでいくらでも機会があったのに、どうしてああも間の悪いところに踏ふみ込まれてしまったのだろう。

　だいたい、警備員室でポルノＤＶＤを見ようと思い立った自分が悪いのだが、社長である貴志に見つかるという最悪の展開を迎むかえた先に、彼の手でいかされ、痴ち態たいを携けい帯たいカメラで撮とられて脅おどされるという、文句のつけようがない凶きよう悪あくな結末が待っているとは、ほんとうに一ミリグラムたりとも想像していなかったのだ。

「……あの写真……」

「ん？　写真がどうしたって？」

　知らずと呟つぶやいていた尋に、岸田が首を傾かしげている。

　携帯カメラに収められた恥はずかしい写真を、どうしたら消してもらえるのだろう。

　殊しゆ勝しような態度で、真しん摯しに、いっそ土下座でもしてこころから謝れば、いかに鬼おにのような貴志でも許してくれるのではないだろうか。

　──ダメな気がする。そんなことであっさり許してくれる人物なら、そもそもあんな変態なことはしてこなかったはずだ。

　男同士でやると、女を抱だくときよりも何倍もの快感が得られると、したり顔の友だちが言っていたことがあったっけ。その友だちは両りよう刀とう遣づかいで、身体の相あい性しようさえよければ、男でも女でもいけると豪ごう語ごしていた。

　自分自身、遊び慣れているほうだとは思うが、やはり、男は女と寝るもので、同性同士での性せい行こう為いは異質で縁えん遠どおいものに感じていた。

　だが、それも昨日までの話だ。

　男に触ふれられて感じるものかと懸けん命めいに否定し、「変態！」とまで罵ののしったが、すべて徒労に終わり、日給二万円もパーになってしまった。

　いや、この際、金はどうでもいい。

　突つき詰つめて考えなければいけないのは、あの写真のゆくえと、今後も警備員として勤めなければいけないのかどうかという点だ。

「なぁ、尋、どうしたんだよー、機嫌直せよ。今度はもっとおまえ好みのＤＶＤ、探してくるからさ」

　まるで見当違ちがいなことを言っている岸田に、「違うんだよ」と言いかけた矢先だった。

　華はなやかなクラクションに驚おどろいて顔をあげると、カフェの少し手前に、メタルブラックの車がぎらりとした陽射しをまとって停とまっていた。

「……スッゲー、どこの金持ちだよ、アレ。あのジャガー、確か世界で五十台しかつくられてねえっていうプレミア中のプレミア・カーだぜ……って、おい！　尋、どうしたんだよ！」

「わりィ、金、あとで払うから！」

　デイパックを摑つかんで走り出した。気温三十度を超こえる暑さだというのに、背中を流れるのは間違いなく冷や汗あせだ。

　右側の運転席からサングラスをかけた男が顔をのぞかせ、もう一度短くクラクションを鳴らす。その音に、カフェにいた客全員が視線を向けてくるのを、尋は背中で感じ取っていた。

「なんだよ、どうして俺がここにいるってわかったんだよ！」

　窓にしがみついてわめくと、するっとサングラスをずらした貴志が目の端はしで笑う。

　どうして貴志がここにいるのだろう──そんなふうに、昨晩も考えたものだ。いつもいつもこう脅かされたのでは、いくらなんでも心臓が保もたない。

「乗れ。往来で騒さわぎを起こすのは俺の趣しゆ味みじゃない」

「俺だってそうだよ！」

「なら、早く乗れ。同じことを何度も言わせるな」

　黒のサングラスをかけ直した貴志に、尋は手のひらに浮かぶ汗をジーンズに何度も擦こすりつけ、臍ほぞを嚙かむ思いで左側の席のドアを開いた。

　フロントガラス越ごしに、岸田の茫ぼう然ぜんとした顔が見える。仕方なしに片手をひらひら振ると、岸田も惚ほうけたように手を振り返していた。

　ギュッとタイヤが鳴り、細い路地を器用にくねり抜ぬけるジャガーの助手席で、尋はドアにぴたりと身体からだを寄せていた。

　警けい戒かい心剝むき出しの姿が可お笑かしかったのだろう。

　貴志が低く笑い、「怯おびえるな」と言う。

「取って食うわけじゃない」

「……口ではなんとでも言えるよな。どうして、俺があの店にいたのがわかったんだよ。もしかして、俺の跡をつけ回してんのか？」

「そんな暇ひま人じんに見えるか？　この俺が？」

　呆あきれた声の貴志を横目で見た。社長という忙いそがしい立場上、たかが一バイトの跡をつけて回る余よ裕ゆうなんてこれっぽっちもないはずだ。

　いつも隙すきのない着こなしをする貴志だが、今日もクールな印象を際きわだたせる紺こん地じのスーツを身につけている。

　よく目をこらすと、薄うすいグレイのピンストライプが入っていて、男っぽい色気のある貴志の存在感を強めていた。

　希少価値の高いメタルブラックのジャガーにブラックサングラス、ピンストライプスーツときたら、相当危ない世界に属した人間としか思えないが、実体は、誰だれもが名前ぐらいは知っている高級懐かい石せき『吉葉』の社長。

「ひとは見かけによらない」という昔ながらの言葉を、尋は脱だつ力りよく感とともに味わっていた。

「昨晩、おまえの身体に、兵器用として開発されたばかりの追つい跡せきパッチをつけた。いまはまだ極秘ルートでしか手に入らないものだ。ごく薄いシール状のものだからわからなかっただろう。そのパッチさえあれば、二十四時間、おまえがどこにいるか通信衛星を使って調べることができる」

「マジかよ……、んなの、どこにつけたんだよ！」

　慌あわてて、シートベルトをはずしてまでも身体のあちこちを探さぐる尋に、貴志がくっと肩かたを揺ゆらして笑い出した。

「バカだな、おまえはほんとうに。いまのはほんの冗じよう談だんだ。子どもだって騙だまされないぞ」

　楽しげな笑い声に啞あ然ぜんとし、ますます力が抜けた。

　子どもだって騙されないという冗談に、まんまと引っかかった自分は本気で最悪のバカだ。

「あのカフェは、一か月前に俺がオープンさせたんだ。今日はたまたま視察に来ただけで、ちょうどそこにおまえがいたというわけだ」

「なんだ、……それなら、最初からそう言えよ……」

　怒ど鳴なる気力も体力も失うせ、尋はぐったりとドアにもたれた。

「おまえをからかうのは、いい暇ひま潰つぶしになる」

「あー、そーですか」

　投げやりな言葉にちらりと歯を見せて笑う男は、昨晩の不ふ埒らちな熱を思い出させることなく、ただほんとうにおもしろがっているだけのようだ。

　──普ふ通つうにしてりゃ、いい男なのに。

　ふっと浮かんだ考えに自分自身が少し驚いてしまうが、あながち噓うそでもない。

　黙だまっていればいい男だ、吉葉貴志というのは。三十四歳の若さで歴史ある企き業ぎようのトップに立ち、見み映ばえもいい。外をひとりで歩かせれば、大勢の人目を惹ひきつけることは間違いない。

　──そういう奴やつが、どうして俺にあんなことをしたんだ？

　彼の言うとおり、忙しい毎日を忘れるため、ストレス発散のためのひとつなのか。

　そう思うと、よけいに気分がささくれてしまう。この自分が誰かの手玉に取られるなど、かつて一度もなかったのに。

　図ずう々ずうしい態度を取ってやれ、と囁ささやく本能に身を任せ、革張りのシートにだらしなく寝ねそべり、断りもせずに煙草たばこをくわえた。

「で？　俺を拉ら致ちってどこに行くんですか」

「そうだな、……どこか行くか。腹は減ってるか」

「フツー」

「それじゃ、イタリアンに行こう。いい店がある」

　勝手に決めて勝手にハンドルを切る男に、「いいんですか」と聞いた。

「社長なのに、こんな時間、外をほっつき歩いてていいんですか？」

「市場調査だ」

「へー」

「さっきのカフェはどうだった？　旨うまかったか。店員の接客態度はちゃんとしていたか？」

「……よかった、と思うけど。アイスティもうまかったし……」

　スゲエまずくて店員の態度も最悪だ、と言ってもよかったのに、つい素す直なおに答えてしまったのは、サングラスをはずした貴志が、思いのほか真ま面じ目めな表情をしていたせいかもしれない。

「なら、よかった。店がうまくいくかどうか、最初の一か月がとくに大事なんだ」

「一か月って……ずいぶん見切りが早くないですか？」

「いまの客は飽あきっぽいから、それぐらいが限界だ。それに、カフェは最近じゃ素人しろうとでも手を出すような事業だろう。最初からクオリティの高いもので抜きんでないと、とても生き残れない。おまえだって、一度ダメな味の店にあたったら、二度といかないだろう？　ほかの店を探すだろう？」

「まあ、そうかも……」

　淡たん々たんと喋しやべる男に頷うなずきつつ、少し不思議を感じていた。

『吉葉』という格式高い料りよう亭ていを動かすだけでも大変だろうし、十分潤うるおっているはずだ。なのに、さっきの洒落しやれたカフェをこの堅かた物ぶつがつくったと聞いて、二度びっくりだ。

　古きよき歴史をいまに残す『吉葉』とはまるでイメージの異なる店づくりを思い出し、よほど店てん舗ぽ経営が好きなのかとそれとなく聞いてみると、「まあな」と返ってきた。

「でも、『吉葉』だけでも十分儲もうかるんじゃないですか。俺も、両親に何度か連れてきてもらったことあるけど、かなりの値段じゃないですか。べつに、新しい店を興おこさなくてもいいのに」

「確かに、『吉葉』は長年、お客様に愛されてきた店だ。おまえが言ったようにひとり分の代金は相当のものだ。値段を下げると、いい材料が使えない。長く勤めてくれている板前たちにも、『他店より高いお金を払はらって食べていただいている』という自負があるんだ。だが、歴史ばかりに頼たよっていたら、いずれかならず新しん鮮せんな感覚を失う日が来て、お客様たちも離はなれていく。そうならないためにも、つねに新しいチャンスは見み逃のがしたくない」

　ブレーキをかける貴志の横顔を盗ぬすみ見て、「ふーん……」とできるだけつまらなそうに答えたが、胸の裡うちでは、──結構まともなこと言うじゃん、と考えていた。

　警備員として会っているときは嫌いやみしか言われないし、昨日のこともあって、またろくでもない展開になるかと懸け念ねんしていたのだが、意外にも真っ当な会話が成立している。

　ふたりきりの密室という車内でも貴志が手を出してくることはなく、麻あざ布ぶのはずれにある古びた洋館に到とう着ちやくする頃ころには、尋もごく普通の調子で喋っていた。

「こんなところで、イタリアン食べさせてくれるんですか？」

「ああ。ひとづてに聞いて俺も二、三回来たが、いまの東京でいちばんうまいイタリアンだ」

　瀟しよう洒しやな洋館の扉とびらを開けると、ふわりとオリーブオイルのいい香かおりが漂ただよう。

「吉葉様、よくいらしてくださいました。お席はいつもの窓まど際ぎわでよろしいでしょうか」

「頼たのむ」

　清潔な白いシャツに黒のエプロンを巻き付けたウエイターが、気さくな笑え顔がおで尋たちを窓際のテーブルへと案内してくれた。

「へえ、……中庭なんかあるんだ」

「外から見ただけじゃわからない造りがおもしろいだろう」

　貴志の言うとおり、長細くくり抜かれた窓の外には、緑豊かな中庭が広がっていた。

　大木が心ここ地ちよい日ひ陰かげをつくり、涼すずしい風が吹ふき抜けていく。可愛かわいらしい黄色や白の花が点々と散らばっているのを目にして、知らずと尋は微笑ほほえんでいた。

　ビルとアスファルトと車しかないと思っていた東京のど真ん中でも、探せば素そ朴ぼくな自然が残っているのだ。

「なんつーか、エコを気取るわけじゃないですけど、こういう景色を見ると……ちょっとホッとする」

「ああ、コンクリートだらけじゃ息がつまる。『吉葉』も、さっきの店も、できるかぎり自然の素材を活いかすようにしているんだ。『食』の時間に緊きん張ちようしたら、味もなにもわからないだろう？」

「……まあ、そうッスね」

　無難に頷くあいだ、貴志がてきぱきとメニューを決めていく。車を運転しているので、ワインではなく、炭酸水を頼んだ。

「苦手なものはあるか」と聞かれ、「ない」ときっぱり返すと、貴志はなぜか満足そうな顔だ。

「いいところの坊ぼつちゃんらしい。さぞかし、舌が肥えてるんだろう」

「べつに、そうでもないけど。親にあちこち引っ張り回されてきただけだし」

「放ほう蕩とう息子むすこの趣しゆ味みは暇潰しのバイトか。……ああ、それと、いかがわしいポルノＤＶＤの鑑かん賞しようもそうか。男も絡からんでくるハードなプレイが、おまえの好みか？」

　油断していたせいか、飲みかけの炭酸水を吹き出すかと思った。

　ついさっきまで真面目なことを言っていた口から、すらすらと卑ひ猥わいな言葉が出るのが悪い夢のようだ。

　まなじりを吊つり上げ、尋はちいさな声でなじった。

「あれ、──あれは、違ちがうって……」

「違う？　なにが違うんだ？　昨日、俺がちょっと触さわっただけでいやらしい声を出して感じまくっていたのは、事実だろう」

　ひそひそした囁き声は、自分にしか聞こえないはずだ。絶対にそうだ。こんなことを他ほかの誰だれかに聞かれたら、その場で卒そつ倒とうしてやる。

「やめろって、もう！　あれは──あんたが……変なこと、して、くるから……」

「そもそも、違い法ほうモノのＤＶＤを会社で見るおまえが悪い」

　くだらない言い合いを楽しんでいる貴志に、舌打ちするしかなかった。

　たちの悪い男としか言いようがない。

「昨日の証しよう拠こだ」

「……っ……！」

　ぬっと眼前に突つきつけられた携けい帯たい電でん話わの画面に、思わず呻うめいた。

　達した直後の上気した自分が、そこにいた。

　制服が乱れ、ジッパーの隙すき間まからはみ出したペニスも赤く充じゆう血けつして勃ぼつ起きが収まらず、とろりとした白はく濁だくを拭ぬぐおうとしている自分の顔がまるで男を誘さそっているかのように見えて、かっと頰ほおが火ほ照てった。

　──俺って、こんな顔をするのか。　>>>♥

　いま一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらって携帯電話を奪うばい、へし折ってやればよかった。

　そう気づいたときには、もう遅おそい。さっと手を伸のばしたが、すんでで携帯電話を引っ込めた貴志のにやりとした笑いに、盛大にため息をついた。

「……ったく、いきなり変なモン見せないでくださいよ……！」

「おまえの顔だろうが」

　そこでウエイターが前菜を運んできたので、とりあえずひそひそ話は一いつ旦たん打ち切りになった。

　フォークとナイフを手にしても、なんだかどこか落ち着かない。

　不ふ謹きん慎しんかと思えばとりつく島もないほどくそ真面目な男が、次になにをするのか気になって目が離せない。

　そういう感覚を他人に持ったことがないだけに、とても困るし、ためらってしまうのだ。優先権はいつだって自分にあり、誰かの言いなりになったことは一度もない。

　──ぼんぼん育ちだと罵ののしるなら罵れ。俺は絶対に、分の悪い駆かけ引きなんかしないからな。

　じりじりと焦こげるような怒いかりをひとりみぞおちに感じたところで、貴志は料理を前にするとよけいな口を挟はさまず、ひたすら味わうことに専念するようだ。

　思わず惚ほれ惚ぼれするようなスピードで料理を平らげていく男に、尋も気分を切り替かえ、貴志に遅おくれじと前菜や冷たいスープを口にした。

　東京でいちばんうまい、と貴志が太たい鼓こ判ばんを押した店だけあって、どの料理もほんとうにおいしい。

　メインディッシュのあとは、チョコレートムースに香り豊かなエスプレッソを運んでもらい、絶ぜつ妙みようなほろ苦さと甘さを交こう互ごに味わった。

「警備の仕事はもう慣れたか」

　食後の煙草たばこを旨うまそうに吸う粋いきな仕草を無意識のうちに真ま似ねてみようとしたが、歳が違ちがいすぎるせいか、キャリアのせいか、うまくいかない。

　ふたつの相反する顔を器用に使い分ける貴志に、いまだ警けい戒かい心を抱いだきつつも、「……まあまあ、慣れてきたトコ」と答えた。

「小杉さんがスゲーよくしてくれるから、ほとんど困らない。夜食の弁当も、小杉さんの奥さんがつくってくれるんだ。外で食うより全然ウマイよアレ。しゃちょー……、あ、いや、……たー、……貴志さん、食ったことある？」

「何度かご相しよう伴ばんにあずかったことがある。小杉の奥さんは調理師の免めん許きよを持ってるんだ」

「あー、だからあんなにウマイのか」

　貴志をどう呼ぼうかととっさに逡しゆん巡じゆんし、「社長」と呼ぼうとしたのだが、午後のゆったりした空気が流れるイタリアンレストランで「社長」「社長」と連呼するのは妙みようにおかしい気がして、つい名前を口にしていた。

　けれど、貴志は気にしたふうでもなく、煙草の灰を落としている。

　空腹が満たされたことで尋も度胸がつき、この際だとばかりにいろいろと話しかけてみた。会社ではなかなか聞けないことも、いまなら突っ込んでいいはずだ。

　今日、このレストランに誘ったのは貴志のほうなのだから。

「ていうか、この先も夜勤って俺ひとりなんですか？　結構キツイんですけど」

「おまえはまだ若いだろ。バイトが趣味のようなものじゃないか」

「でも、俺だって突とつ発ぱつ的に休むことだってあるかもしんないし」

「仮け病びようを装って仕事をサボるぐらいなら、前もって休きゆう暇か届とどけを出せ」

「仮病なんかしねえってば！」

　うっかり言い返したところで、貴志の肩かたが可お笑かしそうに揺ゆれているのに気づいた。

「おまえはほんとうに気が短いな。反射神経がよくておもしろい。それに、年ねん齢れい以上の度胸がある」

「からかってんじゃねー」

　雇こ用よう主と一バイトという立場や、一回りの歳の差を考えても、ため口をきくのはどうかと思ったが、肩かた肘ひじ張はらずに、気取らずに接したほうが貴志も楽しそうだ。

　──社長にもなると、周りはいろいろ気を遣つかってこういう言い合いはほとんどないのかもしれないし。

　さしずめ、いまの自分は貴志の気晴らしになる、おもちゃのひとつというところか。

　それでも、べつに悪くない気分だ。

　めったなことじゃ、「社長」と肩書きがつくひとと言葉を交かわす機会はないし、気さくに言い合えるアンバランスな感じがやけに新しん鮮せんで、尋はもっと深く突っ込んでみることにした。

「社長になると、普ふ通つう、秘書とか専用の運転手とかつけるじゃん。あんた、そういうのないの」

「ない。ああ、一応、全体のスケジュールを把は握あくしてくれている秘書はひとりいるが、専用の運転手はいない」

「どうして？　誰かに運転してもらって、うしろの席でふんぞり返ってるのが似合いそうじゃん」

「車を運転しているときだけは、自分ひとりの時間が持てる」

　短く言って頰ほお杖づえをつく男の頰を午後の陽ひ射ざしが縁ふち取どり、いつもよりやわらかな表情に見えた。

「これでも結構、忙いそがしい身だ。朝から晩まで大勢で会議していることもあれば、接待で潰つぶれる一日もある。そういう毎日を過ごしていると、ときどき、無む性しようにひとりになりたくなる」

「ふぅん……、それで、車の運転が趣しゆ味み？」

「まあな。仕事をのぞけば、唯ゆい一いつの趣味かもな。いまのところ、『吉葉』の営業を安定させていくのと同時進行で、さっきのようなカフェやレストランといった新規店てん舗ぽの企き画かくもいろいろとあるから、社長に就任してから休みはほとんどナシだ」

「スゲエ、仕事バカまっしぐらじゃんよ」

「言ってくれるじゃないか。そのとおりだが」

　遠えん慮りよない言葉に、貴志が声をあげて笑った。その笑い方はいままでに見たなかでもいちばん自然で、尋もつられて笑ってしまった。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、仕事に浸ひたっている男の下で働くのは、さぞかし大変だろう。一度やると言ったら、どんなことでも貴志はやり遂とげそうだ。

　いまどきめずらしいタイプになってしまったワンマン社長かもしれないなと、チョコレートムースをぺろりと舐なめながら苦く笑しようした。

「貴志さんって、会社じゃめっちゃウザがられる存在だろ。若いくせに社長だし、偉えらそうだし、自分からガンガン仕事するし。下で働いてるひとがサボれなくて気の毒だよ」

「俺が社長になってから業績は毎年アップしている。ボーナスも弾はずんでいるし、むりな残業もさせない。社員ひとりひとりと話す機会もできるだけ設けている。『吉葉』料りよう亭ていのほうでも味の管理は徹てつ底ていしているから、赤坂にある本店の予約は半年先まで埋うまっている。おまえへのギャラも破格だろう。なにか文句はあるか？」

「……ねーよ」

　それでまた満足そうに笑う男が憎にくたらしいかぎりだ。どうにかして、一発へこませてやりたいと思うのは、性格が悪いだろうか。子どもっぽいだろうか。

　昨日の一件を持ち出すとまたこっちの分が悪くなるからさておき、貴志という完かん璧ぺきな男に欠点のひとつぐらいないものかとあれこれ考え込んだ結果、ぼんやりとひとりの男が浮うかんだ。

　──そういえば、最初の顔合わせのとき、ずいぶん仲が悪そうだったよな。

　貴志の弱点をひとつ見つけた気がして、「あのさ」と含ふくみ笑いをして尋は身を乗り出した。

「副社長の弓彦さんだっけ。あんたとあのひとってさぁ、もしかして犬けん猿えんの仲？　最初に会ったとき、かなり険悪な雰ふん囲い気きだったよな」

　言うなり、貴志の頰から笑えみがさっと消えたことで、鼓こ動どうがはやり出す。

　──ヤバイ、ど真ん中いっちまったかも。

「……弓彦と険悪なのは、いまに始まったことじゃない」

　貴志が眼鏡めがねを押し上げ、薄うすく笑う。どう見ても、楽しげとは言い難がたい表情に、とっさに「ごめん」と謝ろうとしたが、軽く手を振ふる貴志に遮さえぎられた。

「そのうち、おまえの耳にも入るかもしれないから、先に言っておこう。弓彦と俺は腹違いの兄弟で、あっちが正妻の子だ」

「え、じゃあ、貴志さんは……？」

「俺は、妾めかけの子だ」

　淡たん々たんとした声にどう返していいかわからず、とまどってしまった。

　個人の家庭事情に嬉き々きとして首を突つっ込むほうではない。第一、自分自身がなにもかにも恵めぐまれた家庭に育ってきたせいで、そうした難しい環かん境きように生まれ育ったひともいるのだという事実を、現実的に捉とらえることがほとんどないのだ。

「……お妾さんの子どもが社長で、正妻の子どもが副社長、ってことか……」

　つっかえつっかえ言うと、貴志は青の美しい模様が描えがかれたデミタスカップを両手で抱かかえ込み、曖あい昧まいな笑みを浮かべ、「ああ」と頷うなずいた。

「それが弓彦にとってはおもしろくない。まあ、当然の話だろう。『吉葉』のように古い歴史のある会社では世せ襲しゆう制度がごく当たり前だが、庶しよ子しが嫡ちやく子しよりも上に立つなんてあまり聞いたことがないからな」

「……うん」

「どうして俺が社長になったか、おまえにはわかるか？」

　わからない、と言うのは簡単だ。だが、今日立ち寄ったカフェの味と、『吉葉』が受け継ついできた長い歴史には通じるものがある気がする。

　それを言葉にすれば、「誠実」の一言だ。

　そのことを、「店」という形で具現化させる貴志は、機動力や瞬しゆん発ぱつ力りよくに並んで、粘ねばり強さも兼かね備えているのだろう。貴志の手て強ごわい印象とは対照的に、柔にゆう和わな笑みを見せていた弓彦になにが足りないのかはわからないが、社長という器うつわではないのかもしれない。

　──でも、よく知らないひとのことを悪く言うのは好きじゃない。

　貴志の問いかけを慎しん重ちように受け止め、尋は言葉を探した。どうして彼が社長になったかなんてどうでもいいじゃないかと思う部分もあるが、だからといって、適当な言い逃のがれもしたくなかった。

「……やっぱ、才覚、かな。あんた、スゲエ横おう柄へいだし、強ごう引いんだけど……社長をやっていけるだけの力量があるんじゃねえの。社員に慕したわれてんだろ。『吉葉』本店の予約だって、半年先まで埋まってんのは、……やっぱり、あんたにそれだけのパワーがあるってことだろ」

「そうか」

　貴志が瞼まぶたを伏ふせて微笑ほほえむ。

　貴志が社長になれたのは、血筋がどうこうという問題を超こえて、本人の資質によるところが大きいはずだ。

　由ゆい緒しよある料亭の顔となった以上、その肩にのしかかる重責は相当のものだと尋にもなんとなく想像できる。「社長」という言葉だけ見れば、輝かがやかしいイメージしか浮かばないが、不ふ祥しよう事じが起きればすべての責任をひっかぶる立場だ。

　貴志のようなふてぶてしい男が何事かに追い込まれるとはまったく想像できないが、それでも、万が一の事態があったとき、──彼なら絶対に乗り切ってくれるはずだ、と思える。

　的確な指示や素す早ばやい行動で、貴志は、社長にふさわしい力を見せてくれるのだ。

　──なに肩かた入いれしてんだ、俺は。昨日のことも忘れたわけじゃないだろ。でも、……弱みを握にぎられてるからって、彼を過大評価してるわけじゃない。誰だれよりも遅くまで会社に残って、仕事している姿を俺は知ってる。『吉葉』の味がつねに安定したトップクラスだってことも知ってる。それから、さっきのカフェだっておいしかった。

　使い終えたナフキンの端はしをねじりながら、いつの間にか胸に根付いていたもどかしい想おもいをひねくり回した。

　──気になってしょうがない。

　そんな想いが、ふと気づいたら胸にあった。

　冷れい徹てつで、傲ごう慢まんで、物言いも横柄で、昨日の晩などは一方的に感じさせられた立場で、なにをもどかしく思うのか。

　自分でも頭がおかしくなったんじゃないかと口くち汚ぎたなく罵ののしりたいが、短時間のうちにめまぐるしく交わした言葉で、貴志からほんとうに目が離はなせなくなっている。

　焦じれったい衝しよう動どうに駆かられて、尋は知らずと口を開いていた。

「……なあ、なんでそんなに店の経営が好きなんだよ。なんか理由があるの？」

「大勢のひとが喜んで集まる場所がつくりたい」

　即そく答とうした貴志が、視界の真ん中で笑っていた。










　食事を終え、「家まで送ってやる」という貴志におとなしくついていったのはなぜなのか、尋自身もうまく言い表せなかった。自由が丘のマンションまでひとりで帰ってもよかったのだが、もう少し、貴志のそばにいたかった。

　なにを話してくれるのか、聞いていたかったのだ。

『大勢のひとが喜んで集まる場所がつくりたい』という、まこと模も範はん的回答に惚ほれたというつもりはない。断じてないと言いたいが、冷ややかな目をする男でもそういうこころを一欠片かけらでも持っているのかと思ったら、──もう少しだけ、と思ってしまう。

　惹ひかれ始めていることをはっきりと意識してしまったら、自分でもわけがわからなくなりそうだ。

　──昨日、あんなことをされてるのに、惹かれるなんてあり得ねえだろ。普ふ通つうは避さけて当然だろうが。

「この道を曲がればいいのか」

　道順を訊たずねてくる貴志に、尋は頷いた。

「そう。……あ、そこの角のマンションの前でいいよ。そこが俺んち」

「学生にしてはいいマンションだな。家賃は親払ばらいか？」

「……まあ、ね、いまんとこは。でも、近いうち自立するし」

　自分でも、やけに急せいた口調になっているとわかる。一人前の大人に、まだ親がかりになっていることを堂々と指し摘てきされたくなかったのだ。

　車がマンション前で停とまった。さっさと降りればいい。そう思うのだが、降りたくないとも思う。

　──もう少しだけ一いつ緒しよにいたら、このもやもやした感覚がなんなのか、わかるんだろうか。

「あの、さ」

　頭でしっかり考えるよりも先に、口が勝手に動いていた。

「……俺の部屋で、コーヒーでも飲んでく？」

　言ったとたん、貴志が首を傾かしげる。尋の誘さそいの意味がわからないようだ。

「さっきのレストランでごちそうになったし、家まで送ってもらったから……、その礼だよ。あんたの店で出すのよりはまずいだろうけど」

　早口で言うあいだ、貴志は黙だまっていた。

　唐とう突とつに誘ったのは、やはり変だっただろうか。部屋でコーヒーでも、なんて女の子を誘うときにも使わない古くさい文句だ。

　──忙いそがしいから、会社に戻もどるって言うだろうな。

　だが、貴志は無表情のまま聞いてきた。

「パーキングはこのへんにあるか」

「あ、──うん、ある、すぐ、すぐそこ、曲がったとこに……」

　近所のパーキングへと車を停めた貴志と肩かたを並べ、ぎくしゃくした感じでマンションへと戻った。じわじわとした汗あせが手のひらに浮うかんでいるのに気づいて、ぎゅっと握った。

　どうして、彼を部屋に誘ったのだろう。自分でしたことなのに、自分がいちばん慌あわてている。

　──メシ、奢おごってもらったし、コーヒーを出すだけだ。それだけだ。

　エレベーターの中でも、心臓がとくとく響ひびく音が貴志にまで届いてしまいそうだ。

「ここ、俺の部屋」

　七階にある角部屋に貴志を迎むかえ入れた。

　ゆったりしたリビングの窓の外には綺き麗れいな夕焼けが広がっていた。

「そこのソファにでも座ってて。いま、コーヒー淹いれる」

「俺の店よりまずいのは確実なんだな？」

「うるせーよ」

　からかい声をぴしゃりと撥はね返した。

　リビング続きのキッチンでお湯を沸わかすあいだ、ソファでくつろぐ貴志の様子をそうっと窺うかがった。

　ネクタイの結び目を軽くゆるめている貴志が驚おどろくほど、とびきりうまいコーヒーを淹れてやりたいが、あいにく、インスタントしかない。

　それでも、丁てい寧ねいに粉をスプーンで押し潰つぶし、熱い湯を何度かに分けてそそぐと、コクと風味が増すのだ。

「はい、どーぞ」

　トレイに載のせたカップを彼の前に置き、できるだけぶっきらぼうに言った。

　部屋に誘い入れた理由が、自分でもわからない。貴志にも悟さとられたくない。

　ぐらぐら揺ゆれるこころを知ってか知らずか、貴志は平然とした顔でカップを手にした。

「ありがとう。……うん、インスタントにしては結構旨うまい」

　初めて聞いた感謝の言葉に、一いつ瞬しゆん耳を疑ってしまった。

　それが顔にも出たのだろう。コーヒーを旨そうに飲む貴志が、目の端はしで笑う。

「俺が礼を言うのはおかしいか？」

「おかしいよ。いっつも偉えらそうなくせして」

「俺だってたまには礼ぐらい言う」

「その、『たまに』って十年にいっぺんぐらいだろ、あんたの場合」

　うわずった声で憎にくまれ口をたたくが、意識は揺れるばかりだ。

　──どうして、こいつを部屋に入れたんだろう。どうして、もっと一緒にいたいなんて変なことを思ったんだろう。

　女友だちだってめったに入れたことがない自分の部屋に、貴志がいることがいまだどこか夢みたいだ。

　顔を合わせた当初はむかつく男だとしか思っていなかったのに、昨日と今日のことで貴志に対する想いそのものが変わってしまった気がする。

　気を落ち着けるために貴志から少し離れた場所に腰こしを下ろし、熱いカップに手を伸のばした。

　ふわふわと立ち上る白い湯気を吸い込み、一口飲んだ。今日のインスタント・コーヒーは格別に旨いと悦えつに入ったら、さすがに舞まい上がりすぎだろうか。

　誰かのために頭を下げたことがなければ、誰かのためにおいしいコーヒーを淹れようと思ったことも、いままでに一度もない気がする。

　──どうして、こんなヤツのためにいちいち気分を上げたり下げたりしなきゃいけないんだ。分の悪い駆け引きをしないって、さっき自分自身に言い聞かせたばかりじゃないか。

　それでも、すぐそばに貴志がいることにそそられてしまう。手を伸ばせば届く距きよ離りに、彼はいる。

　──ふたりきりだ。

　そう考えただけで胸が高鳴るのを、勘かんづかれたくない。

　貴志のほうも、この静かな時間をそれなりに楽しんでいるようだ。

「……それにしても、おまえは俺が思っていた以上に肝きもが据すわっているようだな」

　ぽんぽんと頭を叩たたかれ、「俺はぬいぐるみかよ」とむっとしかけたが、見上げた男の顔は微笑ほほえんでいる。

「おまえはまだ若くてバカだが、本気で頭が悪いわけじゃない。大学を卒業して、いつまでもふらふらしているつもりじゃないだろう。なにかやりたいことはないのか？」

「やりたいことって、……そんなの急に言われても。こんなところで進路相談かよ」

　ぼそりと呟つぶやき、ゆらゆらしている焦こげ茶のカップの中をのぞき込んだ。そこにうっすら映るのは、悩なやみひとつなく、気楽と自じ堕だ落らくの合間を行ったり来たりしている自分の顔だ。

　家族にも、「就職に焦あせることはないから」と言われ続けてきたせいか、自分でもいつしか、──ずっとこんな日が続いていくんだろうな、と思い込むようになっていた。

　だから、つまらないのだ。

　来る日も来る日もみな同じように感じられて新しん鮮せんじゃないから、次々とバイトを変え、なにか楽しいことは転がっていないだろうかとひたすら飢うえている。

「……やるんだったら、なんか、スッゲーおもしろいこと、やりたい、かな」

　首を傾げた尋に、貴志が吹ふき出した。

「スッゲーおもしろいこと、か。ずいぶん大だい胆たんでまるっきり中身のない発言だ」

　くくっと貴志は声を立てて笑うが、悪意は感じられない。

「でも、そういう感覚は大事だ。食っていくためだけにがむしゃらに仕事をしなきゃいけないときもあるが、それだけじゃ苦痛だろう。おもしろいとか、楽しいという感情が根底にないと、どんな仕事も続かない」

「……じゃ、あんたはいまの社長業、おもしろくてやってるわけ？」

「当然だ」

　長い脚あしを組み替かえる男の堂々とした態度は、一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまうほどのものだ。

「自分の舵かじ取とりひとつで、『吉葉』のように古い歴史を持った会社が大きく動く楽しさもあるが、大勢の人間でひとつの物事を創つくり上げて、次の時代へと繫つなげていくおもしろさもある」

　そう言って、貴志は悪いた戯ずらっぽく尋の頭をこつんと小こ突づいてきた。

「おまえぐらい度胸があって、最新の流行もよくわかっているなら、ある日いきなり会社を興おこせそうだな。若者向けのエンターテインメント系の事業をやれそうじゃないか」

「へー、貴志さんにしちゃ買ってくれるじゃん。俺がいきなり社長？　なんかそーゆーのって、考えるだけで面めん倒どう。絶対ヤダね」

　反論しながらも、──案外、そういうのもいいかもな、と思っている自分がいるのが可お笑かしかった。

　帰国子女の岸田をはじめ、周囲にいる友人たちはみんな、遊びのプロと言ってもいい。誰かにこき使われるよりは、遊びの才能をうまいこと活いかしていっそ会社を興すか、と冗じよう談だん混じりに笑い合ったことがあった。

「俺のダチに岸田ってヤツがいるんだけど。そいつ、両親が貿易業をやってることもあって、海外のハヤリものにはかなり鼻がきくんだ。日本じゃあまり目にしないおもしろいモノを見つけてきて売り出すのもいいかなって、前に話したことがある。あと、携けい帯たい電でん話わを使った企き画かくとか……なんつっても、ぜーんぜん冗談の域を出ねえけど」

「冗談でも、時間をかけて煮に詰つめていけば本物になるときが来るだろ」

　真しん摯しなものを滲にじませた声が、思いがけず胸を大きく揺さぶり、尋をまどわせた。

　貴志がどんな思いを経へて、社長という地位に辿たどり着いたか知るよしもないが、いまの言葉にこもる逞たくましさを聞けただけでも、彼にもっと近づきたくなる気持ちが増していく。

　──こんな大人、俺の周りにはいない。

　みずから険しい道を切り拓ひらき、仕事を楽しむ余よ裕ゆうを持つ貴志に、心底惹ひかれていると認めたのは、この瞬間かもしれない。

　憧しよう憬けいを抱いだくにふさわしい男を、じっと見つめた。

　冷静に振ふり返れば、貴志に強ごう引いんに抱かれて脅おどされている事実はまだ消えていないのだが、それを受け止めてもなお、そばにいたいと思う。

　──このひとのそばにいれば、なにかが変わるかもしれない。色いろ褪あせたように感じていた毎日が、もっとおもしろくなるかもしれない。もっともっと、楽しいものになるかもしれない。俺自身が、変われるかもしれない。

　空になったカップをカタン、とテーブルに戻もどしたのと同時に、ぐっと手首を摑つかまれ、その力強さに目を見開いた。

「どうして今日、俺を部屋に入れた？」

「どうして、って……」

　舌がもつれてうまく喋しやべれないのをいいことに、貴志にいきなりソファに引き上げられ、覆おおい被かぶさられた。仕事の話から一転、危あやういほどに顔を近づけ、熱っぽい吐と息いきを引き出すのが、貴志一流のやり方らしい。

　それから、尋の感じる場所を的確に狙ねらい──ちりちりと熱を帯びていく耳たぶを甘く嚙かみながら、貴志が囁ささやいてくる。

「俺に惚ほれたか。それとも、昨日の続きでもしてほしいのか」

「んな──、……そんなわけねえだろ！」

「ごまかすな。アレの続きをしてほしいんだろう」

　一層強く抱きすくめられ、威い力りよくのあるまなざしを眼鏡めがね越ごしに見た。切れ長の目で見られているだけで、犯おかされそうな気分になってくる。薄うすいシャツを剝はがし、熱っぽい肌はだを灼やいていくだけの力が、貴志の視線にはほんとうにあるのだ。

「食事を奢おごってもらったり送ってもらったりするだけで、おまえは誰でも部屋に迎むかえ入れるのか。ここを──こんなふうに硬かたくさせるのか？」

「……ァ……っ！」

　悲鳴じみた声が漏もれたのは、シャツ越しに胸の尖とがりをきつくひねられたせいだ。戒いましめるみたいに乳ち首くびを強くねじ切る指の動きに、全身をよじらせた。

「ん……っ」

「男に慣れてない身体からだだな。乳首を弄いじられただけでそんなによがるのか」

　忍しのび笑いをなじろうとしたが、初めて得る感覚はどうしようもなく熱く、潤うるんでいる。シャツ越しに丁てい寧ねいに擦こすってくる貴志の長い指先で、乳首をよじられ、こりこりとした芯しんを孕はらませられた。

「……ッぁ……、ん……っ」

「昨日の続きをしてほしいんだろう？」

　乳首を浮うき立たせるように円を描えがくような愛あい撫ぶに肌がざわめき、気が狂くるいそうだ。

　ついさっき、憧あこがれを抱く対象として胸に刻んだが、やっぱり貴志というのは危険極きわまりない男だ。一いつ瞬しゆんの隙すきを見み逃のがさず、鋭するどく食い込んでくることに、尋はかすかな喘あえぎを漏らした。

　ボタンの隙間から入り込んでくる指が湿しめる素す肌はだに触ふれ、敏びん感かんな乳首の先せん端たんをかりっと引っかいて出ていく。

　それから、またシャツ越しに乳にゆう暈うんをゆっくりと撫なで回す貴志の目の奥に、思わずぞくっとするような濃のう厚こうな支配力を見つけ、尋をいいように振り回す。

「いやらしいことをしてほしいなら、そう言え」

「……く……っ」

　全身でのしかかられ、声を出すのもつらい。

　もっとつらいのは、貴志が淫いん猥わいに腰こしを押しつけてくることで、硬い盛り上がりを感じさせられることだ。

「おまえが部屋に誘さそったんだろう。昨日の続きがしたいんだろう？」

「し、──……した、い……」

　額に汗あせを滲ませ、尋はうわごとのように呟いた。

　──貴志を好きになったのかもしれない。いまここで、昨日以上のことをされたら、ほんとうに後に退けなくなる。惹かれてどうしようもなくなる。

　低い声で追い詰つめられ、昨晩からずっとヒートしていた神経がついに焼き切れた。

　逞しい胸に押され、せつなげに喘いでいる自分が他人のように思えた。昨日の熱が忘れられない身体は感じすぎて、制せい御ぎよがきかなくなっている。

「どうしてほしい」

「わかん、な……っ、……男と、したこと、ないから……」

「じゃあ、言い方を変えよう。どこをどう触さわったら気持ちいいんだ？」

「……あ──ぁ……っ！」

　シャツを剝がされ、乳首の根元をつままれて語ご尾びが跳はね飛んだ。

「……い……っ、た、……っそれ、いやだ、痛い……っ」

　涙なみだ混じりに反論したのに、熱い芯を孕んだ乳首を指の腹で擦り立てる貴志は、執しつ拗ようにそこを責めてきた。

　乳首の先端が痛いほどにぷくりと赤くふくらみ、熟うれきった実のようになったところで、貴志は意地の悪い笑えみを浮かべながら、ぺろっと舐なめてきた。

「あ──あぁっ……！」

　それこそ、いままでに一度も感じたことのない快感に声が止まらなくなってしまう。

　ねちっこい舌した遣づかいをしてくる男は尋の乳首を嚙み回し、舐ねぶり、舌先でつつきながら、空いた手でジーンズのジッパーを下ろしていく。

「男に乳首を舐められるのは初めてか」

「あ、……ん、……ん……っ」

「性器を触らせたことは？」

「……な、い、……っ」

　眩暈めまいがするほど頭を強く振って否定した。まだ陽ひが落ちきらない部屋の中で、バイト先の社長に組み敷しかれている。そうするように仕向けたのは、自分だ。

　自分が誘ったことで、貴志は昨日の続きを始めようとしているのだ。

「好こう奇き心だけで男に抱かれるのか？」

　抱き起こされて、向かい合わせになった。シャツの前が半はん端ぱにはだけ、貴志の唾だ液えきで濡ぬれた乳首が自分の目で見ても淫みだらだ。

　下着の縁ふちを引っ張られ、充じゆう血けつしきった性器がぐんと反り返る。

「若いな。少し弄ってやっただけで、おまえのここはぬるぬるだ」

「言うなよ……っ」　>>>♥

「事実だろう？　……おまえの身体は昨日の俺を覚えてる。続きがしたくてしたくてたまらなかったんだろう」

「あっ……、ん、っんん……っ」

　勃たちきった性器をにちゃりと握にぎられ、リズミカルに扱しごかれたことで声が掠かすれた。思わず腰を揺ゆらすと貴志の指がくさむらをかき分け、しこる陰いん囊のうを揉もみ込んでくる。

「ッぅ……はっ……」

　あまりの快感に我を忘れ、無防備な胸をさらしてのけぞると、それを待っていたかのように貴志の舌が這はいずり回る。

　跡あとが残るぐらいきつく根元を嚙まれたあと、そうっとやさしく乳首の先端を吸われる。

　それだけでもう、くちゅりとしずくがペニスからあふれ出し、下着を濡らしていく。

「雇こ用よう主の俺にこれ以上淫らな行こう為いをさせるつもりか」

　ふいに愛撫を止やめてしまった貴志に、尋は無我夢中でしがみついた。

「……やめ、んなよ、バカ……！」

「もっと続きがしたいということか？　もっといやらしくしてほしいのか？」

「……っぅ、……ぁ……」

「聞こえない。ちゃんと言え」

　顎あごを強く摑まれ、否いや応おうなしに視線を交かわした。冷れい徹てつな男の笑い方に胸がこれ以上ないぐらい昂たかぶり、自分でも思ってもみない言葉が次々に口を衝ついて出そうだ。

　──昨日見たＤＶＤみたいにもっといやらしいことがしてみたい。普ふ通つうのセックスなら散々味わった。でも、貴志なら、あのＤＶＤより凄すごいことをやってのける気がする。

　自分と同じ男にうしろから犯されたらどうなのだろう、と想像したことがほんとうになる瞬しゆん間かんだ。

「したい、……やらしいこと、たくさん、……して、みたい……」

「たくさん、か？」

　凶きよう悪あくという言葉がふさわしい微笑ほほえみに、尋はがくがくと頷うなずくしかなかった。

　続きの幕を上げたのは自分だが、この快感を植え付けてきたのは彼のほうだ。

　手で嬲なぶられるだけで終わりじゃない気がする。もっと深くて熱い官能を貴志は知っていて、経験値の足りない尋の目先でその切れ端はしをちらつかせるのだ。

　乳首を舐ったり、ペニスを撫で回したりすることで尋を煽あおり、悶もだえさせたあげくに、唾液で濡らした指を尻しりの狭はざ間まにもぐり込ませてくる。

　窮きゆう屈くつな窄すぼまりを探さぐる指に全身が強こわ張ばった。

　昨日のＤＶＤでも、屈くつ強きような男がここを犯おかしていた。

　そのシーンに興奮し、自分のものをまさぐっていたときに貴志が踏ふみ込んできたのだ。

「……ッ……！」

「いやらしいことをたくさん教えてやる。──いいか、おまえはこれから俺に抱だかれるんだ」

　鼻先で囁ささやかれたとたん、抱き上げられた。

「寝しん室しつはどこだ」と言う男にとぎれとぎれに伝えると、頑がん強きような筋肉を忍ばせた男が歩き出す。尋はなにも考えられず、彼の首にしがみつくだけだった。

　薄うす暗ぐらい寝室のベッドに放り投げられ、すぐに黒い影かげが覆おおい被かぶさってきた。

「これから、俺がおまえの奥まで挿はいってやる。徹てつ底てい的に犯してやる。ひとつ聞いておくが、やさしくされたいか？」

　首を縦に振ふったか、横に振ったか、自分でもわからなかった。

　乱暴に衣服を剝はぎ取られ、彼のほうもネクタイをむしり取るのが薄うす闇やみに見え、心臓がどくどく鳴る音が部屋中に響ひびいているように思えた。

　スーツを脱ぬぐと引き締しまった貴志の身体からだがあらわになり、泣きたいわけじゃないのに目元が熱く潤うるんでくる。

　みずから交わりたいと願ったことはこれが初めてだ。男相手に情欲することも。

　尋の髪かみを摑つかんでくちびるを重ねてくる貴志は濃のう密みつなくちづけで、唾液をとろりと伝わせてくる。喉のどを鳴らしてそれを飲み、まだうずうずする舌を互たがいに搦からめ、吸った。

「足を拡ひろげてみろ、……そうだ、力を抜ぬけ」

「……っん……！」

　きつく締まる窄まりに、ぬるっと指が一本挿ってくる。その異物感に顔を歪ゆがめ、無意識に身をよじったが、指はますます奥へともぐり込んでくる。

「これよりもっと大きなものをおまえは受け入れるんだ。……俺に触ってみろ」

　あやすような、命令するような、どっちともつかない声で囁く貴志のものをじかに握らされ、尋は、はっ、はっ、と息を切らすことで応こたえた。

　自分のものよりずっと大きくて、硬かたい。太さもあるし、エラも張り出している。こんなものを挿れられたら、壊こわれてしまうかもしれない。

　しだいに内側を拡げていく指が二本、三本と増え、ぎちぎちと動かされる痛みや違い和わ感かんに呻うめいたが、吐と息いきという吐息はすべて貴志のキスに飲み込まれてしまう。

　舌先をくねらせ、深くまで搦め捕とる深いくちづけに頭が痺しびれ、とろんとした目つきで尋は男の顔を見上げた。ふと思いついて、眼鏡めがねをはずしてやると、貴志がくすりと笑う。

「おまえみたいな感度のいい男はそういない」

　尻の狭間に強大なものがあてがわれ、ずくりと割り込んでくる熱の塊かたまりに尋は身体をのけぞらせた。

「あ、──あっ、あぁっ……」

　太く反り返った肉棒を少しずつ、みちみちとねじ込んでくる貴志の息いき遣づかいも浅くなっていた。狭せまく締めてしまう尋の熱い感かん触しよくを愉たのしみ、獲え物ものを頭から引き裂さき、食くらい尽つくす獣けものの目に射すくめられ、身動きすらできなかった。

「ん……っこれ、以上……動かない、で……ってば……っ……！」

「むりだ」

　硬い男根を根元まで埋うめ込まれるのに、かなりの時間を要した。

　知らずと涙があふれ、ひとつ間ま違ちがえば激痛に泣きじゃくりそうなのに、そうできないのは、貴志が乳ち首くびをやさしくこね回してきたり、吸ってきたりして、快感と痛みを器用に使い分けるせいだ。

　胸を弄いじられて、ひくひくと身体の最さい奥おうまで震ふるえるのが自分でもわかる。尖とがりを舐められると同時に窄まりを犯されるという、男の自分にとって経験したことのない感覚が理性を片かた端はしから荒あらっぽく削けずり落としていく。

「……そろそろいいか」

　ひとつ息を吐はいた貴志がずるっと引き抜き、再度奥まで突ついてきた。そうすると、限界まで熟した襞ひだが一気に潤んで肉棒にまといつき、男に貫つらぬかれる浅ましい悦よろこびが神経を侵おかしていく。

「あっ、……あぁ、あっ」

　最初の交わりだからか、それともわざとなのか、貴志の動きは緩かん慢まんとしたものだ。

　ＤＶＤよりももっと激しく抱かれると期待していたのに、焦じれったい快感だけを最奥に孕はらませるだけの男に、自分から腰こしを押しつけてしまいそうだ。

「これで満足か？」

「や、──ちが、……っもっと、……っ」

「これじゃ足りないのか。どうしようもない淫いん乱らんなのか、おまえは？」

　笑い声にぞくぞくするような快感が背筋を駆かけ上がってくる。

　いままで、誰だれとしても、なにをしても、それなりの絶頂感しか得られなかった。だが、「淫乱」と嘲あざけられたことはない。暴言に本気で怒おこってもいいはずなのに、年上の男の声はどうかすると甘く艶なまめいて聞こえ、ぐずぐずととけてしまいたくなる。

　もっと、奔ほん放ぽうに求めてもいいのかもしれない。もっと貴志をねだっていいのかもしれない。

　きっかけは激しいポルノＤＶＤだったけれど、いまじゃほんとうに貴志に貪どん欲よくにむさぼられたくてたまらなかった。

　ぼうっとする意識で貴志の胸に両手をあて、「……もっと」と声を掠かすれさせた。

「もっと、してよ……このままじゃ、やだ……、っもっと、俺、したことない、こと、たくさんしたいんだよ、……おかしくなりたい……」

「本気か？」

　尋の腰を持ち上げ、陰いん囊のうが擦すれ合うほどに奥まで突いてくる貴志が口の端はしをつりあげる。

「昨日の、あんな……ＤＶＤなんかより、……もっと凄いやつ、して……っぁ、あっ！」

　太い腕うでで身体がくるっとひっくり返されたと思ったら、四つん這ばいの姿勢で思いきりうしろから貫かれて声が飛んだ。

「あぁ、ッ、んっあ、ぁっ！」

　脈打つ肉棒でずちゅずちゅと貫かれ、息することもままならない。枕まくらをぎっちりと摑んで腰をひねるたびに、上向きの大きな亀き頭とうが微び妙みようなところを擦こすってきてたまらなく感じてしまう。

　張り出したエラでそこをぬちゅぬちゅと擦られると、はちきれんばかりのペニスがびくっと震え、いまにも射精してしまいそうだ。

　だが、すぐに根元を摑まれ、「まだイくな」と耳元で囁かれた。

「俺がおまえの中にたっぷり出してやるときに、一いつ緒しよにイくんだ」

「……っぁあ、っ！」　>>>♥

　中に出す、という言葉に背中がたわむほど感じた。交わった最後はどうなるのだろうとおぼろげに想像していたが、外に出すんじゃないかと思っていたのだ。だが、中出しするという。

　男の生々しい精液で内側までしとどに濡ぬらされる瞬しゆん間かんを思うと、早くもぽたぽたとしずくが滲にじみ出してシーツを汚よごしてしまう。

「犬みたいな格好で犯されるのが好きか？」

「ん……っん、あっ……」

　無様な格好で背後から受け入れることに羞しゆう恥ち心しんがこみ上げるが、それを圧するほどの快感が尋を恍こう惚こつとさせる。常識を失わせてしまうのだ。

「あ、──っ、……貴志、さん、お願い、だから……っも、いやだ……！」

「イきたいか？　中に出してほしいか？」

　いちいち確かめるのが貴志の癖くせらしい。そのたび動きを止められてしまうのでは、本気でおかしくなる。喘あえぎ、しゃくり上げ、シーツをかきむしって尋はぎこちなく腰を振った。

　淫みだらな言葉を言わされるのが悔くやしい反面、自分の中でずっと眠ねむっていた奔放な欲情を引き起こした貴志を、このままずっと繫つなぎ止めておきたくなる。

「……っイ、きたい……」

　涙なみだ混じりに言えば言うほど、貴志のものがぐんと嵩かさを増し、狂くるおしいまでの重量感で尋の奥を穿うがち、ずっぷりと突き刺さしてくる。

「イかせて……中、俺の中に、いっぱい、出して……っ」

　ぐしゃぐしゃになったシーツを摑んで身体を震わせた。貴志の抜き挿さしも激しくなり、一気に熱くじくじくと濡れた粘ねん膜まくを擦り上げる。

　入り口から奥までみっちりとはめ込まれた充じゆう足そく感に、尋が声を嗄からして精液を吹ふきこぼし、ややあってから貴志も長い息を吐きながら、巨きよ根こんを深々とはめ込んだまま、熱いしぶきを潤んだ最奥にどくどくとそそぎ込み始めた。

　一回り上の男にしては大量のねっとりした白はく濁だくを流し込まれ、受け止めきれない尻しりの狭はざ間まから太ふと腿ももをつうっと伝い落ちていく。

　荒あら々あらしい射精が終わっても、まだ息が整わない。

　──俺、ほんとうに、変わるかもしれない……ほんとうに、身体も、こころも、なにもかも。貴志さんに変えられてしまう気がする。このひとのことがもっと知りたい。もっと抱だかれたい。もっといろんな顔が見てみたい。

　一歩踏ふみ出した世界は熱くぬかるんだ闇やみに蕩とろけ、その先にはさらなる深みと広がりが待っていそうな気がした。
















　一度肌はだを重ねたことで、貴志の存在は尋の意識の中心に居座るようになってしまった。

　夜勤警備のバイトに出れば、一日に一度はかならず、貴志と顔を合わせる。

　もちろん、相手は『吉葉』のトップだから、暇ひまそうにしていることはまずない。

　社内巡じゆん回かいで尋が社長室を訪ねるときも、たいていは各店てん舗ぽの運営状じよう況きようや旬しゆんの食材のチェックに専念している。

　このあいだ、尋が友人の岸田と待ち合わせに使ったカフェも順調なすべり出しを見せているようで、早くも二号店のオープンを考えているらしい。

　そうしたことを、夜間の巡回中に社長室に寄った際、貴志はぽつぽつと話してくれるようになった。

「気軽に入ることができて、また来たいと思ってもらえるような店にしたいんだ。『吉葉』はすでに名声があるだろう。ある程度は、黙だまっててもお客様にいらしていただけるが、俺としてはほかの可能性も探してみたい。おまえ、あのカフェが気に入っただろう？　もし、二店舗目ができるとしたら、どのあたりに出してほしい？」

「んー、最初の店が青山の裏道だしなぁ。あそこ、ちょっと見つけにくい場所だけど、それが隠かくれ家がっぽくっていいんじゃねえの。だから、二号店もやっぱ、おしゃれな場所がいいと思う。代だい官かん山やまとか、三さん軒げん茶ぢや屋やや池いけ尻じり大おお橋はしのあたりとか」

「代官山か。あのへんはほとんどの土地が埋まってる。ビルの一階部分に店を出したいんだ。三軒茶屋か池尻大橋だったら、もう少し物件があるかもしれないが」

「池尻大橋はわりといいと思うけど。あそこって渋しぶ谷やから結構近いけど、そんなにうるさくないし、大人な店、多いし」

「そうだな……」

　考え込む顔をする貴志のそばで、尋は妙みようにそわそわしていた。

　自分の部屋に招き入れた日から、もう二週間以上が経たっている。

　あの一件を経て、貴志の態度は少しだけ変わったような気がする。社長室を訪ねても、以前のように刺とげ々とげしい態度を取られることはなく、今夜のようにふとしたことで話しかけてくれることもある。

　そんなことにいちいち胸を躍おどらせる自分が気持ち悪いとうんざりする一いつ瞬しゆんもあるのだが、些さ細さいなことでも力になれるのはやっぱり嬉うれしいし、あの日の熱がどうしても忘れられない自分がいるのも、また事実だ。

　あの日の貴志は、たまたま時間に余よ裕ゆうがあったのだろう。

　だから、尋の淫らな願いにも応こたえてくれたのだろうが、普ふ段だんは分刻みのスケジュールに追われる社長という立場だ。三十四歳の若さで、由ゆい緒しよ正ただしい料りよう亭ていを引き継ついだうえに、新しいビジネスプランにも貪欲に取り組む男の隙すきを探そうとしても、なかなか難しい。

「また、この件か……」

　メールをチェックしていた貴志の眉み間けんの皺しわが寄る。

　午前一時の巡回で社長室を訪おとずれていた尋は、「なに、どしたの」とさりげない感じで貴志のそばに寄った。

「最近、福岡にある『吉葉』で板前や仲居の入れ替かえが激しいんだ。もともと、板前や仲居はあちこちの店を渡わたり歩いて腕を磨みがくものだが、福岡店ではこの三か月で板前がふたり、仲居が三人入れ替わってる」

「結構、ペース早いかもね」

「ああ。それに、この問題は福岡だけじゃないんだ。京都店でも同じようなケースが起きていると報告が届いている」

「なんか、内部争いでもあるんじゃねえの？　職場イジメとかさ」

「そういうことが起きないよう、各店の店長には日々、従業員の対応を細かにチェックさせているんだが……もっと、根深いところに問題があるのかもしれんな。福岡と京都の『吉葉』はとくに人気が高いんだ。お客様の信用を失わないうちに、問題を解決させないと……」

　最後のほうは独り言のようになっている貴志に、──これ以上邪じや魔ましても悪いか、と考えた尋は、「お疲つかれさま。あんま、根をつめないで」と言って社長室を辞去しようとしたが、貴志も席を立つ。

「社内の見回りにつき合ってやる」

「いいって、べつに。そんなことする時間あるなら家に帰りなよ。最近、疲れた顔してること多いじゃん」

　突とつ然ぜんの申し出にびっくりしていると、貴志は長身を折り曲げて尋の顔をのぞき込み、余裕たっぷりに笑いかけてくる。

「そんなにいつも気に懸かけてくれているのか？　光栄なことだ」

「……なんでもかんでも自分のいいように取るんじゃねーよ」

　むっとしながら、可お笑かしそうに笑う男とともに歩き出した。

　懐かい中ちゆう電灯の丸い輪の中に、ふたりぶんのひょろ長い影かげが映り込む。

　午前一時過ぎの社内は無人で、廊ろう下かを歩く靴くつ音おとがやけに響ひびく。

「最初の頃ころさ、ここに幽ゆう霊れいが出るんだって小杉さんに脅おどかされた」

「幽霊？」

「この土地の前の持ち主が、めっちゃえげつない金貸しだったんだって？　お客さんとよく揉もめてたって、小杉さんが聞いたことあるってさ。あと、『吉葉』の……」

　言いかけて、はっと口を閉とざした。

『『吉葉』のおふたりさんのおっかさんが早々にぽっくり逝いっちまって、いまでも息子むすこのことが心配で化けて出るとかー……』

　小杉はそう言っていたが、貴志と弓彦が異母兄弟だということまでは知らないのかもしれない。知っていたらもっと気を遣つかい、この噂うわさ自体、尋の耳に入れなかったはずだ。

「『吉葉』がどうした」

「いや、……うん、ほら、歴史ある料亭じゃん。だから、従業員の中にはイジメに遭あった奴やつもいたりして、それを苦に自殺して幽霊になって出てくるとか……なんか、よくある話に尾おひれがついて出回っただけじゃねえの？」

「なるほどな」

　尋の苦しまぎれをどう受け取ったのかわからないが、隣となりを歩く貴志はとくに気を悪くしたようではない。

「百年以上も続いている家業なんだから、幽霊のひとりやふたりぐらい出てもおかしくないだろう」

「貴志さん、そういうの信じるほう？」

「幽霊の存在か？　信じるわけがない」

　きっぱりした語調で言い切った男に、「そうだよな」と笑ったのもつかの間、貴志がため息をつくものだから、のろのろしていた足取りがそこでぴたりと止まった。

「どうしたんだよ」

「いや、もし幽霊が出るとしたら、……俺の母かもしれないなと思った」

「貴志さんの？」

　驚おどろいた声に、懐中電灯の灯あかりの輪っかに浮うかぶ影がこくりと傾かしぐ。

「もともと身体からだが弱くて、俺が中学生になったばかりの頃に肺はい炎えんであっけなく亡なくなったんだ。その後、俺は本家に引き取られたんだが、親父おやじの正妻というのがこれまた気が強いひとで、最後まで俺の母を激しく嫌きらっていた。親父が会長になって表おもて舞ぶ台たいから下がったあと、社長になったのが嫡ちやく子しの弓彦じゃなく、俺になったことも強く憎にくんでいる。いまでも、俺は『血筋が悪い』という正妻の言葉で、吉葉本家の表おもて玄げん関かんから入ることは許されていない」

「そんな……」

「この会社に幽霊が出るとしたら、息を引き取る間ま際ぎわまで俺の行く末を心配していた母かもしれないな。俺は幼い頃から自分の立場ってものをだいたいわかっていたから、べつに気にしちゃいなかったんだが、母のほうは……まあ、いろいろとつらい思いをしたようだから」

　苦く笑しようとともに告げられた事実の重みに、言葉を失ってしまった。

　一歩外に出れば『吉葉』の顔として広く知られる貴志に、仄ほの暗ぐらい影がつきまとっていることを知り、なにをどう言えばいいかわからない。

　貴志には『吉葉』を引っ張っていくだけの力量があると誰だれもが認めているのに、いまだ本家の表玄関から入ることを許さない弓彦たちの卑ひ小しようさに嫌いやな気持ちがした。

　彼には、家族がいない。守ってくれるべき味方がいない。影のように育たなければならない環かん境きようだったからこそ、こんなにも強きよう靭じんな精神を持った大人になったのか。

　いや、むりやりにでも強い大人にならざるを得なかったのかもしれない。

　──俺みたいに、甘やかしてくれるひとがたくさんいるわけじゃなかったんだ。たぶん、なんでもひとりでやり抜ぬかなきゃいけなかったんだ。

　これまでに何度も、多くのひとに、「尋はホント、ぼんぼん育ちだから」と言われてきたが、いまほど歯がゆい思いをしたことはない。

　貴志のように外側も内側もしっかりした大人の男の隣に並ぶには、あまりに幼すぎる自分に引け目を感じてしまう。

　本来なら、気さくに言葉を交かわすのはもってのほか、放ほう埒らつな熱を分け与あたえる仲になることすらおかしい。

　──俺が違い法ほうモノのＤＶＤを職場に持ち込んでいなかったら、こんなふうに親しく喋しやべるようになっていなかったはずだ。

　矛む盾じゆんしたふたつの考えが交こう錯さくし、尋の口を閉じさせてしまう。

　貴志にしてみれば、自分という存在はほんの暇ひま潰つぶし、からかい甲が斐いのあるおもちゃみたいなものだろう。

　生おい立ちはどうあれ、自分というものをしっかり持っている貴志には、もっとふさわしい人物がいるはずだ。

　性格も、容姿も、社会的立場にしても、『吉葉』というブランドを背負って立つ貴志に劣おとらない、すぐれた人物をうっすらと思い浮かべるうちに、知らず知らずとうつむいていたらしい。

「どうした、黙だまり込んで」

「……なんでもない」

「なんでもないことはないだろう。幽霊の話に怖おじ気づいたか？」

「そんなんじゃないって」

「じゃあ、どうして黙るんだ」

　貴志にしてはめずらしく食い下がってくるが、尋はあえて知らぬ顔を決め込み、早足で歩き出した。うしろから、こつこつと靴音が追いかけてくる。

「貴志さん、もう帰りなよ。巡じゆん回かいは俺ひとりでやるから」

　だが、なにも返ってこない。聞こえてくるのは足音だけだ。

　暗くら闇やみの社内を見て回り、不ふ審しん箇か所しよがないかどうか、鍵かぎはちゃんと閉まっているか確かく認にんしたら、また地下の警備員室に戻もどり、次の巡回時間まで少し休きゆう憩けいする。

　階段を使って五階から四階へ、そして三階へと下りた。そのあいだも、一定の距きよ離りを保って貴志の足音がついてくる。

　そのことにむやみに腹が立ち、三階の階段の踊おどり場で、「帰りなってば」と振ふり向いたが、懐中電灯の灯りが射さすほうには誰もいない。

　ぎょっとしてあたりを見回した一いつ瞬しゆんのうちに、暗がりに回り込んでいたのだろう。背後から、急に強く抱だきすくめられた。

「貴志さん、なにやってんだよ……！」

「驚いたか？」

　可笑しそうに笑う声にもがくのも忘れ、身体の力が抜ぬけてしまう。

「脅かすなよ……。心臓、止まるだろ！」

「おまえはそこまでの甘ちゃんじゃないだろう」

　囁ささやく声に覚えのある熱が混じっているのを聞き取り、尋はくちびるを嚙かみ締しめた。

　だめだ、どうしても。

　このあいだ、貴志に抱かれてから自分の中にある情欲が、どうやってもコントロールできない。貴志に触ふれられるだけで耳たぶまで熱くなり、ここがどこかということも忘れさせてしまうようだった。

　それでもなんとか貴志の胸を押しのけ、「……やめろって」ととぎれとぎれに言った。

「なにするつもりなんだよ……」

「おまえを抱きたい」

　シンプルな言葉が尋の意識をがんじがらめにし、わずかな抵てい抗こう力も失わせてしまう。

　もともと、抗あらがう気はなかった。形ばかりに暴れてなんとかプライドを保ったとしても、貴志の両りよう腕うでにすっぽりと収まり、上背のある彼に顎あごを摑つかまれると、くちびるが触れる前から熱っぽい吐と息いきがあふれてしまう。

「だめ、だって……ここ、会社じゃん……ヤバイよ、誰かに見られたら……」

「こんな時間じゃ誰もいない」

　カチリと懐かい中ちゆう電灯のスイッチが切られて、あたりは暗闇とすり替かわる。

　くちびるのラインを親指で何度もなぞられているうちに、じわじわとした快感が這はい昇のぼってくる。

　少しずつ湿しめり気を帯びていくくちびるをからかうように吐息がかかり、貴志がようやく自分のそれを重ねてきたことで、思わず彼の背中にしがみついてしまった。

　上等なスーツに皺しわができてしまうかもしれないが、気にしていられるか。

　軽く触れ合わせるキスだけじゃもの足りなくて、自分から背せ伸のびして深く舌を搦からめた。

「……んっ……ぁ……」

　髪かみをまさぐりながら、貴志の舌がくねり挿はいってくる。

　熱い唾だ液えきをたっぷり搦めたそれは混じりけなしの欲情をかき立て、貴志が触れてくるところならばどこでも敏びん感かんに反応してしまう。

「こっちに来い」

　手を摑まれ、踊り場にある男子トイレに連れ込まれた。

　室内の灯りを点つけなくても、踊り場の非常灯が薄うすぼんやりとここまで届いてくる。

　大きな鏡のついた手洗い場で制服を半はん端ぱに脱ぬがされ、ぴんと尖とがりきっていた乳ち首くびを人差し指で弾はじかれて、涙なみだが滲にじみそうだ。

　キスのあいだ中、ワイシャツに乳首がひりひりするぐらい擦すれて、どうしようもなく昂たかぶっていた。

「キスだけで乳首が勃たつようになったのか？」

「……っ貴志さんの、せいだろ……！」

「ああ、そうだ。俺のせいだ。俺が、おまえをこういうふうに仕込んでやったんだ」

　確信を込めた声とともに乳首をこね回され、ツキツキとした痛みに近い快感が身体中を駆かけめぐる。

　スラックスのジッパーを下ろされて、根元からぐんと勃ちあがるペニスを握にぎられただけで達しそうだ。

「自分の顔を見てみろ」

　貴志が背後に回り、顎を押し上げてくる。暗がりにようやく目が慣れ、鏡の中の自分がぼんやりと見えた。

　ジッパーからはみ出させた性器を扱しごき、もう片方の手でワイシャツを開き、真っ赤に充じゆう血けつした胸の尖りを尋自身に見せつけるかのように弄いじり回す男が肩かた越ごしに笑いかけてくる。

「俺のせいで、おまえはこんなにいやらしい顔をするんだ」

「あ──ぅ……っ」

　痴ち態たいを映す鏡に両手をつき、尋は喘あえいだ。淫みだらに上気した顔がこっちを見ている。

　もの欲しげに濡ぬれたくちびるを開き、男の愛あい撫ぶを誘さそうような顔つきに、ひくんとペニスがしなった。

　かしこまった紺こんの制服を男の手によって乱されるのにも、ペニスの先せん端たんの小こ孔あなに指を埋うめ込まれるのにも、ひたすら感じてしまう。

　どんなに口では嫌いやだと言っても、身体からだが正直すぎる。

「たか、しさん……っ」

　くびれから亀き頭とうにかけて、いちばん敏感なところを執しつ拗ようになぞってくる男にせがむと、腰こしを摑まれ、身体の位置を変えられた。それから、貴志が突とつ然ぜんしゃがみ込んだことで、「なに……」と身体を震ふるわせたが、そのあとはもう声にならなかった。

「……ッ……！」

　いきり立ったものを、貴志の口の奥深くに含ふくまれた。

　熱くぬめる舌による愛撫は指で与えられるものとはまた違ちがい、尋は気が狂くるったように頭を振った。

「あっ、ん、ぁ……っ」

　フェラチオの経験がないわけじゃない。だが、貴志のように社会的地位の高い男がみずからひざまずき、自分のそこをしゃぶり立てるとは思っていなかったのだ。

　じゅぽっ、と淫らな音が響ひびき、天を向く亀頭で貴志の口こう蓋がいを擦こすってしまうのが恥はずかしくても、止めようがない。

　貴志のそれに比べればやや細めの性器に絡からみ付く舌は肉厚で、ねっとりと唾液を伝わせ、尻しりの狭はざ間まにも熱い感かん触しよくが伝わった。

「……いい……っ」

　いままでに味わったことのない凄すさまじい快感に、次々と声が漏もれてしまう。くびれをしゃぶられると、じわっと頭の中で熱いなにかが滲にじむほど感じる。

「しゃぶられるのは好きか」

「んっ……、すき、……かも……」

　従順に頷うなずいたのが、貴志は気に入ったらしい。

「それじゃ、こうするとどうだ？」

「……っぁ……！」

　やさしく舐なめられていたくびれにきゅっと歯を立てられたのが気持ちよすぎて、貴志が支えてくれていなかったら、そのままがくんと座り込んでしまっていたはずだ。

「すごい、……いい、……もっと、して……、もっと、嚙んでよ……」

「たいした奴やつだな。望みどおりにしてやる」　>>>♥

　どこか楽しげな貴志の言葉ひとつひとつが意識を灼やいていく。

　ほかの誰だれも、こんなことは言わない。こんな強い快感もくれない。

　セックスは好きでも嫌きらいでもなかったが、貴志の手で変えられてしまうのが少し怖こわい。だが、ひと匙さじの期待もある。

　どこまでおかしくなるか、自分でもわからない。

　けれど、プライドを優先して快感を必死に堪こらえるよりも、あられもなくよがり狂う自分を貴志も欲している気がする。

　貴志の髪を摑み、自然と腰を揺ゆらした。

　目もくらむ快感は身体の真ん中をまっすぐに突つき抜け、先端の小孔を舌先でくりゅっと弄られたのと同時に、溜ため込んでいた精液をどっと吹ふきこぼしてしまった。

「あ、あっ、……あぁ……」

　とくとくと脈打つそこを舐ねぶり回し、飲み干す男の髪を摑む手のひらが、熱く汗あせばんでいた。

「濃こい味だった。溜めてたのか？」

　笑い声に、かっと頰ほおが熱くなる。

「このあいだ、……あんたにされてから、……誰ともやってなかったから……」

「自じ慰いもしなかったのか」

「してねえよ」

　達したばかりのそこをまだ探さぐってくる貴志にすがりつき、情欲が滲む目で睨にらんだ。それから、軽く彼のそこをスーツの上から触ふれ、「……俺も」と掠かすれ声で呟つぶやく。

「俺も、……していい？」

「なにをだ」

「……俺も、貴志さんの……」

　言いながら貴志の前にしゃがみ込み、ごくりと息を吞のんだ。

　スラックスの前をきつく盛り上げる男のそれを、このあいだ身体の奥深くまで受け入れたばかりだが、口で味わうのは今夜が初めてだ。

「なにがしたいんだ？」

　汗ばむ指でジッパーを引き下ろす尋に、最後まで言わせたいらしい。貴志の強い語調に、尋は喘ぎともつかないため息を漏らした。

「貴志さんのここ、……舐めてみたい」

「好きにしろ」

　くくっと笑う声にそそのかされて、彼のそこを剝むき出しにした。

　グロテスクなまでに筋を浮うき立たせた男根は斜ななめに太く反り返り、とてもじゃないがいっぺんには口に含みきれない大きさだ。

　──こんなの、俺、よく受け入れたよな……。

　バカなことを考えてしまうぐらい、貴志のものは大きい。

　とくにエラが張り出していて、くびれとの差が極きよく端たんだ。そこから先も太くて長く、根元は硬かたい茂しげみに覆おおわれている。

　怜れい悧りな顔をした貴志のそこを震える指で摑つかみ、ちらちらと舌を這はわせ始めた。

　濡れたくちびるに肉棒を挟はさみ、舌先を尖らせて下から上へとつうっと舐め上げると、掠れた吐と息いきがこぼれ落ちてくる。見上げれば、薄うす闇やみに眼鏡めがねをかけた男の感じる顔が視界に映った。

　うつむいているせいで髪かみが乱れ、くちびるがわずかに開いている。そこからこぼれるのは、間ま違ちがいなく情欲の吐息だ。

　──俺でも、感じさせられるんだ。

　つたない奉ほう仕しでも貴志が感じてくれるのだとわかると、たまらなく嬉うれしい。

　床ゆかに膝ひざ立だちになって彼のそこを口いっぱいに頰ほお張ばり、じゅぽじゅぽと音を響かせるほど淫いん猥わいに舐めしゃぶった。

「んっ……っぅ……ん……っ……」

「……おまえのも、もう硬くなってるじゃないか」

　貴志が言うとおり、さっき達したばかりの自分のそこがゆるく首をもたげていた。

「自分で扱いてみろ」

「ん……っ」

　挑ちよう発はつするような言葉に煽あおられ、涙なみだを滲ませながらも尋は貴志の言葉に従った。太い男根をしゃぶりながら、自分の性器を握にぎり、擦っていると、すぐにガチガチに硬く勃たち上がる。

「おもしろいぐらいに感じやすい身体だな、そんなにセックスが好きか？」

「ん、──んんっ」

　違う、と言いたかった。

　確かに敏びん感かんすぎる身体かもしれないけれど、貴志が相手だからだ。ほかの誰とも、こんなに熱くなれない。自分からはしたなくねだることもしない。

「制服を着たままで自分のそこを握って、男のモノを咥くわえて……気持ちよければおまえは誰にでも身体を差し出すような淫いん乱らんか」

　どこか冷たい感情を含んだこのひと言には、胸がずきりと痛んだ。

　同じような言葉を何度も言われてきたが、今回だけは、はっきりと違うと言いたい。

　──どうしてなんだ？　なにが違うんだ？

　自分自身に問いかけながら、尋は彼の身体にすがりつきながら立ち上がった。

「違う、──俺は誰とでも寝ねるわけじゃない、……貴志さんが、相手だから……」

「社長である俺の言うことを聞かなかったらクビにされると思うからか？　あの写真をばらまかれると恐おそれてるからか？」

　なおも問いつめてくる貴志の真意がわからないまま、身体の向きを変えさせられた。

　再び、鏡に両手をついて腰こしを突き出し、狭せまい窄すぼまりが貴志の指でほぐされていく。

　さっきまで舐め回していた男根を尻の狭間にあてがわれ、肺の奥からとてつもなく熱い息が押し出される。

「……違う、……そんなんじゃ……っ、ぁ、……っ！」

　このあいだよりも性急に押し挿いってくる肉につ塊かいに身体からだが引き裂さかれるようで、あまりの苦痛に思わずくちびるを嚙かみ切ってしまった。

　男を受け入れるのにまだ慣れていない身体を、貴志は構わず蹂じゆう躙りんしてくる。

「あっ、あぁっ」

　トイレの壁かべに、天てん井じように、声が跳はね返った。焼け火ひ箸ばしのように熱すぎる肉棒で穿うがたれ、腰がずり上がりそうなのを貴志にきつく引き戻もどされて、さらに奥へとねじ込まれた。

　貴志のこころがわからない。なにを考えているのか、なにを求めているのか。

　なにもわからないというのが、もしかしたら正しいかもしれない。

　警備のバイトとして雇やとわれてもう一か月以上経たつが、ついさっき聞いた生おい立ち以外に、貴志の私的な面はほとんど知らないに等しいのだ。

　どこに暮らしているのかも知らないし、仕事以外のときはどんなふうに過ごしているのかも知らない。

　いくつかの偶ぐう然ぜんが重なった末に生まれたドライな快感をぶつけ合うだけの関係に、貴志は、そして自分は、なにを求めているのだろう。

　どんな答えが欲しいというのか。

　──このあいだのほうが、まだやさしかったのに。どうして今日はこんなに乱暴にしてくるんだ？

　引きつれるような悲鳴を飲み込むように、貴志が深いくちづけを求めてくる。それに朦もう朧ろうとした意識で応こたえる反面、強ごう引いんに突かれ、擦こすられて、少しずつ潤うるみながら男にまといついていく自分の身体の反応を知り、ああ、と掠れた声を漏もらした。

　力ずくで犯おかされているのに、どうしても抵てい抗こうできない理由がわかりかけていた。

　前に回る貴志の手が、そそり立つペニスをくるみ込み、じゅくっ、と扱しごき上げてくる。それと一いつ緒しよにうしろも太いもので貫つらぬかれ、尋は貴志の動きに合わせて腰を揺らした。

　貴志の形そのままにくり抜ぬかれてしまいそうな肉洞が淫みだらにうごめき、ひくひくと震ふるえるのが自分でもわかる。

「貴志さん……俺……、んっ、……あぁ……っ」

　なにが自分にそんな気持ちを抱いだかせたのか、ひとつひとつあきらかにすることはできない。

　ただ、ひとつだけ確信できたことがある。

　──誰とでもこんなことをしたいわけじゃない。このひとが相手だからだ。俺は貴志さんが好きなんだ。このひとなら、なにをされてもいい。

　自分とはまったく違ちがう環かん境きように育ち、独自の強さと才能を身につけた男のシニカルな微笑ほほえみにどうしようもなく惹ひきつけられるなんて、自分でもバカバカしいとわかっているけれど、ここまできたら認めるしかない。

　荒あらっぽい息を吐はきながらも、無言で、濡ぬれた肉にく襞ひだを突つき上げてくる貴志に、胸の裡うちを素す直なおに明かせればいいのだろうが、息することもままならない状じよう況きようでは、ひんやりした鏡をかきむしるだけだ。

　だから、気づけなかった。

　自分の中で力を増す一方の男を受け止めるのが精せい一いつ杯ぱいの尋に、少し離はなれた場所で、ちいさくカシャリと響ひびく策略の音は届かなかった。










　真夏の太陽がアスファルトを灼やき、三十度以上の熱帯夜が続く八月なかば、尋は額の汗あせを拭ぬぐいながら、『吉葉』ビルにやってきた。

　さまざまなバイトを経験してきたが、今回ほど精を出している仕事は初めてなんじゃないだろうか。

　むろん、それには貴志の存在が大きい。彼が好きなのだとはっきり認にん識しきしたら、一日でも多くバイトに出たかった。

　セックスができなくてもいい。顔を見て、少し話す時間が持てればそれで十分だと思う自分は、まるで恋こいを覚えたばかりの中学生みたいだと気き恥はずかしくなる。

「ウィーッス、お疲つかれさまです」

「おっ、今日も早いねぇ、大河内くん」

　地下二階の警備員室に入ると、休きゆう憩けい中の小杉がテレビを見ていた。

　午後八時の交こう替たいが待ちきれず、最近は早ければ六時半か七時には出勤し、警備員室でのんびり過ごすのが日課になっている。

　この時間帯だとほかの警備員や社員もまだいて、時間前に来ている尋に「真ま面じ目めだなぁ」と笑い、お茶ちや菓が子しのあまりをくれたり、「大学生だっけ。就職どうするの？」などと世間話に興じたりした。

　そんななかでも、尋が楽しみにしているのは、やはり貴志と会うことだが、用もないのに彼の部屋を訪ねることはできない。

　貴志に会うには人ひと気けがなくなる深夜まで待たねばならないのだが、そのほかにももうひとつ、楽しみがあった。

「ほら、今日も大河内くんのために、うちの母ちゃんが張り切って弁当こさえてくれたよ」

「マジッスか。すぐ食ってもいい？」

「どーぞどーぞ。今日はな、母ちゃん特製のハンバーグ弁当。大学生のバイトくんがいるって言ったら、うちの母ちゃん、俺の弁当づくりよりも張り切っちまってよ」

「うわ、今日もめちゃウマソー」

　ギンガムチェックのバンダナ包みをほどき、弁当箱を開くと、艶つや々つやしたソースをたっぷり絡からめたハンバーグに半熟の目玉焼きが載のっかっている。

　筑ちく前ぜん煮にのそばに、ブロッコリーを軽く塩で味つけしたものや、星形のにんじんの付け合わせも添そえられているのが可愛かわいくて、思わず笑ってしまった。まるで、幼よう稚ち園えんに通う子どもに持たせる弁当みたいだ。

「こういう弁当、子どもの頃ころにだって食べたことないッスよ」

「えー、そうか？　大河内くん、可愛がられて育ってきたように見えるけどなぁ」

「うち、歯医者だから。両親ふたりとも忙いそがしくて、家事は専用のお手伝いさんに任せっぱなしだったし、いまはひとり暮らしだから」

「ブルジョアな発言だねぇ。お手伝いさんがいる家なんて、うちの近所にゃ一いつ軒けんもないな。さすが、ぼんぼんは違う」

　しみじみ言う小杉にちいさく笑い、「いただきます」と礼を言って弁当を食べ始めた。

　コンビニ弁当ばかり続けている尋を心配し、ある日、小杉が、「たいしたモンじゃないけどよ、うちの母ちゃんに弁当つくってもらったよ？」とギンガムチェックのバンダナで包んだ弁当箱を渡わたしてくれたのだ。

　外食ならともかく、手製の弁当となると妙みように気が引けたが、小杉の妻は調理師免めん許きよを持っていて、相当旨うまいものをつくると、あの貴志も保証していた。

　試ためしに一口食べてみると、そんじょそこらの定食屋よりも旨かった。玉子焼きに肉団子、セロリとじゃこの炒いため物と、メニューはいたって平へい凡ぼんだが、下味をしっかりつけ、時間が経って冷めてもおいしく食べられるよう工く夫ふうがしてあるようだった。

　今日のハンバーグ弁当も、文句なしにおいしい。

「どうよ、うちの母ちゃんの味は」

「マイウー」

　顔をほころばせたとたん、ぽろっとこぼしたご飯はん粒つぶも丁てい寧ねいに拾って食べ、教科書サイズの弁当箱にぎっちり入ったご飯をあっという間に平らげた尋は、「ごちそうさまでした」と深々と頭を下げた。

「いやー、マジ、小杉さんちの奥さんって料理上手ですね。いいなぁ。家じゃ、いつでもウマイもの食わせてもらえるんでしょ」

「まーな、それだけが自じ慢まんよ。うちにも子どもがふたりいるんだけど、どっちももう結けつ婚こんして独立しちゃってさ。まあ、せいせいしたところだけど、ちょっとばっか寂さびしいやな。母ちゃんとしては、俺以外に弁当をつくるのが久しぶりだっていうんで、スゲエ張り切ってるわけよ。『最近の若い子は筑前煮とか食べるかしらねえ』とか、楽しそうだもんな」

「ウマかったッスよ。筑前煮って案外手て間ま暇ひまかかりますもんね。ひとり暮らしじゃ、なかなかできないですよ」

　空になった弁当箱を綺き麗れいに洗って返すと、小杉も嬉うれしそうだ。

「今度、なんかお礼しますね。いつもごちそうになってばっかりじゃ悪いし」

「気にすんなって。夜勤を大河内くんひとりに押しつけてる詫わびだよ、詫び。そろそろ交替要員が入ってきてもいいんだけどなぁ、貴志社長がなかなか『うん』と言わないから。あのひとの目っていうのも結構厳しいんだよなぁ」

「……警備の面接って、いつも貴志社長が立ち会うものなんですか？」

「まー、だいたいそうだな。社員はもちろんだけどさ、会社を『守る』って立場の警備員についてもおろそかにしたくないって、俺の面接のときに言ってたよ。いまどき、あれだけ仕事熱心な社長っていうのもめずらしいねぇ。感心するねぇ」

　頭を振ふり振り言う小杉にちらっと笑って、上着の襟えり元もとについた社章をなんとはなしに弄いじり回した。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで仕事ばかりしているという印象の強い貴志だが、その誠意はちゃんと伝わっている。たまに話しかけてくれる社員たちは皆みな、真面目で朗ほがらかで、『大学卒業したら、うちに来ない？』と誘さそってくれる者もいる。

『外から見たら堅かたそうな会社に見えるけど、内部は案外自由だよ。貴志さんが社長に就任されて以来、現場の声もダイレクトに聞いてもらえるようになったし。新しい企き画かくについても、ちゃんと耳を貸してくれるしね』

　尋が以前行ったことのある青山のカフェは、『吉葉』ブランドだけに頼たよらず、新しい時代に合う新しい味を追求しようという現場から出たものらしい。それを貴志はきちんと聞き届け、実際に形にするところまでとことんつき合ってくれた、とアイデアを出した社員が嬉しそうに言っていた。

『うちみたいに歴史が長い会社だと、どうしても封ほう建けん主義になりやすくてね。前社長も、そのへんを危き惧ぐされて、大だい胆たんな改革をやってくれそうな貴志さんを社長に据すえたってわけなんだ。最近じゃ、副社長の弓彦さんも現場によく顔を見せてくれるようになって、僕らと活発に意見交こう換かんしてるよ』

　弓彦と貴志の微び妙みような関係を知っている者はちらほらいるようだが、公おおやけではない雰ふん囲い気きが窺うかがえた。話を聞いていた尋も曖あい昧まいな顔で頷うなずき、弓彦たちの関係については深追いしなかった。

　とくに口止めされたわけではないにしろ、庶しよ子しであることを淡たん々たんと告げた貴志にしても、血筋という目には見えない関係で、仕事に影えい響きようを及およぼしたくないはずだ。

　貴志に負けじと、弓彦も現場に出て社員たちとコミュニケーションをはかっているという事実は喜ばしいかぎりだ。

　弓彦は弓彦なりに自分の立場を認め、貴志の右みぎ腕うでとなるべく積極的になっているのだろうか。

　──ほんとうにそうならいいけど、実際、どうなんだろう。貴志さんははっきりと、弓彦さんや正妻たちに『憎にくまれている』と言っていた。その感情は昨日今日根付いたものじゃない。長い時間をかけて根付かせてきた憎しみを、あっさりと水に流してしまえるんだろうか。

　半信半疑ではあったものの、弓彦と顔を合わせる機会が少ないだけに、彼のひととなりというものを判断しきれなかった。

　もし、貴志がなにかに困っているなら力になってやりたい。だが、一バイト、一警備員、しかも一回りも年下の自分になにができるのかと考えると、自分でもためらってしまう。

　──性欲を解消してやるぐらいしか、俺にできることってないよな。なにもできないってのが、ホントのことかも。

　そんなことを考えながら、早めに警備の交替をすませ、いつもの制服を身につけた尋は社内巡じゆん回かいを始めた。

　夜八時、社内にはまだ残業しているひとたちがちらほら残っている。「お疲れさまです」と声をかけながら各部屋、トイレをチェックし、五階の社長室へと向かったときだった。

　突つき当たりの部屋から、かすかに怒ど鳴なり声が聞こえてきたことに、尋は眉まゆを吊り上げた。

　ぶ厚い扉とびらを透すかして聞こえたのは、貴志のものではない。

　社員か、それとも自分より年上の役員たちと言い争っているのか。

　へたに入ったらまずいと思いながらも、やはり気になってしょうがない。

　歩をゆるめて社長室に近づくと、突とつ然ぜん、扉が大きな音を立てて開いた。

「──好きにしろ！」

　声を荒あららげながら血相を変えて出てきたのは、驚おどろいたことに副社長の弓彦だ。

　尋と目が合うなりはっとした顔をした次に、弓彦は困こん惑わく混じりの笑えみを浮うかべた。その柔にゆう和わな微笑ほほえみは、最初に会ったときとまったく変わらない。

　いい暮らしをしてきた者だけに備わる優ゆう雅がさと洗練された容姿は、野性味を帯びた貴志とはまた違ちがう魅み力りよくだ。

「……格好悪いところを見られちゃったね。ごめん」

「いえ、あの……べつに、俺はなにも聞いてませんから」

　穏おん和わな弓彦らしくなく怒鳴っていたことからも、なにかしらのトラブルが発生しているらしいことはわかったが、詳くわしいところまで追える立場ではない。

　こういう場合、さりげなくそばを離はなれるのがいいのだろうと思ったが、つかつかと足早に近づいてきた弓彦に急に腕うでを取られた。

「遅おそくまで警備していると、貴志と話すこともあるだろう」

「あの──」

「あいつには気をつけなさい。近づかないほうがいい」

　唐とう突とつな言葉に目を丸くする尋に、弓彦はちいさくため息を漏もらす。

「あれは、昔からいろいろと問題ばかり起こしてきた。僕ら吉葉の者もほとほと手を焼いているんだ」

「……どんなこと、したっていうんですか？」

「きみは知らないかもしれないね。あれは、正妻の子じゃないんだ。実の母親はちっぽけなクラブのママでね、商才があるのはまあ……血筋なんだろうけど」

　壁かべに寄りかかった弓彦が、「あれ」というたび、なんとも言えないもやもやとした不快な気分を味わった。

　貴志の名前を呼ばず、「あれ」と蔑さげすむのは、彼が正しい血筋にあるからだろう。

「商才を仕事に活いかしてくれるのは結構だが、あちこちの女にまで手を出すらしくてね。そのうち、男にまで触しよく手しゆを伸のばすんじゃないかってひやひやしているよ。きみは大だい丈じよう夫ぶ？　あれに変なことされたりしていないかい？」

「俺はべつに……、そんなことは……」

　貴志が、多くの女に手を出す。単なる戯ざれ言ごとに過ぎないと自分に言い聞かせても、ざわついていた神経が一層尖とがっていくようだった。

　貴志ほどの男なら、群がる女の数は相当のものだ。その気になる男がいないとも言えない。

　──だって、俺自身がそうだし。

　自己卑ひ下げしているうちに、視線が下を向いてしまう。

　彼の二十四時間を見張っているわけではないから、自分がいない場所で誰だれと会っているか知らない。どんなことをしているかも、考えているかも、わからない。

　──俺にしたみたいなことを、ほかのひとにもするんだろうか。

　言葉もなくうつむいてしまった尋に、弓彦はもう一度、「気をつけて」と忠告してくる。

「あれが社長になったのも、自分の生おい立ちを利用してのことなんだ。あいつは目的を遂とげるためなら、なんでも利用する」

「……え？」

　ある種の険しさを込めた声に、思わず顔を上げた。

「もともと、『吉葉』は世せ襲しゆう制だから、本来なら僕が社長になるはずだったんだ。だが、あいにく、父が昔、うっかり間ま違ちがって手を出してしまったクラブの女が身ごもってしまった。それが、貴志だ。あれの母親というのもまた性しよう悪わるでね……、多額の金をたびたび要求されて、僕の母が何度泣かされたことか。──貴志は、自分をトップにしなければ不ふ遇ぐうな生い立ちを世間にばらすと父に迫せまった。いや、脅おどした、というほうが正しいかな。『吉葉』のように長い歴史を築いてきた会社にとって、そうしたスキャンダルは命取りになるんだ。『清せい廉れん潔けつ白ぱく』を掲かかげ、最高のおもてなしと美味を提供する料りよう亭ていを、貴志は乗っ取ろうとしているんだよ」

　シャープなグレイのスーツの襟えりを正した弓彦の言葉の、どこからどこまでが真実なのだろう。なにを疑えばいいのだろう。

「最近では、福岡や京都の板前や仲居たちの給きゆう与よを勝手に下げたという噂うわさも聞く。それだけじゃない。賞味期限の切れた食材をごまかしてお客様にお出ししたり、産地偽ぎ装そうもやっているようだとの指し摘てきも内々に受けているんだ。……ほんとうに困ったよ。いつ、このネタが表おもて沙ざ汰たになってしまうか、僕も頭が痛い。親しいマスコミ連中には、早はや合が点てんしないでくれと頼たのみ込んであるんだがね。早そう急きゆうに手を打たなきゃいけないから、さっきまで貴志と話し合っていたんだが、……結局、和解できなかった」

　ひとしきり喋しやべり、弓彦が「ごめん」と、呟つぶやく。

「久しぶりに頭に血が上ってしまったみたいだな。きみにまで、変な話を聞かせてごめん」

「いえ、……誰にも喋りませんから」

　掠かすれた声で言うと、弓彦が軽く肩かたを叩たたいてきた。

「すまなかった。……でも、さっき言ったことはほんとうだよ。貴志にはできるだけ近づかないほうがいい。そのほうが、きみのためだ」

　説得力ある声で言い置き、ジャケットの裾すそをひるがえして歩き去っていく弓彦の背中を、尋はぼんやりと見つめていた。

　一いつ瞬しゆんのうちに吹ふき込まれた話は、貴志から聞いたものとまるっきり真逆だ。

　病気がちで、息を引き取る間ま際ぎわまで貴志の行く末を心配していたはずの母親は、弓彦たちに大金をせびっていたという。

　その貴志も、自分の生い立ちを嫌いやなほうに利用して、社長の座を勝ち取ったのだと弓彦は囁ささやいてきた。

　──なにがほんとうで、なにが噓うそなんだろう。

　ほんとうに貴志を好きならば、疑うことすらバカバカしいはずなのに、そうできないのは、彼そのものをよく知らないという事実があるからだ。

　弓彦の真しん剣けんな言葉をまったく信じないというのも、難しい。福岡や京都にある『吉葉』の板前や仲居たちが辞やめていくという話を聞いたのは、ついこのあいだのことだ。

　あのとき、貴志は憂ゆう鬱うつそうに、『また、この件か』と呟いていた。

　従業員がいつかなくなってしまったのは、いまに始まったことじゃないのだろう。

　──それに、賞味期限が切れた食品を出していることや、産地偽装までしているって言ってた。それがもしほんとうだったら、『吉葉』は大変なことになる。休業か、へたすると廃はい業ぎようにまで追い込まれるんじゃないだろうか。

　灯あかりの点ついている社長室をそわそわと眺ながめ、──俺になにかできることはないんだろうか、と考えたが、いいアイデアはなにも浮かばない。

　彼がどんな仕事をしているか末まつ端たんは聞いていても、実務作業となるとなにがどうなっているのか、さっぱりわからないのだ。

　──俺が、経験のある社会人だったらよかったのに。

　初めてそんなふうに思った。いままではなんとなくだらだらと毎日が過ぎていくに任せ、住むところも食べることもすべて親がかり。

　暇ひま潰つぶしをするための趣しゆ味みがバイト、と言ってあちこちの仕事場をのぞいてきたが、貴志と弓彦の言葉のどちらが正しいのかと揺ゆれてしまう軟なん弱じやく者もので、たとえ貴志を信じたとしても、たいした力になれないことは自分がいちばんよくわかっている。

　苦い思いで社長室をあとにし、再度、五階を訪ねたのは午前一時の巡じゆん回かい時だ。今夜も貴志はひとり残って仕事をしているようだ。

　灯りが漏れる扉とびらを軽くノックし、「お疲つかれさまでーす」とできるだけいつもの調子で呼びかけた。

「おまえか」

　パソコンから目を離した貴志が、「もう一時か」と呟く。鋭えい角かく的な頰ほおのラインが目立つ。連日の激務で少し瘦やせたのかもしれない。

　弓彦との激しい口論も、彼を疲れさせる一因なのだろう。身内に敵を抱かかえてしまった貴志が心配でたまらないが、彼を奮起させられるような名案があるわけでもなし。ただ、こうしてさりげないふりを装って、貴志の様子を見守ることぐらいしか、いまはできない。

　深いところまで関かかわれない自分が、ただただ悔くやしかったが、努めて笑顔を保つようにした。

「あんたさぁ、毎日毎日残業ばっかじゃん。そのうち身体からだ、壊こわすよ」

「だったら、見み舞まいに来るか」

「は？」

「俺がベッドの中で仕事を片付けているあいだ、おまえには家事でもやってもらうか。それなら、一石二鳥だ」

「なんか違ちがうって、それ。ベッドの中にまで仕事を持ち込んだら、結局休めないじゃんよ」

「まあ、そうだな」

　軽口をたたいているあいだの貴志は、手て強ごわい表情をするでもなく、他た愛あいない応おう酬しゆうを楽しんでいるふうに見える。

「やってもやっても、仕事が終わらん」

　ため息混じりに言った男は大きくを伸びをしたあと、頭のうしろで両手を組む。めずらしく、芯しんから疲れている様子だ。

「福岡と京都の店の動きも油断できないし、新規メニューも考えたい……カフェの二店てん舗ぽ目についてもそろそろ本格的に動かなきゃいけないんだが……」

　ひとつあくびをする貴志を見ているうちに、ふと、こころのネジがゆるむ。

　弓彦の言葉がいまだ頭の隅すみにあるが、どんな手段を使うにせよ、貴志が仕事に精せい魂こん傾かたむけていることは真実だ。むやみに疑うことはしたくない。

　──このひとを信じよう。弓彦さんが言っていることはほんとうかもしれない。俺も、ある意味じゃ、彼のストレス発散のために利用されているのかもしれない。でも、いいじゃないか。好きなんだからしょうがないじゃないか。騙だまされたっていい。

「肩、揉もんでやるよ」

　うしろに回って軽く肩を揉んでやると、思っていた以上にこっている。

「目、使いすぎなんじゃないの？」

「そうかもな。俺が判子を押さないと進まない企き画かくが山ほどあるんだ」

「シャチョーさんも大変だ」

　おどけて言うと、貴志が悪いた戯ずらっぽい目で、「まあな」と言う。

「肩かた書がきなんかどうでもいいとたまに思う。社長にならなくても、俺は『吉葉』を支えていくひとりになりたいと思ってた。この料亭が出す味に惚ほれ込んでいたんだ。親おや父じも昔はずいぶんと口うるさかったが、外に女をつくったのは俺の母親だけで、あとは徹てつ底ていして味にこだわるひとだった」

「貴志さんのお父さんって、どんなひとだったの？」

　彼のほうから打ち明けてくれた過去に食いついてみると、貴志は苦笑い混じりだ。

「もともと腕うでのいい板前で、自分の目と舌をいつも疑い、信じることを繰くり返したようなひとだ。社長になってからも、現場の板前と一いつ緒しよになって、しょっちゅう厨ちゆう房ぼうに立っていたと聞く」

「ふーん……、絵に描かいたような頑がん固こ親父だね」

「ま、一口で言えばそうだ」

「そんなひとが、……どうして貴志さんのお母さんとつき合ったんだろ。……ほら、一応、正妻がいたんでしょ？」

　とても私的な部分に触ふれているだけに慎しん重ちような訊たずね方になったが、貴志のほうはとくに隠かくし立てするつもりはないようだ。

「正妻と親父は政略結けつ婚こんだったんだ。親父は料理に対するセンスを祖父に認められて婿むこ入いりしたんだが、正妻のほうは筋金入りのお嬢じよう様育ちでな。我が儘ままし放題で、板前出身の親父のことも自分より格下の人間だと見なしていたらしい。ただ、最初のうちは親父の頑固さがめずらしくて惹ひかれたところもあったんだろう。だから弓彦をもうけたんだが……」

　貴志がちいさくため息をつく。

「一子もうけたら、正妻の親父に対する愛情は一気に冷めたみたいなんだ。弓彦を猫ねこ可愛かわいがりするばかりで、仕事に追われる夫をねぎらうことを一いつ切さい放ほう棄きした妻に、親父も疲れたんだろう。そんなとき、たまたま、銀座のちいさなクラブを訪おとずれて、俺の母に出会ったんだ。俺が言うのもなんだが、母は正妻と真逆の性格で、控ひかえ目で、細かい気配りができるひとだった。親父もそこに一ひと目め惚ぼれして──いまの俺がいるというわけだ。俺の身辺調査はこれぐらいで満足してもらえたか？」

「まあね」

　軽く言ったものの、またひとつ貴志の過去を知り、より近づけたような気になってしまう。これが独りよがりな考えだとは十分わかっているが、貴志みずから話してくれたことを考えると、やっぱり嬉うれしい。

　支えていきたい、力になりたいという想おもいは募つのるばかりだ。

「いろいろ大変だったんだろうけどさ……貴志さんって、結構お父さんの血を強く受け継ついでるんじゃん？」

「そうか？」

「そうだよ。あんただって、なんでも徹底してるじゃんよ」

　肩かたを叩たたきながら言うと、貴志が笑って頷うなずく。

「……そうかもな。だから、親父も最終的に俺を社長に指名したんだろうな。相当迷ったという話は聞いているが……。弓彦にも才能はあるが、あいつは育ちがよすぎて、立ち回りがきかない。外面はいいから、メディアに出て『吉葉』をアピールしてくれるのには、十分に力を発揮してくれるんだがな。社長っていうのは、そういうことだけじゃ務まらないだろう。トップに立つと、さまざまな事こと柄がらにいっぺんに判断を下さなきゃいけないときもある。憎にくまれることも役目のひとつになる。そういうことを、あいつはたぶん受け入れられない」

「どーゆーコト」

「たとえばの話だ。なにがしかのトラブルに遭あって社員に食ってかかられたら、あいつの場合、熟考する間もなく逆ギレするだろうな」

　穏おだやかな表情が板に付いたような男でも、怒いかり狂くるう場面があるのだろうか。

　──でも、今日、確かに怒ど鳴なってたよな。

　そう言われると、貴志の言葉も納なつ得とくできる。

　弓彦の品のよさは確かに人受けするだろうが、あくまでも一過性のものかもしれない。そして、社長というのは、貴志のように傲ごう然ぜんとしていても、想像以上に粘ねばり強く、同時に俊しゆん敏びん性にすぐれた者がなるべきなのだろう。

　多くの人間をまとめる立場になるには、これぐらい根こん性じようが据すわった者ではないと務まらないのだ。

「貴志さん、社長を辞やめる気はさらさらないんだろ」

「ない。俺は誰だれかに憎まれても、『吉葉』を存続させていく」

　潔いさぎよいまでにきっぱり言うあいだも資料をめくる手を止めない貴志に触れていても、やましい気分が起きるわけではない。

　そばにいて、なにか話せれば十分だ。

　ワイシャツを透すかして、弾だん力りよくと温ぬくもりが伝わってくる。

　ここらへんかな、というところをぐっと押さえてやると、貴志は気持ちよさそうなため息を漏もらし、気前よく書類にポンと判子を押す。

「肩かた揉もみ、うまいじゃないか。おまえが始終そうしてくれたら、書類整理もはかどるんだが」

「冗じよう談だんこいてんじゃねえよ。マッサージって結構重労働なんだからな」

　散々文句を言いながらも、張った首筋や肩けん胛こう骨こつのあたりを丁てい寧ねいに揉みほぐしてやった。淫みだらな意味合いで触れるというのではなく、ごく自然なボディコミュニケーションができたことで尋自身もほっとした。

「京都や福岡の店の件って、まだこじれてんの？」

「ちょっとな。店長と電話で話してみたんだが、一部の板前や仲居たちにどうもなんらかの不満があるらしい。ただ、それをなかなか聞き出せないようなんだ。数日中に、俺自身が向こうを訪ねて聞いてこようと思う」

「そっか……、気をつけて行ってきなよ」

　現場に実際に足を運び、どんなことが起きているのか、自分の目で確かめないと気がすまないのだろう。

　仕事バカな男らしいと苦笑いし、マッサージの仕上げにゆるく肩をさすってやると、貴志が肩かた越ごしに可お笑かしそうな目を向けてきた。

「どうした。今日はやけに殊しゆ勝しようじゃないか」

「俺だって、たまには親切にしてやる日ぐらいあるよ」

「その、たまにってのはおまえの場合、十年にいっぺんぐらいだろ」

　どこかで似たような会話をした気がするが、よく思い出せない。

「礼をしてやる」

「ちょ、……貴志さん……っ」

　手首を強く引き寄せられ、またも会社で抱だき合うのかと慌あわてたが、違ちがった。

　ただ、くちびるが重なるだけで、じわりとした熱を分け与あたえるようなキスに尋もおとなしく従った。

　──こんなキスも、できるんだ。

　力ずくで抱かれることが多いせいか、穏やかなキスには慣れていない。

「……ん……貴志、さん……」

　頰ほおを撫なでたり、髪かみを梳すいてくれる指先にいつしか尋も身をゆだね、互たがいのくちびるのやわらかさを楽しむようなキスに浸ひたった。

　角度を変えてくちびるを重ね、甘くついばんだり、少し色気を出して嚙かんでみたり。

　身体からだの奥深くで疼うずく熱が本格的に動き出しそうなのを、貴志も感じ取ったのだろう。軽く尋を押しやり、額をつついてきた。

「これ以上したいなら、ここでおまえを犯おかすぞ」

「……バーカ。いくらなんでも社長室はまずいでしょ、社長室は」

　笑いながら抱き合い、貴志の広い背中を二度、三度、なだめるようにぽんぽんと叩く。

　自分よりずっと年上で、上背もある男を励はげましてやりたい。

　力になってやりたい。

　トラブル回かい避ひのために即そく行動できるような能力のある片かた腕うでにはなれないけれど、自分には自分なりの励まし方があるんじゃないかと思うのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。問題が起きても、あんたなら絶対に解決できるよ」

「おまえに慰なぐさめられる日が来るとは思わなかったな」

「言ってな。じゃあ、俺は巡じゆん回かいしてくるから。早めに帰りなよ」

「ああ、わかった」

　かぶり直した帽ぼう子しのつばをちょっと上げて挨あい拶さつし、うしろ手で社長室の扉とびらを閉めかけたときだった。

「また来いよ、尋」

　パタン、と閉まる扉の音に重なって、笑い混じりの貴志の声が聞こえた。

　いまのは、聞き間ま違ちがいじゃない。絶対に。

　──名前、呼ばれた。

　信じられない思いで、肩越しに社長室の扉を見つめた。

　もう一度この扉を開けて、「いま、もしかして名前呼んだ？」と確かめようかとも思ったものの、なんだか無ぶ粋すいな気がして、やめた。

　思い出してみれば、いまのいままで、「新人バイト」とか、「おまえ」としか呼ばれてこなかった。

　それがきっかけで最初の険悪なムードが生まれたのだが、あれから一か月以上が経たち、いまでは仕事の合間を見て、スリルのあるキスを交かわしたり、抱き合ったり、ときには今日のように仕事の話を聞いてみたりするまでになったひとつひとつをよくよく考えてみると、奇き妙みような関係だ。

　可笑しいような、驚おどろくような、それでいて、胸が甘く満たされる感情に尋は微笑ほほえんだ。

　恋こいに落ちる瞬しゆん間かん、なんて気き恥はずかしいものが自分に訪おとずれるとは想像もしていなかった。しかも、相手は年上の男だ。

　激しいセックスの最さ中なかにも、白く蕩とろけそうな意識で貴志が好きだと思ったことがある。

　けれど、名前を呼ばれたいま、こころに根付いた想いはもっと確かなものだ。

　──急に名前を呼ぶなんて、やってくれるじゃん。

　いま、自分の微笑みと似たようなものを貴志も扉の向こうで浮うかべているだろう。

　それをわざわざ確かく認にんする必要はない。

　──大丈夫だ。きっと、通じてる。

　ひとり笑い、尋は自分の仕事を全まつとうするため、懐かい中ちゆう電灯のスイッチをカチリと入れて、暗い社内を再び歩き出した。










　貴志の言ったとおり、福岡や京都の『吉葉』で従業員の出入りが激しいという噂うわさは、一週間もすると社内中に広まった。

　お盆ぼん休やすみが明けてすぐに、貴志は福岡、京都へ赴おもむいたものの、なぜ板前や仲居たちが長くいつかないのか、なかなか聞き出せなかったらしい。

　日に日に疲ひ労ろうの色が濃こくなっていく男を案じていたある日、久しぶりに夜勤を一いつ緒しよに勤めてくれるという小杉が渋じゆう面めんで、「ちょっとちょっとー」と、警備服に着き替がえたばかりの尋を手招きしてきた。

「大河内くん、聞いたかい？　『吉葉』の福岡店と京都店で、賞味期限の切れた食材をお客様に出してたって噂があるらしいね」

「……そう、なんですか？」

　この件に関しては、弓彦の口から聞いていたが、初めて聞くような顔をしてみせた。

　デリケートな話題だからこそ、前もって知っていながら、小杉にはなにも喋しやべらなかったことがばれたら、ひとのよい彼もさすがに気を悪くするだろう。

「どっからそんな噂、出たんですか。賞味期限切れの食材を使ってるって……お客様にはフツー、わかりませんよね」

「それだよ、それ。前からさ、あの二店てん舗ぽでは従業員の出入りが激しいという噂だっただろう。やっぱ、内側のリークなんじゃないかね」

「従業員が密告したってことですか？」

「それしか考えられないだろ。厨ちゆう房ぼうでなにが起きているか、お客様にゃわからんだろう。お客様の手つかずの食べ残しを、ちょちょっと整えて、ほかのお客様にお出ししたって噂も出てるぐらいだ。そういうことを、板前や仲居たちはぜーんぶ知ってるわけだ。良心のある奴やつなら、会社のモラルに疑問を持って辞やめちゃうよ」

「でも……まだ、噂の域を出てないんですよね。確証が取れないうちに騒さわぎが大きくなったら、風評被ひ害がいで『吉葉』もヤバくなるじゃないですか」

「だよなー。あの貴志社長にかぎって、そんな小こ賢ざかしい指示を出すはずもないし……」

　首をひねる小杉に、思わず尋は身を乗り出した。

「当たり前ですよ。あの頑がん固こ一いつ徹てつ社長が、わざわざ自分の会社を傾かたむけさせるわけないじゃないですか」

「変に気合い入ってんね、大河内くん。どしたのよ、いつのまに貴志社長とフレンズになったわけさ」

「フレンズって」

　真ま面じ目めな話の最中なのに、いきなり小杉が変な言い方をするものだから、尋も真面目な顔を崩くずして笑ってしまった。

「そんなんじゃないですって。……でもまー、なんていうか、あのひとが『吉葉』を大事にする気持ちは、俺にもなんとなくわかるし……」

「うん、俺もそう思うよ。……とはいえ、『吉葉』の料理っつうのは一いつ般ぱん庶しよ民みんからしてみたら、桁けた違ちがいの値段なんだよな。確かに、無農薬野菜だとか、有機栽さい培ばいだとか国産だとか、食材のひとつひとつを貴志社長が吟ぎん味みしてるって聞くぐらい徹底してるんだろうが、それだけコストもかかるわけだよな。ちょっとズルイ奴だったら、『黙だまってればわかんねえ』ってな考えで、付け合わせやらなんやら、箸はしをつけてなさそうな料理の使い回しぐらいしちゃうかもな」

「それやったら、立派な詐さ欺ぎじゃないですか。『吉葉』はやりませんよ、そんなこと」

「でもなー、なんだかスッキリしねえんだよなー。ここ数日、日中の社内もこの噂であちこち大おお騒さわぎよ」

　頭をかきかき、社内巡回を始める小杉と小声で話し続けた。

「長いこと会社やってると、そりゃいろんな問題があるだろうが、最高級のおもてなしと美味がウリの『吉葉』にとっちゃ、今回の噂ほど痛いもんはないよな」

「だーかーらー小杉さんー、それって噂にすぎなくてー」

　眉まゆをひそめ、ふたりしてビル二階にある広報部へと向かう。夜の八時過ぎ、まだ数人の社員が残っており、そろってしかめ面つらをしている。

「……やっぱり、福岡店と京都店の問題はほんとうじゃないのか？　昨日、今日だけで問い合わせの電話が十件以上きている」

「予約の取り消しもちらほらあるみたいだし……」

「産地偽ぎ装そうや賞味期限切れの食材でも使うようにって、貴志社長じきじきの命令だっていう話もあるらしい」

「弓彦副社長が問いただしたら、『まったく根こん拠きよがない』と返ってきたってさ。もともと、あのふたりは犬けん猿えんの仲だろう。いったい、どれが真実なんだか……、一社員の俺たちが知る頃ころには、もう遅おそいかもな」

　当人たちはひそひそと交わしているつもりだろうが、こういう話にかぎって他人の耳に届いてしまうものだ。

　小杉と尋は目くばせして知らぬ顔を決め込み、「お疲つかれさまです」と言いながら彼らの脇わきをすり抜ぬけ、窓がちゃんと閉まっているかどうか確認し、「失礼します」と一礼して部屋を出たあとは、ふたりして盛大にため息をついてしまった。

「……いまんところ、ちょっとばかり、貴志社長の旗色が悪いみたいだな」

「会社のトップ……ですからね」

　貴志と弓彦の抜き差しならない関係には、社員の誰だれもがうっすらと気づいていたのかもしれないが、いままで黙っていたのだろう。

　しかし、ここに来て一気に表おもて沙ざ汰たになってしまったようだ。

「こういうとき、トップダウン方式の会社に勤めるってのは大変だとしみじみ思うよ。とくに歴史ある会社だと、ブランドイメージを守るためにトラブルの隠いん蔽ぺい工作も結構えげつなくやるからねぇ……。『吉葉』はそうじゃないと信じたいんだが」

　噂がほんとうでも、出任せでも、その責任を追つい及きゆうされるのは貴志だ。

　今日も、彼は福岡店に再度足を運んでおり、不在だ。

　弓彦も原因追及のため、京都店へと出向いている。

　社長、副社長ともどもいないとなると、社員たちの動どう揺ようも大きくなるらしい。いつになく遅くまで会社に残り、そこかしこで噂し合う社員たちを暗あん澹たんたる思いで見つめ、尋は小杉と一緒に翌朝まで警備して回った。

　夜勤を終えて自宅に戻もどったものの、不ふ穏おんな噂が頭から離はなれず、眠ねむりは浅かった。

　昼の三時には目を覚まし、身み支じ度たくを調えて『吉葉』ビルに向かった。今日の夜勤は、またも自分ひとりだ。

　試用期間の二か月も、あと二週間ほどで終わる。

　このままバイトを続けるのか、それともまた別口を探すのか。ぼうっと考えながら社用口から入り、地下へと向かおうとしたところで、ちょうどエレベーター内で、副社長の弓彦とばったり顔を合わせた。

　福岡出張の貴志よりも一足先に、京都から戻ってきたようだ。

「お疲れさまです」

「お疲れさま。今日も夜勤？　連日、大変だね」

「いえ、結構なんとかやれてますから、大だい丈じよう夫ぶです」

　数日前、『貴志には近づかないほうがいい』と囁ささやいた男は、気き丈じようなことを言う尋を頭のてっぺんから足の爪つま先さきまでじろじろと眺ながめ回してくる。

　その視線にかすかな棘とげを感じたときだ。

　エレベーターが地下二階で止まった。ふいに、弓彦の細い指が「閉」ボタンを押し、出ようとしていた尋を冷れい徹てつな目で押し止める。

　それから五階のボタンを押し、「──きみにひとつ、頼たのみ事をしたい」と言った。

　その声の平へい坦たんさ、抑よく揚ようのなさが、なぜか怖こわい。まるで感情がなく、尋を虫けらでも見るかのような目に、尋は顔を強こわ張ばらせた。

　五階にある社長室とちょうど真逆にある副社長室に無言で連れ込まれ、弓彦がデスクの向こう側に立ち、クリップで留めた書類を差し出してくる。

　左上に、「極ごく秘ひ」と赤い判子が押されていた。

「あの……」

「これを、貴志の机に置いてきてほしい。時間は問わない。いつでもいい。なんなら、いますぐにでも」

　そう言ってにやりと笑う弓彦は、もう穏おん和わでやさしい笑顔を見せてくれる男ではなかった。

　豹ひよう変へんした男と、極秘書類を交こう互ごに見つめ、背中を冷たい汗あせが流れ落ちていく。

　どんなことが書かれている書類か知らないが、一警備員、しかも単なるアルバイトが扱あつかうものではないことは一目でわかる。

　あきらかに、弓彦は自分を利用しようとしているのだ。

　貴志を罠わなにはめようとしているのだ。

　それを敏びん感かんに察知し、「できません」と言って頭を下げようとすると、「これでもダメかな？」と含ふくみ笑いが響ひびいた。

　その声に異質なものを聞き取り、顔を上げると、弓彦がノートパソコンをくるりと向けてくる。そのディスプレイに映っているものに、尋は驚きよう愕がくした。

「どうして……、こんな……」

　からからにひび割れた声に、弓彦がくちびるをつり上げた。

　邪じや悪あくな微笑ほほえみとともに見せられたのは、貴志にうしろから貫つらぬかれている淫みだらな写真の数々だ。

　警備中、男子トイレで忙せわしなく抱だき合った場面を撮とられたらしい。

　フラッシュを焚たかれていたら、いくらなんでも絶対に気づいていたはずだ。モノクロで浮うかび上がる写真は、赤外線カメラを使ってひそかに撮られたのだろう。

　制服を乱れさせ、床ゆかにひざまずいて自分のペニスを扱しごきながら貴志の大きなものをしゃぶっている場面もある。

　鏡に両手をついて腰こしを突つき出し、荒あら々あらしくねじ込む貴志の横顔も写っている。髪かみが乱れて、はっきりと貴志だと断定しにくいが、「彼だ」と言われれば、たぶん皆みな、信じるぐらいの輪りん郭かくは捉とらえている。自分にいたっては言わずもがなだ。

　連写したらしい。立て続けに痴ち態たいを見せられ、「やめろよ！」と頰ほおを熱くして怒ど鳴なったが、相手はにやにやと笑ったままだ。

「腕うでのいい調査員を雇やとっただけのことはある。調査員にはあらかじめセキュリティカードを渡わたして、防犯システムについても詳くわしく教えてあったんだ。だから、きみの隙すきを衝ついてこんなおもしろい写真が撮れたわけなんだよ」

　眉をはね上げて笑う男は、モノクロの写真にちらっと目をやり、「結構、きみもそそる顔をするね」と呟つぶやいた。

「ずいぶん前から、貴志の私生活について探さぐらせていたんだが、なかなかあいつもボロを出さない男でね。頭を痛めていたところに現れたのが、きみだ。そういう点じゃ、きみには感謝しなくちゃね。大河内くんは僕の救世主だ。──あいつが、まさか男のきみに手を出すとは思っていなかったから、僕も驚おどろいたよ」

「……どうして、貴志さんを探る、なんてこと……」

「どうして？　そんなことをいちいち聞きたいかい？」

　エリート然とした男の目の色が一層濃こくなり、尋を心底ぞっとさせた。

　その目の色に、根深い執しゆう念ねんを感じたからだ。弓彦の凶きよう暴ぼう性は、貴志よりも陰いん湿しつで、卑ひ怯きようで、あまりに歪ゆがんでいる。

「あいつを完かん璧ぺきに失しつ脚きやくさせるためだよ。この書類も、この写真もね」

「書類……」

「福岡と京都の『吉葉』で問題が起きているのは、バイトのきみの耳にも入っているだろう」

　乾かわいた声は、貴志の『おい、そこの新人バイト』と近いようでいて、まったく違ちがう。本気で、尋を使い捨てのきくモノとしか見ていない声だ。

「産地偽装に、食品の使い回し。一連のトラブルに関する事こと柄がらが、すべてこの書類に書かれている。いわば、社員用のマニュアル、というところかな。どうすればコストを下げて品質を保てるか、お客様の信しん頼らいを守りとおせるか……そういったことが、ここに全部書かれている」

　その言葉で、やっとわかった。

　噂うわさの根源は、すべてこの男にあるのだということを。

　貴志が偽ぎ装そう工作の指揮を執とっているとでっち上げているのは、この男だ。

　弓彦はなみなみならぬ私し怨えんで『吉葉』まで傷つけ、貴志を貶おとしめようとしているのだ。

「くだらない噓うそをついて、『吉葉』のイメージを汚よごして……、そんなことしてまで、貴志さんを社長の座から引きずり下ろしたいんですか」

「きみにはわからないだろうね。仕方がない。この件が表おもて沙ざ汰たになればしばらく『吉葉』はマスコミに追われるだろうが、面めん倒どうそうな奴やつは念入りに手を回して排はい除じよしておいたから、さほど長引かないだろう。とくに、福岡と京都の『吉葉』には、貴志の支持者が多くてねぇ……。そういう奴をいづらくさせて、次々に辞やめさせるためにも結構時間と金がかかったよ」

　福岡と京都には、いい腕の板前と仲居がいたのに、と、貴志は残念がっていた。

　それを陰かげで操あやつっていたのは、母親は違ちがえど血の繫つながった兄の弓彦だ。

　──そんなに憎にくかったのか。自分がトップになれなかったから、こんな形であのひとを失脚させるしかないと考えたのか。

　バカなのはおまえのほうだと言ってやりたかった。

　弓彦とてけっして無能ではないだろうが、社長の器うつわではないと、いまなら尋にもはっきり理解できる。

　社員ひとりひとり、個性ばらばらな者たちを集めてひとつの方向へ導かせる反面、新しい可能性も探り、いざ有事の際には機き敏びんに動ける反射能力の高い者が、組織をまとめる立場になるのだ。

　その機動力が貴志にはあって、弓彦の場合は間ま違ちがった方向にねじ曲がってしまったのだ。

　幼い頃ころからちやほやされ、大人になっても周囲にぬくぬくと守られてきた男は、だが、三十歳を過ぎてようやく自分の思いどおりにいかないことが世の中にはあると知り、激げつ昂こうしたのだ。

　この計画は、かなり前から張り巡めぐらされていたものなのだろう。そこに偶ぐう然ぜん、自分が入り込んでしまったことで、弓彦の計画はより精せい緻ちを極きわめてしまった。

　彼が言うとおり、時間と金をかけて、じわじわと貴志を追い詰つめていくやり方には反へ吐どが出そうだ。

「貴志には、相応の責任を取ってもらって退場していただく。そして、清せい廉れん潔けつ白ぱくなイメージを持った僕が登場すれば、見事万々歳だ」

　気き障ざな仕草で両手を広げた弓彦を睨にらみ据すえた。

　彼が社長になれなかった理由が、ほんとうによくわかった。目先のことだけ、自分の利益しか考えられない男が、どうして大きな舵かじを取れるというのだろう。

「そんなに……うまくいくわけねえだろ」

「いくさ。きみがこの書類を置いてくればね。おとなしく言うことを聞きなさい。きみみたいに将来性のある若い子を、こんな破は廉れん恥ちなスキャンダルに巻き込みたくないんだがね。状じよう況きようが状況だから、諦あきらめてほしい」

　勝手な言い分とともに、ぐい、と押しつけられた書類を受け取るしかなかった。

「できるだけ、早めに彼の机に置いてくるように」

「……そのあとはどうするつもりなんだよ」

「簡単だ。時間を置いて、僕がなにげないふりをして、この問題書類を見つける。書類の最後には、貴志しか使えない承しよう認にん用の判子も押してある。あらゆる偽装は、貴志の指示のもとで行われていたということを示す最適な証しよう拠こなんだよ。それじゃあ、よろしく」

　承認用の判子まで勝手に使ったのかとわかったら、眩暈めまいがしてきた。

　憎ぞう悪おだけで、ひとはこうも醜みにくくなれるのか。足あし蹴げにできるのか。

　私利私欲を優先するあまり、会社そのものに危なっかしい綱つな渡わたりをさせるという結論にいたるまでに、弓彦の理性の回路はどこかの時点で焼き切れたのかもしれない。

　冷たい汗をかいた手に書類を握にぎり締しめ、無言で副社長室を出た。

　廊ろう下かのずっと奥に、社長室がある。

　今日、貴志は出社していない。いま頃ごろまだ、福岡にいるのだろう。

　弓彦の息がかかった従業員たちがひそかに店を牛ぎゆう耳じっているという事実を知らずに、懸けん命めいに話を聞き出そうとしているのか。

　それを思うと、胸が痛かった。

　せめて、自分とさえ関かかわりを持たなかったら、ここまで追い込まれずにすんだかもしれないのに。

　──あの写真が出回ったら、致ち命めい傷しようになってしまう。俺の顔は当然ばれる。ぼんやり写っていた貴志についても、弓彦のほうで断言されてしまったらおしまいだ。

　夜の十一時過ぎ、社内の隅すみ々ずみまで点検し、完全に無人であることを確認した尋は、問題の書類を脇わきに抱かかえて五階の社長室へと向かった。

　弓彦の雇った調査員は一仕事を終え、今日はさすがにどこにもひそんでいないはずだ。

　社長室は真っ暗だった。

　懐かい中ちゆう電灯を頼たよりに室内へと入り、あるじのいない室内を見み渡わたした。

　手て強ごわい貴志の性格をそのまま映し出したような部屋はむだなものがひとつもなく、いたってシンプルだ。

　頑がん丈じような机に歩み寄り、革かわ張ばりの椅い子すに気が抜ぬけたように腰を下ろした。

　肘ひじ掛かけのついた、座り心ごこ地ちのいい椅子を長々と温める暇ひまもなく、貴志は日々奔ほん走そうしている。

　仕事のために。『吉葉』のために。

　弓彦や正妻に嫌きらわれ、疎うとまれながらも、『吉葉』の味の確かさに惚ほれ続け、古い血に新しい血を混ぜ込むことへの批判も受け止める覚かく悟ごがあったからこそ、貴志はこの椅子に座ることができたのだ。

　──絶対に、自分がやり抜いてみせると、あのひと自身が信じていたんだ。

　大勢のひとが集まれる場所をつくりたい。そして、おいしい時間をもたらしたい。その信念を、弓彦はたかだか数枚の書類で踏ふみにじろうとしている。

　長いこと握り締めていたせいで、書類には皺しわが寄っていた。

　先ほど、警備員室でぱらぱらとめくり、項こう目もくが多いことや日常的に使わない語ご彙いが頻ひん繁ぱんに出てくるせいで、ざっと斜ななめ読みするだけに終わったが、弓彦の言うとおりの「マニュアル」だった。

　賞味期限切れした食材の一品目ごとにどこまで黙もく認にんするか、また期限切れの食材の転用についても書いてあったし、万が一、客から疑問や苦情が入った場合についての応対もご丁てい寧ねいに書かれていた。

　苦情対応として書かれていたのは、「問題については、弊へい社しやにてただいま確認中です。大変恐おそれ入りますが、いましばらくお時間をいただけませんでしょうか」というありふれた回答だ。

　弓彦は、これを、貴志が指示したということにしたいのだ。

　古い体質を持つ会社では、トップの一言がすべてを決することも多い。

　社内でも疑ぎ惑わくの声が高まりつつあるいま、この書類が発覚すれば、貴志はむろん、『吉葉』は非難の集中砲ほう火かを浴びることになる。

　──そして、清廉潔白なイメージを持った弓彦が登場すれば、めでたしめでたし。

「……んなわけねえだろが」

　さまざまなアルバイトを経験してきただけに聞き分けがいいほうだと尋自身思っているが、「やれ」と言われても、絶対にできないことがいくつかある。

　これも、そのうちのひとつだ。

　こころから好きになった男の足を引っ張る手伝いなど、誰だれができるものか。

　あの写真が世間にばらまかれたら、開き直るしかない。相手が貴志だったことは断じて認めないが、自分のことはもうしょうがない。

　家族にも迷めい惑わくをかけることになるだろうが、いままで散々甘やかされて育ってきたのだ。これを機にだらけた生活にも終しゆう止し符ふを打ち、ほんとうの意味で大人になるべきなのだろう。

　──こんな形でしか、力になれないけど。

　書類をシュレッダーにかけ、少しでも貴志への負担を少なくしてやりたい。

　今回の件が失敗に終わっても、あの弓彦のことだ。再び違うやり方で貴志の失しつ脚きやくを狙ねらうだろうが、それまでにいくらかだけでも時間稼かせぎをしてやりたい。

　できることなら、弓彦の企たくらみをいますぐに伝えたかった。

　極ごく秘ひ、と禍まが々まがしいほどの赤い判子が押された書類を一いち瞥べつし、机の脇にあるシュレッダーのスイッチに手を伸ばしたのとほぼ同時に、「偶然」というイレギュラーな要素がまたも尋の前に姿を現した。

　なんの前まえ触ぶれもなく社長室の扉とびらが開いて灯あかりが点つき、はっと振ふり向くと同時に、険しい顔つきの貴志がブリーフケースを携たずさえて入ってくる。

「なにをしている」

　福岡から直行してきたのだろう。疲つかれと怒いかりが複雑に入り混じった男の視線が、尋の手元に落ちた。

　慌あわててシュレッダーに押し込むよりも先に書類を取り上げられてしまい、「それは……」と言いかけたのを遮さえぎってくる貴志の鋭するどいまなざしに、言葉の続きがか細く消えた。

「極秘扱あつかいの文書をどうしておまえが持ってる？　おまえは俺を裏切るのか。……最初から弓彦の手先だったのか？」

　いままでに聞いたこともない凄すご味みある声に、尋はびくりと身をすくめた。

「違ちがう、──俺は……」　>>>♥

「……出ていけ」

　言い分も聞かずに怒ど鳴なる貴志が、どれだけ憔しよう悴すいしていて、どれだけ傷ついているのか、押し殺した声で痛いほどにわかる。

　普ふ段だんの彼だったら、こんな性急な怒り方はせず、もっと余よ裕ゆうを持って対処していたはずだ。だが、いまは当たり散らすことしかできない。

　わざわざ訪ねた福岡で、これといった打開策が見み出いだせなかった苛いら立だちが貴志の理性を押し潰つぶし、瞬しゆん時じに、尋を弓彦の駒こまと判断したのだ。

　そんな彼を責めることはできない。

　憎にくまれ役を買ってでも『吉葉』を続けていきたい、という言葉が忘れられなかった。

　短期のバイトを繰くり返してきただけに、尋はまだ、そこまでの情熱を仕事に持ったことがない。だから、強い意志を貫つらぬく貴志に憧あこがれたのだ。自分で選び取った仕事に全力をそそぐ姿に、いつか近づきたいとまで思っていたのだ。

　裏切るつもりなどまったくない、むしろ手助けしてやりたかったのだということだけは、なんとしてでも伝えたかった。

「貴志さん、お願いだから聞いてよ、違うんだよ──俺は」

「いますぐ、出ていけ！」

　最後まで言わせてもらえなかった。

　八つ当たりするみたいにバンッと机を強く叩たたく音に頰ほおを引きつらせた尋は肩かたで息し、しばらくしてから、くるりと踵きびすを返した。

　こんな終わり方は想像していなかった。

　ほんとうに、少しでもいい。力になりたかっただけなのに、弓彦の企みに自分も貴志もまんまと引っかかってしまい、一時の激情に煽あおられて、思わぬ方向に向かってしまっている。

　──好きだったのに。俺なりに、あんたを助けたかっただけなのに、どうしてこんなことになってるんだろう。

　失礼します、とも言えずに、尋は社長室を駆かけ出した。

　唐とう突とつな幕切れに胸が激しく波打ち、涙なみだがあふれた。

　二は十た歳ちをすぎて泣くなんて、あまりに情けないとわかっていても。

　年ねん齢れいだけ重ねてもこころは追いつかず、貴志に抱いだいた想おもいがばらばらに壊こわれていくことにただ泣くしかなかった。

　──俺が、もう少し大人だったら。せめて、貴志や弓彦と堂々張り合えるぐらいの力を持った大人だったらよかったのに。貴志のために、『吉葉』のために、もっと、ちゃんとした善後策を考えてやれたかもしれないのに。

　けれど、現実の自分というのは大学四年生で夏休み中、バイト経験がむだにあるというだけが取り柄えのそこらによくいる一いつ般ぱん人だ。

　老し舗にせ料りよう亭ていを継ついでいく貴志を手助けしてやりたいなんて、うぬぼれすぎたかもしれない。

　年齢も立場も異なっていたけれど、貴志とは、こころと身体からだを繫つなげる瞬しゆん間かんを分かち合った。

　それも、今日で終わりだ。そもそも、彼とは恋こい人びとでもなんでもなくて、雇こ用よう主と一アルバイトというのが正しい立ち位置だ。

　──憂うさ晴らしのセックス相手。期間限定のアルバイト。そんな奴やつはほかにいくらでもいる。

　おのれを悪あし様に罵ののしり、エレベーターがゆっくりと地下へと降りていくあいだ、床ゆかにしゃがみ込んで頭を抱かかえ、声を殺して泣きじゃくった。

　こんなに胸が痛くなるほど、誰かを想ったことはない。

　ならば、これは自分にとって初はつ恋こいだったのだろうか。多くの女と楽しく寝ねてきたが、振り返ってみれば、単に身体を重ねただけという軽い想い出しかない。

　貴志のように、仕事もセックスも強ごう引いんに、貪どん欲よくに挑いどんできた相手はかつてひとりもいなかった。思えば、彼が、初めて、大人としての仕事のやり方や恋の仕方を教えてくれたのだ。

　皮ひ膚ふを熱く潤うるおし、骨まで蕩とろけるようなセックスも、貴志が一から教えてくれたのだ。

　初めての恋というのはかならず破れるという定説を打ち破ることができず、尋は熱い涙が流れるままに任せた。

　貴志への想いと同様に、涙も止まってくれなかったのだ。

　どうしても。どうしても。










　気が抜ぬけたようにその後の二週間を過ごし、九月の頭、バイトとしての二か月の試用期間が終わったとき、尋は更こう新しん手続きを望まず、退職することにした。

　むろん、小杉や警備仲間たちは懸命に引き留めてくれ、顔なじみになった社員たちも、「辞やめちゃうの？」と寂さびしがったが、ここでの自分の役目はもう終わった──そんな気がしたのだ。

　本来、ひとつの場所に腰こしを落ち着けるほうではない。

　結構な額の給料をもらったし、大学の夏休みはまだ半月ほど残っている。どこかに旅行してもいいし、久しぶりに友だちと腰が抜けるほど飲んでもいい。

　バイトを辞めた理由は、ただひとつ。貴志の邪じや魔まになりたくなかったからだ。

　あれ以上そばにいたいと言っても、頑かたくなになってしまった彼から、弓彦の手先だという疑いを晴らすことはできないだろう。

　──だったら、姿を消したほうがいい。あのひとのことだ。ひとりでもやっていけるはずだ。

　残りの二週間、貴志は仕事に追われていて、ほとんど顔を合わせることがなかった。その頃ころにはもう、社内中が賞味期限の偽ぎ装そうや食材の使い回しについてとまどい、激しく論じ、一部には貴志を強く糾きゆう弾だんする者まで出ていた。

　弓彦の息がかかった者が先導し、貴志の社長退任を要求するべきだと声こわ高だかに叫さけぶのを、どうして一いつ介かいのアルバイトの自分が止められるのだろう。

　──もう、俺の手に負えない。

　無力な自分をなじり、ほんとうの理由が言えないまま、世話になった小杉に制服や帽ぼう子し、社章を返し、「お弁当、おいしかったです。ありがとうございました」と頭を下げて、『吉葉』ビルを出た。

　それを最後に、二度と貴志には会わないと決めた。

　だが、日を追うごとに彼を想う強さにくじけて、尋は幾いく度どとなく覚えのある赤坂の『吉葉』本社そばまで行ってはビルのてっぺんを見上げ、貴志を案じた。

　いまごろ、どうしているのだろう。忙いそがしく過ごしていることぐらいは想像がつくが、ちゃんと眠ねむれているのか。食事もどうしているのだろう。それよりもなによりも、弓彦との攻こう防ぼうはどうなったのか。

　──でも、もう、どれも俺には関係のないことだ。会わないって決めたんだ。貴志さんだって、俺に会いたくないはずだ。俺を裏切り者だっていまでも思い込んでいて、弓彦とやり合っているはずだ。

　最後の最後で強く踏ふみ留とどまれなかった自分が、情けなかった。

　あのとき、なぜ、貴志にほんとうのことが言えなかったのだろう。

　相手が誰だれだろうと臆おくせず、持ち前の鼻っ柱の強さでぶつかっていけたら。

　貴志の気き迫はくに負けずに、粘ねばり強く説得できていたら。すべては弓彦の策略だと明かせていたら、こんな虚むなしい感情を抱かずにすんだかもしれない。

　なにもかも終わってから後こう悔かいしても遅おそいのだということを、いまの尋は嫌いやというほど実感していた。

　貴志が、無む味み乾かん燥そうな日常に突とつ如じよ食い込んできたときの衝しよう撃げきはいまでも忘れられない。だからこそ、彼のいない毎日は砂を嚙かむような味気なさで、乾かわきすぎている。

　──でも、もうどう考えたってダメだ。俺はバイトを辞めてしまったし、あのひとだって仕事のことしか頭にないはずだ。たとえストレスが生じたところで、とっくにべつの奴を見つけて、そいつをうまいこと利用しているはずだ。

　なにかにつけて貴志を悪しく考え、皮肉ろうとしたが、いつも中ちゆう途と半はん端ぱな笑えみで終わった。

　一度強く根付いた想いを吹ふっ切るには、まだまだ長い時間がかかりそうだ。

「尋、どーする。もう一いつ軒けん行くか」

　岸田をはじめとした友だち数人が目元を赤く染め、渋谷駅前のガードレールに腰こし掛かけていた。まだ宵よいの口だが、今日は昼すぎからずっと飲んでいたのだ。

『最近、暗い顔してんじゃんよー』

　つかず離はなれずでつき合ってきた岸田たちだが、『吉葉』のバイトを始めて以来、行きつけのクラブにも顔をまったく出さなくなった尋を心配していたらしい。

　いつ電話をかけても出ないし、学校は休みだし、まさかひとり暮らしの部屋で倒たおれてるんじゃないかと案じていた矢先に、尋がバイトを辞め、『飲みに行きたい』と電話をかけたことで、顔なじみの連中がいっぺんに集まったというわけだった。

　顔を合わせてすぐに、「ちょっと瘦やせたか？」とは言われたが、誰もそれ以上はむりに聞き出さないでいてくれていた。

　いつもなら尋が率そつ先せんして財さい布ふを出し、あちこちの店を練り歩くのだが、今日は岸田がリードしてくれ、ほかの友人たちも他た愛あいない話で尋を楽しませてくれた。

　はやりの音楽、ぬるい風が吹き抜ける見慣れた街角、いつもの顔、いつものくだらない話。

　誰もが学生生活最後の夏休みを惜おしむように笑い合い、あと半年もすれば社会人として離ればなれになっていくことをひそかに寂しがった。

　こんなふうに、時間を気にすることなく、煙草たばこを吸いながらだらだらと喋しやべり続けられる日も、あとわずかだ。

　尋もしたたか酔よっていた。

　午後二時頃、全員で岸田の部屋に集まって飲み始め、夕方になったあたりで街に出てきて、ついさっき、道どう玄げん坂ざかにあるビリヤードバーを出てきたばかりだ。

　尋もそこそこの腕うで前まえだが、岸田には負ける。ナイン・ゲームをやることになり、顔なじみのサラリーマンたちもワイシャツの袖そでをまくって真しん剣けん勝負を挑んできたが、世界各国を渡わたり歩き、ビリヤードのプロとも勝負したという岸田の前に、全員ことごとく破れた。

　勝つたびに強いドライマティーニをみんなから奢おごられた岸田は、いま頃ごろになって酒が回ってきたらしく、ぺたりと地面にしゃがみ込んでいる。

「もう一軒、落ち着いた店にでも行くか。代官山のほうに、いいバーができたんだ」

「じゃあ、タクシーで行くか？　どうする、尋」

「んー……どうすっかなぁ……」

　友だちの問いかけに、尋は曖あい昧まいに頷うなずく。

　九月とはいえ、まだまだ暑い夜が続く。それも、金曜の夜とくれば、なおさらだ。

　渋谷の駅前は大勢のひとでごった返し、ひときわ映はえる顔立ちの尋に目を留める女性も多かったが、尋自身はボタンダウンのシャツの裾すそがひらひらと風にはためくのをぼんやりと見つめているだけだ。

　こんなにもたくさんのひとがいるのに、会いたいとこころから切実に願うひとはたったひとりしかいない。

　気き遣づかってくれる岸田たちにそのことはけっして打ち明けられないけれど、『吉葉』を辞めて以来、胸の中にぽっかりと大きな穴が空いていた。

　誰と飲んでも寂しかったし、誰とも触ふれ合いたくなかった。自分の中にいまだ残る、貴志の強さと熱をぼやけさせたくなかったのだ。

　──俺もたいがい、甘ちゃんだよな。

　自分という人間の浅さと弱さを嘲あざ笑わらい、尋はうつむいたままだった。

　貴志からは当然というべきか、やっぱりというべきか、電話の一本もない。

　そして、数日前の週刊誌では、とうとう産地偽装や賞味期限偽装の件がスクープされてしまっていた。

　──老舗しにせ料りよう亭てい『吉葉』にまつわる黒い疑ぎ惑わくの数々。

　デカデカと書かれた煽あおり文字は、電車の中なか吊づり広告でも見た。コンビニでもちらりと表紙を見かけたが、実際に買って読む気はしなかった。

　貴志は、コメントを求められても、確証を摑つかめていない段階では、たぶんなにも答えないはずだ。

　そのかわりに、弓彦が心痛な面おも持もちでこの件について語っていることだろう。だが、それは見せかけでしかない。仮面の告白でしかない。

　今回のスクープも、弓彦がうまいこと手を回して他ほかの者の口を通じてリークさせたに違ちがいないと思えた。

　長い時間をかけて、複雑に張り巡めぐらされた弓彦の罠わなに知らずとはまり、社内での味方も失い、しだいに袋ふくろ小こう路じへと追い込まれていく貴志を思うと、胸が痛くて痛くてたまらない。

　──ほんとうに、俺にできることはなかったのか？　もっと必死に探せば、ひとつぐらいあったんじゃないのか？

　飲みすぎたせいか、ガードレールに腰掛けていてもぐらりと身体からだが揺ゆれる。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　肩かたを貸してくれた岸田に、「ごめん」と言おうとして顔を上げたとき、思わぬものが目に映った。

　駅前のビルの壁かべに取り付けられた大型の液えき晶しよう画面に、貴志が映っていた。

　それが夜のニュース番組だとわかるまで、つかの間啞あ然ぜんとしてしまった。

　画面の右上に、『高級料亭の吉葉が産地偽ぎ装そうについて緊きん急きゆう会見！』とテロップが流れている。

「あ？　アレ、尋がこのあいだまで勤めてたバイト先じゃねえの？」

　岸田たちも気づき、画面を見上げている。

　画面に映る貴志はいつにない迫はく力りよくで眼鏡めがねを押し上げ、紺こん地じのスーツと真っ白なワイシャツを隙すきなく着こなしている。

　彼の隣となりには、尋にも見覚えのある男がいた。確か、貴志の秘書だ。

　数度、社内で顔を合わせて言葉を交かわしたが、精力的な貴志のスケジュールを管理する立場にふさわしく、芯しんの強そうな笑顔が印象的な男だった。

　──弓彦はどうしたんだ？　こういう場合、社長や副社長がそろって会見に出てくるものなんじゃないのか？

『このたびは、お騒さわがせしまして、まことに申し訳ございませんでした』

　張りのある声とともに貴志と秘書が深々と頭を下げ、いっせいにフラッシュが焚たかれる。

『食品の産地偽装や、賞味期限の切れた食材を客に出していたという噂うわさが出ていますが、ほんとうのところはどうなんですか？』

『先にはっきり申し上げておきますが、そのようなことは一いつ切さいございません』

　凜りんとした声に、胸がどくんと脈打つ。

　貴志は、平然とした顔で噓うそをつくような男じゃない。

　──俺をむりやり抱だいたけれど、それでも、噓をつくひとじゃない。温おん厚こうそうなふりをして実際は狡こう猾かつな弓彦とは絶対に違ちがう。

　貴志が表に出てくるということは、弓彦の策略を見破ったのだろう。偽装工作が噓だったというなにがしかの裏が取れたのだ。

　そうでないかぎり、わざわざマスコミの前に出てきて頭を下げるようなことはしない。

　謝罪するのは、簡単だ。誰だれもが知る会社がトラブルを起こした際、事態をろくすっぽ把は握あくしてもいないうちから頭を下げてしまえば文句を言われずにすむ、と考える首脳陣じんも少なくない。

　しかし、貴志はそういう輩やからとは一線を画していた。

　──だから、俺も好きになったんだ。どんなこともおろそかにしないひとだったから。

　念には念を入れ、現場でいま、なにが起きているか自分の目で確かめる男は、まっすぐカメラに向かっていた。強い視線が、まるで渋谷の街角にいる自分を射さし貫つらぬくようだった。

『お見苦しいことは承知のうえで申し上げます。今回の騒そう動どうは、『吉葉』内部での意見の食くい違いが発ほつ端たんにあり、それが高じて、このような形になって噴ふん出しゆつしたわけです』

『では、客が食べ残した料理に手を加えて、べつの客に出したとかいう噂は……』

『すべて、出任せです。社長の私に退陣を迫せまる一派が偽装工作の対応マニュアルまで制作し、意に添そわない従業員を退職に追いやるなどさまざまな騒ぎがありましたが、現在では終結の方向に向かっております。むりやり辞やめさせられた従業員にも再度、『吉葉』に戻もどってもらえるよう、最善の努力を尽つくしております。──重ね重ね、このたびは皆みな様さまをお騒がせして申し訳ございませんでした。『吉葉』グループは今後より一層の努力をし、最上級の味で皆様をおもてなししたいと考えております。本日はお忙いそがしいなか、ありがとうございました』

　一礼する貴志たちに、再びまばゆいほどのフラッシュが浴びせられる。

　きっぱりした言葉に、偽いつわりは微み塵じんも感じられなかった。

　どこの会社でも、醜みにくい内部争いがある。それを必死に伏ふせ、クリーンなイメージを守ろうとするのが普ふ通つうだ。

　とくに『吉葉』のように、長いあいだ多くのひとに知られ、愛されてきた店ならば、保身に走りがちになって当たり前だと誰もが思うだろう。

　尋も、いまのいま、渋谷の駅前で大型テレビを通じて、貴志の声を聞く瞬しゆん間かんまで、そう思っていた。

　けれど、現実の貴志はそうした古めかしい考えを鮮あざやかに打ち砕くだき、歴史ある『吉葉』をこれからも続けていくと断言したのだ。

　包み隠かくさず、正直に告白した画面の中の男に微笑ほほえんだ。

　やっぱり、好きになってよかった。

　最後の最後にせつない想おもいは破やぶれたけれども、貴志が貴志のままでいてくれて、『吉葉』や、あのカフェがこの先も続いていってくれることがわかっただけでも、なにかが報むくわれたような気がして嬉うれしい。

「……なあ、もう一いつ軒けん、行くか？　なんか、ちょっとスッキリした」

「どーしたんだよ、いきなり」

　大きく伸のびをする尋の唐とう突とつな言葉に、岸田たちがどっと笑ったときだった。

　喧けん騒そうを突つき破るクラクションが響ひびき渡わたり、全員でぱっと振ふり向いた。

「あ、いつかのジャガー」

　岸田の驚おどろいた声に、尋は立ち竦すくんでいた。

　メタルブラックのジャガーからサングラスをかけた長身の男が降りてきて、茫ぼう然ぜんとしている尋に近づくなり、「捜さがした」とだけ言って腕うでを摑んでくる。

　真っ黒なサングラスをかけた男の表情が読み取れないけれど、摑んでくる手のひらの熱さには嫌いやと言うほど覚えがある。

　胸がはやり、背中が汗あせで濡ぬれ、くちびるもうまく動かない。

「お、おい、尋、このひと……」

「悪いな、こいつは俺がもらっていく」

「た、……貴志さんっ、……岸田、あの、……みんな、ごめんな！　また今度な！」

　引きずられながら叫さけび、手を振ると、岸田たちも気が抜ぬけたように手を振ってくれた。

　前にも同じようなことがあったっけ、とのぼせる意識で考え、ジャガーのアクセルをギュッと踏ふむ男の横顔をまじまじと見つめた。

「……なんで、俺があそこにいるってわかったんだよ！　さっきまでテレビに出てたじゃんか！」

「あれは今日の昼間に撮とったものだ。おまえを見つけられたのは追つい跡せきパッチのおかげで……噓だ、噓。そう怖こわい顔をするな」

　焦じれったさと照れくささと怒いかりがない交ぜになって彼の肩を思いきり叩たたいたせいか、途と中ちゆうから笑い出した貴志がハンドルを切りながら髪かみをくしゃくしゃと撫なでてくる。

「ほんとうにあちこち捜したんだ。携けい帯たい電でん話わにかけても繫つながらないし、自宅を訪ねてもいないし、学校もまだ休みだろう。ダメもとで車であちこち走っていたら、やっと見つけたんだ。これでも結構、焦あせった」

「……ホントに？」

　彼みたいな男でも、焦ることがあるのか。

　直接聞いてもにわかに信じがたいが、髪からすべり落ちた手が尋の手を強く摑つかんでくる。

「ホントに、俺のこと、捜してたの？　ホントに焦った？　……なんで捜したんだよ」

「謝りたかったんだ。……おまえを疑って、ほんとうにすまなかった」

　黄色の信号でブレーキをかけた男の静かな声に、今度こそ目を瞠みはった。

　有名料亭『吉葉』のトップとして堂々とテレビに出ていたときとはまた違う、吉葉貴志、一個人としての詫わびの言葉は、思いがけずするりとやさしく胸の奥へと入り込み、尋に口をつぐませた。

　車は騒がしい街を抜け、ゆったりした家々が並ぶ広ひろ尾おの重じゆう厚こうなマンションの地下駐ちゆう車しや場へと入っていった。

　広い駐車場に並ぶのは、ポルシェにＢＭＷ、フェラーリにベンツといった高級車ばかりだ。なかでも、貴志の操あやつるジャガーは圧あつ倒とう的な存在感を誇ほこっている。

「ここの最上階に住んでるんだ」

「ひとりで？」

「ああ。誰かほかにいたほうがいいか？」

「……なんで俺を連れてきたんだよ」

　悪いた戯ずらっぽい笑いを含ふくんだ目を正面から受け止めた。

　微び妙みように揺ゆれるこころを悟さとったのだろう。専用のエレベーターに乗った貴志が手を繫いだまま、「おまえとふたりでいたいから」とさらりと言った。

　車を降りたときから、ずっと手を放してくれない。

「おまえとふたりで話したかったからだ。邪じや魔まの入らない場所で」

　低い声に、またたくまに耳たぶが熱くなる。

　最上階には貴志しか住んでおらず、しかもワンフロアぶち抜きという豪ごう快かいな造りだ。確かに、ここなら誰にも邪魔されない。

　広々としたフロアは大きな楕だ円えん状で、ところどころ仕切りがわりに、美しい彫ほりの入った衝つい立たてが置かれている。どこにも埃ほこりひとつ落ちていない、綺き麗れいな部屋だ。きっと、腕のいいルームキーパーを雇やとっているのだろう。

　シンプルなキッチンや、バスルームに続く扉とびらを横目に眺ながめ、尋は部屋のいちばん奥にしつらえられたベッドに座らされた。

　ジャケットを脱ぬいだ貴志が、「そこでちょっと待ってろ」と言う。

「いま、飲みものを持ってきてやる」

「うん……」

　大きなベッドには清潔なシーツが敷しかれ、隅すみにパジャマが畳たたんで置かれていた。

　貴志が着ているものなのだろう。無意識にそれに触ふれ、やわらかな肌はだ触ざわりにじわっと身体からだが火ほ照てり出す。

　やっと、自分の置かれている状じよう況きようが把は握あくできてきた。

　渋谷駅前から突とつ然ぜんさらわれ、勢いでここまで連れてこられて、ようやく、貴志のプライベートな空間にいるという実感が全身に染しみ渡り、一呼吸するたびに、胸を熱くさせる。

「とっておきのシャンパンを飲ませてやる」

　ふたつのグラスとシャンパンのボトルを持った貴志が戻ってきて、高らかな音を立てて栓せんを抜く。

　弾はじける泡あわに見入り、シャンパンをそそいだグラスを互たがいに触れ合わせた。

　逞たくましい喉のどを反らしてごくりと飲み干す貴志にならって、尋もひと息にシャンパンをあおり、深く息を吐はき出した。

「──弓彦が、写真を使っておまえを脅おどしたそうだな。数日前、あいつを問いつめて、やっとのことで白状させた。あのマニュアルも、おまえは処分するつもりだったんだろう？」

「……ん、まあね。あんたがヤバそうなことに巻き込まれてるってわかったから、俺も、なんとかしたくて……。このシャンパン、ウマイ。もう一いつ杯ぱい、ついで」

　彼を手助けしたかったという気き恥はずかしさを押し隠すために、ぶっきらぼうにグラスを差し出すと、貴志は微笑みながらボトルを傾かたむけてくる。

「弓彦さんがいろいろやってるってこと、……気づいてた？」

「おおよそのところはな。以前からもこうしたチャチな妨ぼう害がいはあったが、おまえが飛び入り参加したことで、あいつの計画にも弾はずみがついたらしい。……悪かったな。面めん倒どうなお家いえ騒そう動どうに巻き込んで」

「いいよ、べつに。こう言っちゃなんだけど、いま思えば、結構おもしろかったし」

　くすりと笑い、シャンパンをもう一口飲んだ。

　極ごく上じようの甘さが神経をやわらげさせ、自然と貴志の肩かたにもたれることができた。

「弓彦さんのこと、どうすんの。今日の会見に出てなかったよね。まさか、辞やめさせたの？」

「いや、辞めさせない。しばらくは謹きん慎しん処分にするが、ああいうたちの悪い駒こまは手元に置いて見張っておくほうがいい。手放したら最後、なにをやらかすかわからないからな。それに、いま、あいつを放り出したら、俺のイメージまで悪くなる」

「なんだ、結構しっかりしてんじゃん」

　言いながらも、──やっぱり、こういうひとだよな、と可お笑かしくなってくる。

　弓彦との確かく執しつは、いまに始まったことではない。

　きわどいつばぜり合いは、これまでに何度もあったのだろう。

　──そこに、バイトの俺が飛び込んだから変なことになったんだ。

　偶ぐう然ぜん、友だちに『吉葉』での警備員バイトの話を持ちかけられ、偶然、ポルノＤＶＤ鑑かん賞しようの現場に貴志に踏み込まれた。

　もっと探せば、「偶然」はほかにもいくつもあるけれど、それを本気で単なる偶然と割り切ってしまっていたら、いま、ここでふたり、肩を並べて話していないはずだ。

「なんかなぁ、……ああだこうだって俺ばっかり心配してたのがバカみたいだよ。あんたひとりでも十分やってけるじゃんよ」

　励はげますように背中を叩くと、おもむろにグラスを取り上げられ、「本気で言ってるか？」と顎あごを押し上げられた。

　間近に見る貴志の男らしい面おも差ざしに、胸の高鳴りがばれてしまいそうだ。

「俺がひとりでやり抜けると本気で思ってるか？」

「……思ってるよ」

「それじゃ、そばにいろ」

「なに、それ……なに言ってんだよ？」

　熱っぽい吐と息いきにまどわされまいと身体を遠ざけようとしたが、むりだ。

　ぐずぐずと熱く蕩とろけていく蜜みつが尋の身体の奥にあることを貴志は知っていて、それを誘さそい出すかのように耳たぶを甘く嚙かんでくる。

「おまえも、俺にとっては、たちの悪い男だ。そばに置いておかないと、誰だれとでもいやらしいことをしそうだ」

「しねえよ！　あんなの……あんなこと、するの、……貴志さんだけだろ！」

「だったら、ずっとそばにいろ。頼たのむ」

　組み敷かれて、はらりと髪かみが額に落ちる男の顔を信じられない思いで見つめた。

　それこそ、穴が空くほどに。

　彼に頼み事をされるとは思わなかった。

　しかも、そばにいてほしいなんて告白つきで言われるとは想像もしていなかったから、シャツのボタンがひとつ、ふたつとはずされていくのにも気づかず、「……マジで？」と声を掠かすれさせた。

「マジで、俺にそばにいてほしいって言ってんの？　冗じよう談だんじゃなくて？　……いていいの？」

「冗談でおまえを抱だくつもりはない」

「な……っ、た、……ちょっ、待ちなよ、……貴志さんっ、あんた、手ぇ早すぎ！」

　わめく尋に構わずシャツとジーンズを引き剝はがしたついでに、「俺にも同じことをしてくれ」と貴志が手を摑んでくる。

「おまえの手で脱がしてくれ」

「……やめろよ、……そういう恥はずかしいこと、いちいち言うなよ……！」

　早くも熱く潤うるおう肌はだにかすかに触れてくる貴志が、眼鏡めがねをはずしながら笑った。

「俺は、『適当』というのがいちばん嫌きらいなんだ。おまえを抱きたいから、俺の服も脱がしてくれ。俺に触さわってくれ。早くおまえに触らせてくれ」

「もう、わかったよバカ！」

　適当が嫌いだというのにもほどがある。

　なんでもかんでも正直に言えばいいというものじゃないだろうが、と歯は嚙がみしながらも、尋はもどかしい思いで彼の服を脱がしていった。震ふるえる指でネクタイの結び目をとき、上質の生き地じであつらえられたシャツのボタンをはずしていくと、年上の男らしい引き締しまった胸があらわになり、恥ずかしくてたまらない。

　覆おおい被かぶさってくる貴志のくちびるが、触れてくる。

　たっぷりとした唾だ液えきを絡からませた舌がくちゅりともぐり込んできて、もやもやとした熱で尋の自由を奪うばっていく。

「ッ……ん……」

　キスをするのも、久しぶりだ。

　貴志のそれはいつも長く、淫いん蕩とうで、くちびるの表面が蕩けてしまいそうなほどだ。痺しびれるような快感を刻み込まれ、くちびるをむさぼるだけでセックスしている気になってくる。

　首筋を嚙まれ、鎖さ骨こつの溝みぞを舌先で辿たどられているあいだは、なんとか意識を保ち続けた。服をまだ脱がし終えていない。

　シャツを引っ張り出し、スラックスのジッパーをぐんと盛り上げるそこに触れると、知らずと目元がじわりと熱くなる。

　抱かれることで、こんなにも深い快感があるなんて知らなかった。

　肌が擦すれるたびに彼に抱かれていると安あん堵どするが、ふと離はなれたときの寂さびしさは到とう底てい言葉にできない。そういう感情を植え付けてきたのも、貴志だ。

　いつも、なにかが欠けていた気がする。

　生まれたときからずっと、この世の中にあるものならほとんどと言っていいほどなにもかも与あたえられて育ってきたが、強く理性を抉えぐり、揺ゆさぶり、奪うような力はそこにはなかった。

　誰もそんなものを持っていなかったし、尋も知らずにいたままだった。

　貴志に会うまでは。

　怠たい惰だに過ごしていけば、毎日はなんの意味も持たずにあっという間に終わり、大勢のひとが自分の脇わきを通り過ぎていくことにも感傷的にならず、つかの間の快感を分かち合うセックスに対しても強い興味を抱くことはなかった。

　だが、貴志に出会ってからすべてが変わった。

　彼が視界の真ん中に割り込んできた日から、退たい屈くつな日常は危なっかしい刺し激げきに満ちあふれ、指先を握にぎられるだけで身体からだのどこかが甘く疼うずくような想おもいを抱くようになった。

「……貴志さん……」

　ねだるような声に頷うなずき、貴志が胸の尖とがりにちろりと舌を這はわせてくる。

　触ふれられる前から硬かたくしこっていた肉芽に熱い舌が押し当てられただけで、懸けん命めいに抑おさえていた快感が走り出す。

「あっ……、ぅ……っ」

　ちゅくちゅくと根元を嚙まれて、きつく吸われるのが、尋はたまらなく好きだった。

　もっと、してほしい。もっと強く、もっと苛いじめてほしい。胸を突つき出すと、貴志の長い指でつままれた乳ち首くびがぴんと勃たちきり、じんじんと痺れるような疼きが突き抜ぬける。

「そこ、……いい、……っもっと、して……？」

「そういうねだり方はどこで覚えてきたんだ」

　舐ねぶり回された乳首を指先でくりゅっと転がされ、ねじ切るようにきつく揉もみ潰つぶされると、掠れた甘い喘あえぎがとめどなくあふれ出す。

「……貴志さんが、……こういうふうにしたんだろ……っ」

　身体の位置を変えられて、ベッドに寝ねそべる彼の上にまたがされた格好で尋はちいさくなじった。

　そういう格好になると、とろっとしずくをこぼしてそそり立つ性器があますことなく貴志の視線にさらされてしまい、恥ずかしさに身をよじった。

　この先、何度肌を重ねようとも羞しゆう恥ち心しんは消えない気がする。けれど、それと同じぶんだけ、彼を求めてしまいたくなる衝しよう動どうに襲おそわれるのだ。

　眼鏡をはずすと貴志の切れ長の目は威い力りよくを増し、尋の身体にひそむ快感を暴あばき立てる。

「俺の顔の上まで来てみろ。……そうだ、腰こしを落としておまえのものをしゃぶらせてくれ」

「あ、──っ……や、……っんんっ……！」

　身体に触られるよりも先に、ストレートな言葉が意識を灼やいていく。

　がくがくと膝ひざが震えて、いまにも崩くずれ落ちそうなのに、貴志にぎっちりとそこを摑つかまれ、逃にげようにも逃げられない。

　形のいいくちびるから舌がのぞき、濡ぬれた亀き頭とうに絡み付くのを自分の目で見た。

　全身がうねるように熱く火ほ照てり、どんなに深く息を吸い込んでも苦しい。

　前にも、フェラチオされたことがあった。だが、今夜のこれはもっと濃のう密みつで、執しつ拗ようで、尋を壊こわれさせ、徹てつ底てい的に乱れさせることが目的のようだ。

　先せん端たんの割れ目をくすぐる舌の動きにつられて腰を揺らすと、貴志が目の端はしで笑う。

「してほしいことを全部言ってみろ」

「先のとこ、嚙んで、……俺のココ、舐なめて……やらしい音、いっぱい立てて、舐めて……」

　うわずる声で、屹きつ立りつしたものをおずおずと押しつけながらせがむと、じゅぷっと口いっぱいに頰ほお張ばられた。

　舌先が、尋のいちばん弱い先端にねじ込まれる。

「あっ、あぁっ」

　夢中になって腰を振ふった。反り返る亀頭を熱い口の中でもてあそばれる悦よろこびに陶とう然ぜんとなる姿を、好きな男に見られている。そう考えるだけで、窄すぼまりの奥がきゅうっと熱く締まり、もっと熱くて、もっと硬い貴志自身を欲ほつしていることを尋に伝えてくるのだ。

　にちゃにちゃと音を響ひびかせて扱しごかれ、しゃぶられる性器が、痛いぐらいに張り詰つめている。

　久しぶりに貴志に抱かれていると思うと制せい御ぎよが利きかなくなり、すぐに達してしまいそうだ。

　貴志の髪をきつく摑み、涙なみだ混じりに訴うつたえた。

「出る、……出ちゃう、……ぁ……っあぁ……っ！」

　どくどくとあふれる精液を彼の口の中に放ち、倒たおれ込みかけたところを組み敷しかれた。

「今度は俺のばんだ」

　絶頂の余よ韻いんが抜けない尋の上気した顔をじっくりと眺ながめる貴志のそこも、大きく硬く猛たけっていた。

「……尋、触ってくれ」

「ん……」

　艶なまめいた声にうながされ、彼のものを握った。

　こんな声で囁ささやかれたら、どんなことでも聞いてしまいそうだ。ずっしりと重たい男根はぬるっと扱くたびにますます大きくなっていくようで、尋の理性を粉々にしてしまう。

　口で味わったこともある。いまは手で触れている。けれど、その熱さと硬さをもっとも強く知るのは、尋自身ですら知らなかった身体の最さい奥おうだ。

「どう、しよ……、おれ……なんか、今日、ダメかも……」

「なにが」

「貴志さんのコレ……欲しくて欲しくて……頭……ヘンになりそう……」

　せつなげな喘ぎが貴志に火を点つけたらしい。ぐっと眉まゆ根ねを寄せ、怖こわいほどの顔で囁いてくる。

「挿いれてほしいか？」

「んっ……ん……」

　顔中くちづけられ、頷くこともままならない。貴志のそれを扱いているうちに自分のものも再び勃ちあがり、彼のものと一いつ緒しよにぬちゅぬちゅと擦こすられて、ざっと全身がわななく快感が襲ってきた。

　唾液で濡らした指が、ぬくりと襞ひだをかき分けて挿はいってくる。すでに何度か貴志を受け入れ、その感かん触しよくを覚えている肉襞が尋の意思とは裏腹にうごめき、熱く絡み付いてしまう。

「……いい、っ……あっ、……」

「いつから、ここでこんなによがるようになったんだ？」

　すうっと抜けていく指に追いすがるように、内側が細かに震えるのが自分でもわかる。

　三本の指が出たり挿ったりしてぎりぎりまで拡ひろげられても、貴志のものとは比べようもない。

「はやく、──はやくして、いれてよ、奥まで……っ」

「なら、自分で足を拡げてみろ」

「……くっ……ぅ」

　焦じらされたあげくに、両りよう腿ももの内側をみずから持ち上げ、淫みだらにひくつく窄まりを見せなければいけない屈くつ辱じよくに、涙が滲にじんだ。

　貴志の愛あい撫ぶでゆるくほどけたそこがぐしゅぐしゅともの欲しげな音を立て、言葉よりもはっきりと貴志自身を欲しがる。

「い、れて……俺のここに、貴志さんの……」

　情欲に濡れた目で見つめ、たどたどしくねだると、ぎりっとくちびるを強く嚙かんだ貴志が深く腰を落としてきた。

　凶きよう悪あくなまでに太く、硬いもので一気に挿し貫つらぬかれ、「あ──」と言ったきり、尋は激しく揺さぶられた。

「っ……あ、あっ……っ、あぁ……っ！」

　身体をほとんどふたつ折りにされて、真上から最奥を突いてくる熱い肉棒がずりゅっと上向きに擦ってくる。

　そうすると、最奥のねっとりと淫いん蕩とうに潤うるむ部分が貴志をもっと深く誘さそい込むようにひくつき、尋にあらぬことを口走らせる。

「っ、あっ、ん、たかしさんの、……お、っきい、やだ、っも、こわれる……！」

「じゃあ、やめるか？」

　太いカリ首で窮きゆう屈くつに締しまる入り口を嬲なぶる男に、尋はすすり泣きながらしなやかな筋肉を忍しのばせた背中にしがみついた。

　こんなにも苦しくて気持ちいい快感を、一いつ瞬しゆんでも逃のがしたくない。

「だめ、やめない、で……もっと、してほしい……っ」

「俺の上に乗ってみろ」

　彼のものを深く咥くわえ込まされたまま、騎き乗じよう位の形を取らされた。組み敷かれているときより、さらに貴志のものが大きく感じられた。

　ずんっと突き上げられ、尋は弓なりに汗あせばんだ身体からだをのけぞらせた。蕩とろけた粘ねん膜まくを擦り立てて抜け出ていく男根の根元を無意識に指で締め付けた。

　赤く突き出た両方の乳首をこりこりとねじられると、必死にせき止めている精液を漏もらしてしまいそうなほどに感じまくってしまう。

　それを隠かくそうとする反動で、はしたない言葉を次々に口走った。

「すご……い、貴志さんの、すごい、硬かたくて、おっきい、俺のあそこ、ぐちゅぐちゅ、ゆってる……っねぇ……なんで……？　どうして？　……なんで、俺に、こんな気持ちいいこと、すんの……？」

「おまえが好きだからに決まってるだろう」

「あ──……ッ！」

　初めて聞く言葉に、全身がぶるっと震ふるえるほどの快感に襲おそわれた。それと一緒にずくんと肉棒が強く突つき上げてきて、射精感に近く、それでいて初めて味わうような白熱した快感に尋は忘我状態で腰こしを振った。

　じゅぷっ、ぬちゅり、と尻しりの最奥を犯す男のものが硬くみなぎっていることを、指でも確かめた。ぬめりながら出たり挿ったりする男のものは硬く筋が浮うき立ち、尋が何度達してもかないそうにない強さに満ちている。

「俺が抱だいた以上はイきっぱなしの身体にしてやる」

「貴志さん……っ」

　昂たかぶるペニスの先端に指が埋うめ込まれ、簡単な射精を許してくれない。

　狂くるおしいまでの官能に髪かみを振り乱みだし、艶めく内側で逞たくましく突いてくる男をはしたなくしゃぶり続けた。

「あ──あぁっ……いい……また、イく……っ」

　貴志に突き倒されて再び組み敷かれ、互たがいにくちびるをきつく吸い合った。

　舌を搦からめ、唾だ液えきを交かわしてこくりと喉のどを鳴らすあいだも、貴志のそれが獰どう猛もうに突いてきて、尋を狂わせる。神経という神経をおかしくさせて、ねじれさせて、よじれさせて、一瞬のまどろみの中からまばゆい閃せん光こうを放つ。

　真っ赤に熟し切った乳ち首くびをちぎれるほどにきつく引っ張られたあと、噓うそのようにやさしくこね回されながら、何度も何度も突きまくられた。

　どこもかしこも貴志にふさがれ、鋭するどい快感が身体中を暴れ回り、たったひとつの出口を求めている。

「ん──ン……っぁ……っ！」

　ひくっ、としなる性器から二度目とは思えないほどの量の精液がほとばしり、シーツを濡ぬらした。それでもまだ、声が止まらなかった。

　巨きよ根こんをねじ込んでくる貴志によって、うしろでいかされる快感を知ってしまったからだ。

　断続的に強く、弱く、やさしく、ずるく抉えぐってくる肉棒に、尋は彼の背中を引っかいて泣きじゃくった。

「……ん、ん……も、……っゆるし……てよぉ……っ」

　ぎりぎりと爪つめを立ててくちびるをわななかせると、額の生え際ぎわを汗で滲ませた貴志が苦笑いする。

「まだ、だめだ。おまえのそのよがり顔で、俺はここまでおかしくなったんだ。……この責任は取ってもらうからな」

「あ……ぁ──ん……っ！」　>>>♥

　ずっぷりと埋められた男根が尋の感じる場所を狙ねらい定めて、ひと突き、ひと突き、執しつ拗ように突き上げてくる。

　たまらないほどの圧あつ迫ぱく感かんと摩ま擦さつに全身が甘く、せつなく疼うずく。

　荒あら々あらしい息いき遣づかいの果てに貴志が深いくちづけを求めてきて、尋の性器を握にぎり締めながら、どぷっと最初の熱い一ひと滴しずくを最さい奥おうに撃うち込んできた。

　過か敏びんになりすぎていた尋のそこは貴志の濃こい精液で濡らされることを悦よろこび、ありったけそそがれることを望んで震えた。

「……あぁ……──あ……」

　どくっ、どくっ、と淫らに脈打つものに頭の芯しんまで犯されてしまったみたいだ。達してもなお、硬さを失わないものを奥深くにはめ込んだまま、大きく息を吐はき出した男の額の汗をおそるおそる拭ぬぐってやると、貴志の眉み間けんの皺しわがふっとゆるむ。

　こんなとき、なにを言えばいいんだろう。

　立て続けに絶頂を味わわされても、まだ放してくれない男に、どんな言葉をかければ、泣き出してしまいそうな感情をなだめられるのだろう。

「貴志さん……、俺、……俺さ、あんたのこと……」

　硬い鎖さ骨こつに鼻を擦りつけ、ちいさな声で囁ささやいた。

「俺、あんたのこと……、好きなんだ。誰だれかをこんなに好きになったのって、貴志さんが初めてなんだよ……」

「だったら、ずっとそのままでいてくれ。俺が好きなのは、ぼんぼん育ちでも素す直なおでバカな尋だ。おまえの甘さが俺には必要なんだ。ずっとそばにいて、俺を励はげましてくれ」

　彼らしくもなくやさしい声に、ほろりと涙なみだがこめかみを伝い落ちた。

　激しく抱かれて、感じすぎて泣くのとはまた意味合いの異なる温かい涙は次から次へとこぼれ落ち、貴志のキスでそっと吸い取られた。

「……俺をそばに置いておくと、高くつくよ」

　髪を撫なでられ、頰ほおにくちづけられ、やっと涙が収まったところで微笑ほほえむと、貴志も眉まゆをはね上げる。

「どれぐらい払はらえばいいんだ？」

「……あんたを励ますたびに、セックス一回」

「ずいぶん安いな。それじゃ、すぐに払ってやる」

「え、……え、もう？　いや、でも、もうちょっと休んでから……」

「おまえが言ったんだろうが」

　貴志の余よ裕ゆうたっぷりな微笑みにつかの間啞あ然ぜんとしたが、ゆるく腰をひねり挿いれられ、濡れそぼっていた粘膜が生々しくひくつく。

　そのことに尋は耳を赤くし、貴志のくすくすという笑い声を封ふうじ込めるために、自分からくちびるを近づけた。

　それから、囁いた。

　彼の鼓こ膜まくに滲しみ込むような、ひそやかな熱を込めた声で。

「……ねぇ、次は、俺……、もっと、やらしくなってもいい……？」

　甘いねだり声に、年上の男は笑いながら頷うなずいた。

　深く沈しずみ込むような熱が、あとに続いた。










「いやー、また大河内くんと仕事できるようになって俺は嬉うれしいよ～。ほらほら、今日は大河内くんのバイト再開を祝って、母ちゃんの特製弁当を持ってきた」

「あー、小杉さんの奥さんの弁当をいただくのも久しぶりッスね」

　上じよう機き嫌げんな小杉から受け取った弁当箱の蓋ふたをぱかっと開くと、バイト再開を祝してか、ご飯の上に桜色をしたでんぶで大きなハートが描えがかれていて、思わずアハハハハハハと声をあげて笑ってしまった。小杉も一いつ緒しよになって笑っている。

　貴志の誘さそいもあって、『吉葉』ビルでの警備員バイトを再開したのは、大学生活も最終ラウンドに入った九月の終わりだ。

　一度辞やめたバイト先に舞まい戻もどるのは今回が初めてだが、なにより喜んでくれたのは苦労をともにしてくれた先せん輩ぱいの小杉だ。

　尋の不在中にべつの夜勤のバイトが補ほ充じゆうされたらしいが、やはり、ついこのあいだまで一緒に仕事していた尋が戻ってきたのは、ことのほか、嬉しかったようだ。

　最初に、このバイトを紹しよう介かいしてくれた女友だちも喜んでくれていた。

『尋ちゃんも、やっとひとつの場所に落ち着くようになったんだね。もしかして、バイト先で好きなひとでもできたの？』

　笑いながら訊たずねてきた彼女に、『さあね』と尋も笑って答えたが、じつはバイト先の社長と恋こいに落ちたとは口が裂さけても言えない。しかも、相手は一回り上の同性だ。

　貴志と秘密の恋を続けていくことに、尋は困るどころか、楽しみさえ見み出いだしていた。

　誰にも言えない関係だけれど、そのぶん、深く繫つながっていられる。

　昼間は大勢の社員の前でぴしりと折り目正しい顔を見せている貴志も、夜になれば尋だけに通じる言葉をやり取りし、時間をともにし、温ぬくもりを分け合う。

　それがなにより嬉しく思えるならば、ずっとずっと、この先も続けていける気がする。

　歳が離はなれていても、立場が違ちがっていても。

　来年の春が来て、大学を卒業したあともここでのバイトを続けるかどうかは、まだ決めていない。

　内々的に、『吉葉』に来るか、と貴志にも誘われていて、いつか彼の右みぎ腕うでになることを思い描きながら働くことにもそそられているが、『考えとく』とうまくはぐらかせた。

　彼の言葉にぽんと乗っかってしまうのは、あまりに甘えている気がした。それにいつかふたりで話したとき、『おまえだったら、いますぐにでも会社を興おこせそうだ』と、貴志が言ってくれたことが忘れられなかったのだ。

　──自分の将来なんだから、ちゃんと考えないと。でも、どこに勤めても、なにをしていても、こころから好きだと思えるのはこのひとだけだ。

　彼のパートナー候補として『吉葉』に就職するか。それとも一か八かの勝負に出て、岸田たちと手を組んで、おもしろいことや楽しそうなことを追求して、形にする企き画かく会社でも興してみるか。

　学生気分が抜けない者たちのやることだから、歴史ある会社には負けるかもしれないが、こっちには若さと俊しゆん敏びん力という強みがあるのだ。それを活いかさない手はない。

　年ねん齢れいや経験に差はあれど、遠くて近い将来、貴志と会うときは互たがいに社長同士、という関係も楽しそうだ。

　──いつか、絶対にこのひとに追いつきたい。いまよりもっと近づいたときに、堂々と胸が張れるように。

『吉葉』に出戻ってきた晩、タイミングがいいのか悪いのかわからないが、夜勤はやっぱり自分ひとりだった。新しい相方はスケジュールの都合がつかなかったようだ。

　そういうわけで、小杉が前もってご機嫌取りに弁当を用意していてくれていたのだが、こっちとしてはもう慣れっこだし、ひとりで夜勤したほうがいい面もあるから、文句はない。

　ひとりならば、仕事で居残る貴志と社内で堂々と会える。

　その晩も九時過ぎに社長室を訪ねると、貴志はまだ仕事していた。

　聞くところによると、因いん縁ねん関係にある弓彦は当面のあいだ、東京本社を離れ、北海道に出張することになったらしい。来春、札さつ幌ぽろに『吉葉』を構える予定で、弓彦はその指揮を任されたのだが、謀む反ほんを起こし、悪いた戯ずらに世間を騒さわがせたことによる制裁だということは、社員の誰もがそれとなく知っているようだ。

　でっち上げのスキャンダルで『吉葉』を危ない目に遭あわせたのだから、解かい雇こに追いやられて当たり前なんじゃないかと思っていたのだが、貴志はその選せん択たくを取らなかった。

「一応、あいつにもプライドがあるからな。それに、『吉葉』の正しい血筋でもあるし」

「まあ、そうだけどさぁ……」

　寛かん容ような判断を下した男に、尋は久しぶりに身に着けた制服の襟えりを弄いじり回しながら、貴志のデスクの端はしに腰こし掛かけた。

「あんなことされておいて、札幌の支店を任せっきりにすんの？　またなんか仕し掛かけられたらヤバイじゃんよ」

「仏の顔も三度まで、という言葉があるだろう。弓彦には、あっちが雇やとった以上に有能な調査員が極秘裏についているし、支店を切り回すぐらいの能力ならあいつにもある。調査員が終始、弓彦の行動を報告してくれるから、当面のあいだは問題ない。もしも、また俺に反旗をひるがえす気配があったら──」

「どうすんの？」

　絶ぜつ妙みようなところで言葉を切った男の顔を興きよう味み津しん々しんにのぞき込むと、勢い、腕うでを摑つかまれてむりやり膝ひざの上に真向かいに座らされた。

「ちょっ……ヤバイって！　まだ九時だよ、他ほかのフロアにも社員さんがいるんだから……」

　慌あわてて身をよじったが、貴志の力は強くて振ふりほどけない。

　この部屋に来たとき、念のため内側から鍵かぎを閉めたが、いつ、社員が訊ねてくるともかぎらないのに、貴志ときたら楽しそうに笑っている。

「尋、おまえならどうする？　一度手ひどく裏切った人間を、もう一度信じられるか？」

「俺？」

　あちこちの仕事場をのぞき、社会の仕組みがわかっているようでいて、ほんとうのところはなにもわかっていない自分だったら、どうするだろう。

　貴志は自分より一回りも上で、多くの経験を積み、なにものにも代え難がたい知ち恵えを携たずさえている。

　動くべきときに動き、息をひそめるときには自然とおのれを制せい御ぎよできる力を持っている男は、弓彦の思考パターンどころか、尋の考えることも見み抜ぬいている気がする。

「……俺だったら」

　摑まれた手を見つめた。

　自分のものより大きく骨張った手で険しい人生を切り拓ひらいてきた男に偉えらそうなことを言えた立場じゃないが、──それでも、と思う。

　独断的に見える貴志にも、ひょっとしたら、やさしい部分があるのかもしれない。脆もろい面があるのかもしれない。

　──だから、俺をそばに置いておきたいんだ。弓彦のことも、彼がどんなに性悪かわかっていても、懸かけたのかもしれない。可能性を捨てたくなくて、札幌にやったのかもしれない。

　真実は彼にしかわからないだろうが、ここはひとつ開き直って、自分らしい言葉を口にすることにした。むりをして着き飾かざった言葉を口にしても、すぐにボロが出てしまう。

　だったら、正直でありたい。

　自分にも、彼に対しても。いま、互いが共有している時間に対しても、誠実でありたい。

　一緒にいて、温もりを感じたいという想おもいを隠かくすのは自分の流りゆう儀ぎじゃない。

「俺は、あんたほどできた人間じゃないから三度まで待たないと思う。一度裏切られたら、しばらく警けい戒かいするよ。でも、……二度目までは信じる。とりあえずね」

「とりあえず？」

　可お笑かしそうに言って、貴志は頷く。

「そうだな。とりあえず、俺の弓彦に対する信しん頼らいも、そんな感じだ。あいつもバカじゃないから、さすがに命取りになるような真ま似ねを二度やることはないだろう」

「そうだといいけどね。あんた、前に言ってたじゃん。あいつはたちが悪いって」

「ああ、言った。でも、おまえほどじゃない」

「なんだよ、それ。俺のほうがあいつより悪いって言いたいわけ？」

　鼻先を近づけて文句を言ったが、貴志は肩かたをすくめるだけだ。

「現にそうじゃないのか？　俺から仕事のやる気を失わせてるのは、おまえだろうが」

「だって、あんたがむりやり膝に乗せたんじゃん」

　膝の上でにじり寄ると、スーツと制服が擦すれ合う音がする。

　わざとらしくため息をついた貴志がノートパソコンを閉じ、するっと喉のどを撫なでてくることで、顎あごをあげた尋は油断ならない猫ねこのように目を眇すがめて笑いかけた。

　真っ向から勝負を挑いどむ、貴志の斬きり込むような目つきが最初から好きだったと、やっといま気づいた。

　目と目を合わせたあの瞬しゆん間かんから、まばゆいばかりの放熱は始まっていたのだ。

　それまでに出会ったことのない硬かたい手て応ごたえを、互いに感じ取っていたのだ。

　そうと気づいたら、彼の首にゆるく両手を回して逞たくましい熱を感じ、囁ささやけばいい。

　彼の胸から、自分の胸から、ためらいとつかの間の寂さびしさを消す魔ま法ほうの言葉を。

「俺は、いつでもあんたのそばにいるよ。大好きだよ。あんたのことをいつも心配していて、力になりたいと思ってる。俺は誰だれよりも貴志さんが大好きだよ」

　一息に言って深呼吸し、尋は微笑ほほえんだ。

「だから、ずっと俺だけを愛してよ」

　そう言ったときの貴志の不敵な笑いを、たぶん──絶対に、一生忘れない。

　かすかな衣きぬ擦ずれは、ひとつの合図。互いに目くばせして、笑い合った。

　秘密の甘い時間の幕開けは、すぐそこまで来ている。







　あとがき







　こんにちは、または初めまして。秀香穂里と申します。

　今回の基本テーマは「警備服」です。がっしり、いかめしい紺こん地の警備服をいかに脱ぬがすか、というあたりで萌もえに萌えた結果、受けの尋がちょっと淫いん乱らんになってしまいました。わーい。はっきり書いてしまうとドン引きされる方もいらっしゃるかもしれませんが、わたしは傲ごう慢まんでえろい攻せめが好きで好きでたまらないのと同時に、淫乱受けが好きで好きでしょうもないです。しかし、社内でえろいことをする、というのは、「それは社会人としていかがなものでしょうか」とわたしの中の良心（少し、あります）がいつも「待った」をかけるので、いままであまり、オフィス内でえろいことをするひとたちを書いたことがありませんでした。ですが、今回、「相手が会社の社長なら、社内でえろいことを要求されて断れなくても当たり前じゃないですか！」という新しい結論を得て、ようやく書くことができました。新境地に達した気分です。またひとつ、大人になった気分です。とても嬉うれしいです。

　この本を出していただくにあたり、お力を貸してくださった方にお礼を申し上げます。

　色っぽく、かつ麗うるわしい挿さし絵えで飾かざってくださった、カワイチハル様。「尋はいまどきのアイドル顔で、貴志は体格のいい眼鏡めがねスーツで……」と担当さんと相談したところ、想像以上のきらきらアイドル・尋がやってきてくれて、ほんとうにほんとうに嬉しかったです。しかも、眼鏡＋スーツ＋体格のいい男前な貴志との組み合わせが恐おそろしく色っぽくて……！　ぎりぎりまでご迷めい惑わくをおかけしてしまったにもかかわらず、美しい挿絵の数々を描えがいてくださったことに、こころから感謝しております。お忙いそがしいなか、ほんとうにありがとうございました。

　担当の国井様。原げん稿こうアップまで時間がかかってしまったうえに、やっぱりいつもどおりタイトルがなかなか決まらなかったりして、最初から最後までお手数をおかけしてしまいました。次はいろんな面でもっと頑がん張ばりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

　最後に、この本を手に取ってくださった方へ。「紺地の警備服」が好きなのか、「警備員」が好きなのかどっちかと問いつめられたら、それはもう間違いなく「警備員」が大好きです、と言いたいところですが、もしかしたら、「紺地」そのものが大好きなのかもしれません。「眼鏡」と似たような枠わくで、わたしの中には聖域にも等しい「紺地」枠があります。清潔で潔けつ癖ぺきで、でも黒にはならず、誠実な紺地の制服とかスーツとか考えただけで、うっとりしてしまいます。その紺地でできた警備服を着た人物をガンガン追い詰つめるこの話で、ほんの一時、楽しく過ごしていただけたら、とてもしあわせです。

　それでは、またお会いできる日までお元気でお過ごしください。
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